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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ




　目　次







プロローグ




第一章　それは渡り鳥の巣立ちで


第二章　眠り姫は鏡に誘われ


第三章　されど猫は気ままに飛び回り


第四章　狂えるブリキ男は執しゆう念ねんのままに


第五章　そして、射い手ては夢を見る




エピローグ







　あとがき








[image: ]







[image: ]









[image: ]





「……あ」


　それは列車が動いた振しん動どうか、それとも自分自身の立たち眩くらみか。クラリと目の前が揺ゆれ、声を上げたときには少女は前に倒たおれ込こんでいた。


　──転ぶ。


　そう思ったとき、フワリと誰だれかに受け止められた。


「……すまない、マルク──あ」


　口をついて出た名前は、丸メガネの執しつ事じのものだった。しかし、少女を受け止めたのは、彼ではなく美しい白はく髪はつを揺らす少女だった。


　髪かみ同様真っ白な肌はだと瑠璃猫ドミニトンを思わす切れ長の双そう眸ぼう。薄うす茶ちや色いろのシャツと群青のスカートの上には、真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレス。侍じ女じよ姿なのだが、腕うでや首に奇き妙みような布きれを巻き付けており、背中には彼女の身みの丈たけほどもある長い筒つつ──カタナを下げていた。


　侍女兼けん裁さい縫ほう師しのカナメである。カナメは小さなため息を一つ漏もらすと、コツンと額を指で弾はじいてきた。そしてそのまま椅い子すへと座らせられてしまう。


　カナメは荷物を棚たなの上に上げると、カタナを外して壁かべへと立てかける。ストンと向かいの椅子に腰こし掛かけると、腕を組んでなにかに思い耽ふけるように窓の外へと視線を向ける。心なしか、上気したように頰ほおが赤く染まっている。寒さのせいではないように思える。


　ここはロックウォールから出発する列車の客席。終着駅のグランテレサからは大陸横断特急が出ており、この国の端はしから端まで行き来することができる。


　……沈ちん黙もく。


　てっきり問とい詰つめられると思ったのだが、カナメはなにも言ってこない。それはそれで隠かくし事ごとをしているような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。


　少女──エルミナは、根負けしたように口を開いた。


「……なにも、訊きかないのかね」


　深い藍あい色いろのドレス。陶とう器きのごとく汚けがれない純白の肌。肩かたよりも少し長い髪に翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。作りものめいて整った顔立ちながら、人形のように変化に乏とぼしい表情。ヴァレンシュタイン家の当主である。


　問いかけられ、カナメは初めてエルミナのことを思い出したように顔を向けた。


「なにか言ったか？」


　どうやら向こうは向こうでなにか考え事をしていたらしい。エルミナは肩を竦すくめた。


「……私が君にこんなことを頼たのんだことについて、なにも疑問はないのかね、と訊いた」


　ああ、とカナメは小さく頷うなずいた。


「おんしは望むものを追えばよい。私はおんしに仇あだなす全すべてを振ふり払はらう。それが私とおんしの契けい約やくじゃ。契約者は契約に不要な疑問は抱いだかぬ」





　契約者──精せい霊れいに対価を支し払はらい、異能を手にした存在。自らの命という貨か幣へいの中から対価を支払う契約者は、その身にいくつもの制約を背負うことになる。


　その中の一つに〝契約を裏切れない〟というものがあった。契約者は異能ゆえ、契約に対してはどこまでも忠実である。





　それに、と前置きしてからカナメは困ったように眉まゆを寄せた。


「そんな顔をしておるおんしにあれこれ訊けるほど、私は無ぶ粋すいではない」


　エルミナは、思わず自分の頰に手をやった。自分が表情に乏しいということは自覚している。それでもカナメに伝わるほど自分の顔は酷ひどいのだろうか。


　呻うめいていると、カナメは瑠璃猫ドミニトンの双眸を細める。


「じゃが、確かに知っておく必要はあるのかもしれぬな。私はあやつにも説明せねばならぬのであろ？」


　そのひと言に、エルミナは今度こそ大きく目を見開いた。


「……気づいて、いたのかね」


「気づかぬと思われたなら心外じゃ。おんし、また〝入いれ替かわり〟が始まっておろ」


　藍色の絹シルクに細かな皺しわが刻まれる。エルミナはスカートの裾すそを握にぎり締しめていた。





〈空白の契約書〉──エルミナがその背中に刻んだ〈精霊の器〉。契約者の法則とは異なる力。契約者が精霊に捧ささげた対価を模も倣ほうして還かん元げんし、署名した契約者の能力を模倣し扱あつかうことができる。異能の鏡とも呼べる存在である。


　エルミナにはエミリオという姉妹がいる。彼女は〈アルス・マグナ〉という精霊の枠わくからも外れた存在に魅み入いられ、目覚めぬ眠ねむりに囚とらわれている。エルミナは〈契約書〉の力で〈アルス・マグナ〉を模倣し、エミリオを解き放とうとしていた。


　鏡は姿を模倣する。〈アルス・マグナ〉を模倣した〈契約書〉は〝眠り〟という対価まで模倣し始めた。エルミナは〈アルス・マグナ〉に呑のまれ、眠りにつく。そしてその間、エミリオがこの体を扱うことになる。





　エミリオのことを思いながら、エルミナは昨日のことを思い返す。


　ペインとミリエラ。〈宣教師〉と呼ばれる組織に所属する契約者。〈宣教師〉は〈アルス・マグナ〉──彼らは〈精杯グレイル〉と呼んでいるが──を追っており、その手はすでにエルミナのもとに届いていた。


　ならば、隠れていても意味はない。


　──〈アルス・マグナ〉に呑まれる前に、決着をつけたい。


　しかしその望みを叶かなえられるほど、エルミナには時間が残されていないようだった。


　エルミナは、ようやく観念して口を開いた。


「……ペインから聞いたのだが、オルダー教……いや、ラチナス神聖国からヴィルヘルムという枢すう機き卿きようが来国している」


「ふむ。そやつの護衛として〈宣教師〉は限定的な活動を許されておるのじゃったな」


〈宣教師〉は、ラチナス神聖国の暗部でもある。しかしこの国では目立った行動を取りすぎたため国外へ追放されていた。それがヴィルヘルムの身辺でなら行動が許されるようになったのだ。


「じゃが、あやつらはペインたちが最後の戦力だったはずであろ」


　エルミナが持つ〈契約書〉には、署名した契約者を〝絶対服従〟させるという副作用があった。ペインもミリエラも、そして新たにグレリオも〈契約書〉に署名したのだ。誰に命令されようともエルミナに危害を加えることはできない。


　それでもエルミナは首を横に振った。


「……元々〈アルス・マグナ〉は力でどうにかできるものではない。それでも彼らは〈精杯グレイル〉を追いかけてきた。二千年という気の遠くなるような月日を。彼らは〈精杯グレイルの姫ひめ〉というものを、私以上に知り尽つくしている」


　つまり、エルミナは追おい詰められていた。それを感じたのだろう。カナメも緊きん張ちようした表情を見せた。


「一体、なにがあるというのじゃ？」


　カナメの疑問はもっともなのだが、エルミナはなかなか答えられなかった。


　いくばくかの逡しゆん巡じゆんの末、エルミナは重たい口調で答えた。





「……ヴィルヘルムは、婚こん約やく者、らしいのだ。……私の」





「は……？」


　カナメが、ポカンと口を開いた。エルミナはため息を堪こらえながら続きを語る。


「……婚こん姻いんしてしまえば、当代だけでなく次の代の〈精杯グレイルの姫〉まで手元に置くことができる。〈アルス・マグナ〉はその契約者に血族を選ぶのだから」


　エルミナの声が届いているのかいないのか、カナメはしばらく固まったまま動かなかった。それから、真っ白な髪をかき上げ呆あきれたように呟つぶやく。


「それはまた……、面めん倒どうなことになっておるの」


　小さく頷いたエルミナは無表情を崩くずしていた。


「……ペインから知らされるまで、私も知らなかった。恐おそらく、父の差し金だと思う」


　エルミナの父リカルドも、そのつもりで母と婚約した可能性が高い。父は二千年の間誰も扱うことができなかった、〈アルス・マグナ〉の力を使う手段を見いだしたのだ。十年やそこらの成果ではないだろう。それこそ生しよう涯がいをかけてきたはずだ。


　エルミナにしては珍めずらしい疲つかれたため息を漏らす。カナメも仕方なさそうに呟く。


「なるほどの。それでマルクではなく、私が必要じゃったわけか」


　納得したように頷くと、なんでもなさそうに続ける。


「じゃが、悩なやむほどのものでもなかろ？　おんしは今までと変わらぬ。やりたいようにやるがよかろ。後始末は私がつける」


　それから、どこか居心地が悪そうに視線を逸そらす。


「私も、おんしとそのようなつまらぬ決着は望んでおらぬ」


　そう言われ、エルミナは困ったように肩を竦めた。


　列車は、ロックウォールを遠く離はなれて進んでいく。


　カナメが決着と称しようした執事の少年を残したままに……。
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　冷たいものが顔に当たり、少女は目を覚ました。


　そこは、薄うす暗ぐらい部屋だった。地面は湿しめった土で、接していた衣服がじっとりと濡ぬれている。二、三人入れば窮きゆう屈くつになるような小さな部屋で、壁かべは石を積んだものだ。冷たく不衛生な空気で、カビのにおいが酷かった。


「うっ……」


　後頭部がズキズキと痛み、少女は呻うめき声ごえを漏もらす。


　頰にかかる髪かみは、血かなにかで濡れたらしくべったりと固まっていた。まだ少女と呼べる歳としなのだが、妙みように大人びた……というより高圧的な表情。男物のシャツにスラリとしたズボンで、男装と呼べる服装だった。


　ぼんやりと開いた少女の目に飛び込んできたのは、怯おびえた顔だった。大きな鳶とび色いろの瞳にクルクルとした癖くせのある髪。こちらは十二、三歳ほどで、袖そでを持て余した服を着ている。少女と見み間ま違ちがえそうな愛らしい容姿だが、服装は少年のそれだった。


　しばらくじっと顔を見つめ、やはり相手が少年であると確認。間近でなければ少女だと言われても疑問に思わなかっただろう。


　少年は手に濡れたハンカチを持っている。どうやら少女の看病をしていたらしいが、その手は荒あら縄なわで縛しばられていた。


　明かりの方──部屋の出入り口らしい方向に目を向けると、そちらは鉄格子で塞ふさがれていた。どうやらどこかの地ち下か牢ろうらしい。


　──迂う闊かつ……。


　ようやく、少女は自分が捕つかまったらしいと気がついた。痛みに呻きながらも、捕まるまでの経けい緯いを思い出す。


　彼女は〝ある人物〟を追っていた。手がかりを探して表側の人間ではない男たちにも接せつ触しよくしてきた。それでいらぬ不ふ審しんを買ったか、あるいはただ女の一人歩きで目をつけられたか、ともかく突とつ然ぜん後ろから襲おそわれてこの様ざまだった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ですか？」


　少年に手を貸してもらい、少女はなんとか身を起こす。


　そしてすぐさま状じよう況きよう確認を始める。足は縛られていないが、抵てい抗こうしたせいか手は後ろで拘こう束そくされている。ナイフなどの武器ももちろん取り上げられている。ズキズキと痛むのは硬かたいもので殴なぐられたせいだろうが、他に怪け我がはなさそうだった。


　もう一度鉄格子の方向に目を向けると、下げ卑びた笑い声が聞こえてくる。


「──だから男じゃ売りもんにならないだろうが」


「うるせえ。お前だって女だと思ってただろうが。それにもう片方は上玉なんだ。文句はねえだろう」


「まあ、男でもああいうガキなら買い手もいるが──」


　声は男が二人だった。会話から察するに、人買いの手合いらしい。


　──二人なら、なんとかなるか。


　荷物は全て取り上げられた。武器になるものは少ない。それでも動けないほどの怪我を負っているわけではない。手さえ自由になればなんとかなる。


　自分の髪を意識すると、髪留めはまだついていた。壁に頭を押しつけ、髪留めを外す。深紅の髪がフワリと広がった。


　落下した髪留めを後ろ手で拾い上げる。手探りでいじると、小さな刃は物ものが飛び出した。隠かくしナイフである。


「な、なにやってるんですか……？」


　少年が困こん惑わくした声を上げるが、視線で黙だまるように促うながす。男たちに気づかれる前に縄なわを切らなければならない。


　しかし少年の声に反応したらしく、話し声が止やむ。そして男の一人が鉄格子を覗のぞき込む。


「おう、もう一人も起きたか。……はは、寝ね顔がおも悪くないが、目を開けてりゃやっぱり上玉だな」


　卑ひ猥わいな笑みを浮うかべる男から、少女は怯えたように後あと退ずさる。その間も、怪あやしまれない程度の動きでナイフを動かし続けていた。


「おい。分かっているとは思うが、売り物に手を出すんじゃあない」


　部屋の向こうから聞こえた声に、男は肩かたを竦すくめる。やはり人買いのようだ。


「分かってるさ。……もっとも、こいつらにしてみればここで傷物になっておいた方がまだ幸せなんだろうがな」


　少女の体をなめ回すように見つめると、男は鉄格子から離れた。


　縄が切れたのは、そのときだった。少年は啞あ然ぜんとした顔でそんな少女を見ていたが、口に出さない賢けん明めいさは持ち合わせているようだ。


「あ……の、これは、どういうことなんですか……？」


　少女が怯えた声を漏らすと、男はおもしろいおもちゃでも見つけたように下品な笑みを浮かべた。


「んん？　分からないか？　まあ、お前にしてみればいきなりのことだからな。分からないのも無理はないか」


　そう言うと、気の毒そうなため息を漏らす。


「お前たちがこれからどうなるのか。それは俺おれも知らないな。ただ、あまり幸せな目には遭あわないだろうなあ」


「そ……んな、た、助けてください」


　そう言って、少女は縋すがりつくように鉄格子に近づく。男の腰こしに鍵かぎが下がっているのが見えた。


　男は気味の悪い笑みを浮かべる。奥にいるもう一人が、呆れたようなため息を漏らしたのが分かった。


「助けてやりたいところだがなあ。それをやると今度は俺の方がただじゃあすまない。だがまあ、俺も人でなしじゃあないつもりだ。お前の態度次第じゃあ、考えないでもない」


　人買いが人でなしでないなら、一体どんな人間ならば人でなしなのだろうか？　冷静にそう考えながらも、赤毛の少女は怯えた表情を浮かべる。


「な……なにを、すれば良いんですか？」


　なにをしたところで、この男が自分たちを逃にがすことはないだろう。それでもこう言うのは、哀あい願がんする少女でささやかな娯ご楽らくを楽しむためだ。


「なに、そう難しいことじゃあない。俺──のブッ？」


　言いかけた男は、鉄格子に顔面をぶつけていた。少女が素早く男の胸ぐらを摑つかみ、そのまま鉄格子に叩たたきつけたのだ。


　そして速やかに男の首を鷲わし摑づかみにする。ゴリッと嫌いやな感かん触しよくが走り、男の顔が紫むらさき色いろに変色する。男はのどを搔かきむしるようにもがくが、自身と少女を隔へだてる鉄格子に阻はばまれ大した抵抗にはならない。


　少女に首をへし折るような腕わん力りよくはないが、気管を圧あつ迫ぱくして気絶させるくらいはできる。とうとう男がカクンと膝ひざを折り、少女はその腰から素早く鍵を奪うばい取る。


　突然の事態で呆あつ気けにとられていたのだろう。もう一人の男が我に返ってそれを止めようとしたときには、少女は牢ろうの鉄格子を開けていた。


「チッ──」


　こいつはヤバイ──そう感じたのだろう。男は慌あわてて引き返し、テーブルの上に転がっていた拳けん銃じゆうに手を伸のばす。少女の位置からではどれだけ速く走ろうとも間に合わない。


　男は素早く少女に照準を定める。そのときには少女も手に握にぎっていたものを投じていた。


　パンッ──乾かわいた音とともに、小さな鮮せん血けつが弾はじけた。


「なっ──んだあ？」


　悲鳴を上げたのは男の方だった。拳銃を握っていたはずの手には、鈍にぶく光る金属片──牢の鍵が、錠じよう前まえにそうするように突つき刺ささっていた。


　刃物ですらない金属片が、骨を砕くだいて突き刺さったことに驚きよう愕がくする余よ裕ゆうは、男にはなかった。


　刃物ですらない──歪いびつにくびれた鍵の歯は、刃物以上の激痛を生んでいた。抜ぬこうにも深々と肉に食い込んだそれは引こうが押そうが抜ける様子はない。


　男が無様にわめき声を上げる間に、少女はその顔面へ見事な上段蹴りハイキツクを見み舞まっていた。





　秒殺──たかだか十五、六の少女が大の男二人を瞬またたく間まに地に沈しずめた。牢に残されていた少年は、目の前の光景が信じられないようにポカンと口を開けていた。


　赤毛の少女はそちらへ関心を示すこともなく、テーブルに放置されていた自分の荷物を手に取る。上質な革を重ねた小さな小皿。小舟カヌーに似た形のそれは縦に割れ目が走っており、その両りよう端たんからは頑がん丈じような鞣なめし革がわを縒より込んだ紐ひもが伸びている。


　他に散乱するのは銃じゆうの弾だん丸がんにしてはずいぶん大きな鉛なまりの塊かたまり。球体のものもあれば楕だ円えん型のものもある。その中から球体の鉄てつ塊かいを一つ手に取ると、革かわ袋ぶくろへと装塡する。


　牢の少年がハッとした顔をしたのはそのときだった。


「う、後ろ！」


　悲鳴が聞こえたときには、赤毛の少女は手の中の革袋を旋せん回かいさせていた。


　ヒュンッ──風を切る音に続いて、鈍い悲鳴が響ひびいた。


「ぐあっ──？」


　振ふり返かえると、僅わずかに開いた扉とびらから階上へと延びる階段が覗いており、そこで新たにもう一人の男が蹲うずくまっていた。見張りか連れん絡らく係だろう。中の騒そう動どうに気づいて下りてきたらしい。


　少女が手にしたのは投石器だった。拳銃よりも弓よりも原始的で、飛び道具としては恐おそらく最古のものである。旋回させられれば直接叩きつけても相当な威い力りよくがある。拳銃のような反動もなく、少女でも扱あつかいが容易だった。


　しかし、標的を見もせずに命中させられるほど扱いを極めたのは、今の時代ではこの少女くらいのものだろう。


　中にいたのは二人だけだったが、人買いが少女たちの見張りだけで遊んでいるとは考え難い。他にも仲間がいるのだろうと考えたのだが、正解だったらしい。


　少女は、二人目の男が落とした拳銃を拾い上げる。


　戸口に蹲る男は脂あぶら汗あせを流しながら手首を押さえている。至し近きん距きよ離りから撃うち込こんだのだ。骨の一つくらいは折れただろう。


　そんな男に冷れい淡たんな眼まな差ざしを向けると、少女はゴリッと額に拳銃を突きつける。


「〈牧神〉という契けい約やく者を捜さがしている」


　先ほどまでの怯おびえたそれからは想像もつかない氷の声。


　答えないと殺される──本能的に感じたのだろう。今度は男の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。


「ぼ、ぼく……なんだって？」


　少女は無言で引き金へ指をかける。男の表情が絶望に染まった。


「ま、待ってくれ！　し、知らないわけじゃない。そいつは、……そいつはあの、あいつだよな？　あの……そう、俺たちが雇やとってたんだ！　だから……だから…………」


　男はない知ち恵えを振り絞しぼって少女の気を引ける答えを考える。少女は、自分が道ばたの犬に問いかけるような、意味のない時間を過ごしていると感じた。


　そんな少女の心境を感じ取ったのだろう。男は悲鳴のように叫さけんだ。


「や、やや、やめろ、やめてくれ！」


　少女は調理前の豚ぶたでも見るかのような眼差しで男を見下ろした。





「私がそれを言ったとして、あなたは聞くでしょうか？」





　パンッ──乾いた音が響き、男が手足をビクリと震ふるわせた。


　少女はつまらなさそうにため息を漏もらすと、拳銃を放り捨てた。それを見て、男も脱だつ力りよくと安あん堵どの息を漏らした。


　弾丸は、男の頭部の側そばを駆かけ抜けただけだった。


　ガタガタと震える男にもう一度冷淡な眼差しを向けると、今度は少女は片足を持ち上げる。硬こう質しつな革のブーツが男の目線に並んだ。


　あたかも『綺き麗れいにしろ』とでもいうような仕草に、男の表情が屈くつ辱じよくに染まった。人買いに誇ほこりなどという上等な概がい念ねんが存在するとは思えない。それでも人間としての自尊心程度ならば持ち合わせていたのだろう。


　少女はなにも語らない。命じない。ただ試すかのように男を見下すだけだ。


　命いのち乞ごいをするなら、態度で示すしかない。人間の尊厳を踏ふみにじって商売をしてきた男は、自分の尊厳と命を天てん秤びんにかけられていた。


　やがて、少女は興味をなくしたように足を下げようとする。男はそれを見て慌てた声を上げた。


「ま、待ってくれ！」


　所しよ詮せん、人買いである。自尊心よりも命を取ったようだ。男は屈くつ服ぷくさせられたかのように口を開いて靴くつに顔を近づける。


　少女はその足を────男の、股こ間かんめがけて振り下ろした。





　この瞬しゆん間かん、人買いジョセフ＝スレンダーは男として生まれたことを心から呪のろった。


　その後、辛からくも保安官からは逃のがれるも男として再起不能。酒さけ浸びたりとなり、落ちるところまで転がり落ちる。失うものがなにもなくなった彼は、過去の全てを吹ふっ切きりニューハーフのトップダンサーとして返り咲ざく。多くの人々に惜おしまれながら引退した後は、フロアティナ初のニューハーフバーを開くこととなる。





　そんな未来を予感する間もなく──グシャ──なにかが潰つぶれた音とともに、男は白目を剝むいた。自尊心を自じ壊かいさせられた上に男の証あかしまで破は壊かいされた。精神と肉体の両方を打うち砕かれ、頭から地面に突っ込こむ。


「ひっ……」


　牢の少年が己の股間を押さえて顔を青ざめさせる。


　少女はそんな周囲にまったく関心を抱いだくことなく、自分の荷物を回収する。捕つかまって間もなかったからだろう。足りないものはなかった。


　荷物の確認を済ませると、テーブルの上にもう一つ荷物が残っていた。上質な革製の筒つつ──ガンホルスターのそれによく似たものに、折おり畳たたまれた刃は物ものが収納されている。広げればかなりの大きさだろう。


　それを拾い上げると、牢の少年が怖おず怖おずと声を上げた。


「あ……、それは、自分のです」


　少女は、自分が目を覚ますまで手当をしてもらっていたらしい、と思い出した。礼の一つくらいはしてもいいだろう。少年のロープを切ってやってから刃物の筒を手て渡わたす。


「あ、ありがとうございます。自分はこれがないとなにもできないのです」


　大輪の花のような笑顔だった。少女は再び相手が男なのか女なのか分からなくなった。


「そう」


　それでもさしたる関心も示さぬまま、踵きびすを返す。〈牧神〉の手がかりがないのなら、こんな場所に用などない。


　スタスタと歩き始めると、牢の少女……もとい少年が慌てた声を上げる。


「あ、ま、待ってください。自分は命を助けられました。お礼をしないといけません」


　毅き然ぜんとして背筋を伸ばした少年に……やはり一いち瞥べつすら向けずに歩き続ける。


「あの、お礼はなにをしたらいいでしょうか？」


　それでも健けな気げについてくる。赤毛の少女は面めん倒どうを感じてようやくひと言返す。


「いらない」


「それじゃあ、困ります。一宿一飯の恩にも命をかける。それがランチェスター家の家訓です。命まで助けられたんですから、命一つじゃ足りません！」


　一体この少年はいくつ命をかけるつもりなのだろう。育ちの良さそうな言動に、少女は辟へき易えきとした心情を隠かくそうともせずにため息を漏らす。


　ともかく返事をしたのは失敗だったようだ。無視していればそのうち諦あきらめるだろう。無言で階段を上る。


　それでも執しゆう念ねん深ぶかくついてくる少年は、なにか思い出したように手を叩いた。


「あ、そういえばさっき言ってた〈牧神〉さんって、もしかしてめちゃくちゃ大きな男の人じゃないですか？」


　思わずピタリと足が止まった。早足でついてきていた少年が背中にぶつかる。


「〈牧神〉を知っているのですか？」


　振り返ると、少年は人ひと懐なつっこい笑顔を見せていた。


「やっと自分の顔を見てもらえました」


　不服そうに口を結びながらも、少年からの返事を待つ。


「〈牧神〉さんのことは教えますけど、その前にお名前聞いても良いですか？　自分の名前はリオン＝ランチェスターです。親しい人はリオと呼びます」


　赤毛の少女は、いかにも渋しぶ々しぶといった顔で呟つぶやいた。





「……セリアです。セリア＝アルコーネ」





　少女──セリアがそう答えると、少年は花が開くような笑顔を浮うかべた。


「セリアさん。あなたが助けを必要としたとき、自分は必ず応こたえてみせます」


　このときのセリアはまだ知らなかった。少年──リオが、その約束をどこまでも守るのだとは。
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「アーロンさん、もうちょっと左に寄ってもらえるかな……あ、行き過ぎだよ……うん、そこ。オウマ君、固定しちゃって。丁てい寧ねいにね」


　ヴァレンシュタイン家玄げん関かんホール。屋や敷しきの男性使用人四人が集まっていた。


　テキパキと指示を飛ばしているのは家令のドミニクである。


　相も変わらずフニャリとした笑みを浮かべており、皺しわ一つない燕えん尾び服ふくに身を包もうともゆるみきった空気が垂れ流されている。


　その指示に従い、大きな額がく縁ぶちを支えているのは庭師のアーロンだった。空色のオーバーオールに麦むぎわら帽ぼう子し。吹き抜ぬけの玄関ホールで階段を用いずとも二階へ手が届く巨きよ漢かん。しかしながらその顔はフクロウの面で覆おおわれている。


　額縁の裏には固定用の鎖くさりがあり、それを階上の手すりから身を乗り出した青年が壁かべのフックへと括くくり付ける。


　青年の方はひょろ長い手足をした東洋人で、派手なお仕着せを身に纏まとっている。目立つ服装をしているはずなのだが、どうにも印象に残りにくい容姿の持ち主だった。従僕のオウマである。


　彼らが設置しているのは、この屋敷の前当主であるリカルド夫妻の肖しよう像ぞう画がだった。長らく倉庫の奥に封ふう印いんされていたのだが、現当主のエルミナがようやくその絵と向き合えるようになったので飾かざることにしたのだ。


　そんな彼らを手伝おうともせずに、ぼんやりしている少年がいた。


　本日も完かん璧ぺきに整えられた燕尾服。ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれたそれと白の手て袋ぶくろ。愛あい嬌きようのある丸メガネの向こうには涼すずやかな微び笑しよう……はなく、ポカンと開いた口からは魂たましいでも抜けていきそうな顔である。


　すっかり生ける屍しかばね……にしては幸せそうだが、これでもこの屋敷の執しつ事じマルク＝マルドゥークである。


　マルクが見つめるのは目の前の光景ではなく、数十分前の出来事だった。


　フワリと揺ゆれる白い髪かみ。淡あわい桃もも色いろの唇くちびる。健気に背せ伸のびをした裁さい縫ほう師しの少女。そして──


　──それでも、私はおんしが────


　ボフンと自分の頭から煙けむりが出たような気がした。


　先ほどから思考力が戻もどってきては同じことを繰くり返かえしている。ドミニクたちも、もはやマルクに声をかけることを諦めている。


　──いけません。私は、エルミナの執事バトラーなのです！


　自分にそう言い聞かせるものの、カナメが去り際に残した一いち撃げきはマルクの精神に多大な打だ撃げきを与あたえていた。


　マルク自身、カナメに対してなにも感じていなかったわけではない。好きだと呼べる気持ちを抱いていた。そんなカナメから告白され、さらには口づけまでされた。これで動じずにはいられなかった。


　一方、エルミナにはマルクが一方的に想いを寄せているに過ぎない。口づけ……を交わしたこともあるのだが、あれは彼女の妹の策略というか事故というか、エルミナにとっても不本意な出来事だったはずだ。


　エルミナは、自分の執事としてマルクを信しん頼らいしてはくれているが、異性としてどう見られているのかは定かではない。


　──いいえ。私がエルミナに気持ちを寄せたのはそんな理由ではなかったはずです！


　エルミナとカナメが乗った天秤が、シーソーのようにグラグラと揺れる。


「あの……、マルクさん？」


　葛かつ藤とうで頭が破は裂れつしそうなマルクに、怖ず怖ずと声をかける少女がいた。


　クルクルとした癖くせ毛げに真っ白なヘッドドレス。健康そうな褐かつ色しよくの肌はだと琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。クーランと呼ばれる大陸先住民の娘むすめで、エルミナの妹──エミリオの侍じ女じよアイシャである。


「な、なんですアイシャ？」


「絵を飾り終わったからエルミナに見てもらいたいんですけど、部屋にいないんです。どこに行ったか知りませんか？」


　言われて目を向ければ、アーロンが支える肖像画は程良い位置に納まっていた。仮止めが済んだのだろう。完全に固定する前に主あるじの意見が訊ききたいのだ。


「あ、ええ……。エルミナなら先ほどカナメと出かけましたよ」


　現在、彼女たちは二人で街まで買いものに行っている。マルクも従者として同行しようとしたのだが、どうやら女性同士の方が良い買いものらしく、怒おこられてしまった。


　そう説明すると、アイシャは不思議そうに首を傾かしげた。


「ふうん。変ですね。朝はなにもそんなこと言ってませんでしたけど……」


「そうなのですか？　朝からカナメを呼んでいましたからてっきり────」


　言いかけて、またカナメの唇の感かん触しよくを思い出してしまった。再び脳が麻ま痺ひしかけていると、アイシャが怪け訝げんそうな目を向けてきた。


「マルクさん……。まだカナメさんと仲直りしてないんですか？」


「い、いえ、仲直りはしましたが、それとは別に問題が……」


　仲良くなりすぎそうで、自分が紳しん士しでいられる自信がなくなったのだ。


　嬉うれしいのか苦く悩のうしているのかよく分からないため息を漏もらしていると、背後になにかがすり寄ってきた。


「なにをしているのです……？　ジェノバ」


　見事な黒くろ髪かみと漆しつ黒こくのワンピース。前まえ掛かけやヘッドドレス──支給時は白だったはずなのだが──口紅ルージユに至るまで黒で統一された少女。顔半分を覆う、舞ぶ踏とう会の仮面の下から覗のぞくのは血の色の瞳。素顔の右半分には涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。


　マルクの後ろにいたのは、医師兼けん庭師助手のジェノバだった。


　ジェノバはマルクの顔を見上げると、何な故ぜか衝しよう撃げきを受けたように目を大きく見開いた。


「馬ば鹿かな……。何故カナメ嬢じようのにおいを追って貴公にたどり着くのだ？」


「知りませんよ。そもそもにおいで人を追いかけるのはおやめなさい」


　ジェノバは同性であるカナメに求愛している。カナメにそちらの気はないので壮そう絶ぜつな拒きよ絶ぜつ反応を示しているのだが、未いまだに諦める節はない。


「ふ……。貴公ほどのものが異なことを言う。惚ほれた相手のにおいを求めるのは人として当然のことさ。さあ、カナメ嬢から預かったものを渡わたすが良い！」


　話の流れが読めず、マルクは首を傾げた。においがどうのという話をしていたのに、何故カナメからなにかを預かったことになるのだ。


「何故そうなるのです？　私はなにも預かってはいませんよ」


「友よ。忘れたのか？　我に噓うそは通じぬさ。貴公からはカナメ嬢のにおいがする。ただの残のこり香がではあるまい。すなわち貴公はカナメ嬢からなにかを預かった。違ちがうか〈黒衣〉！」


「それはあなたの願望でしょうに……」


　深いため息を漏らすと、ジェノバは顔を近づけフンフンとにおいをかぎ始める。


　人間は噓をつくと脳内であるホルモンが分ぶん泌ぴされるという。ジェノバはそのにおいをかぎ取れるのだ。希まれに噓を見み抜ぬく動物がいるのもそういった理由である。……だんだん、この娘は習性が人にん間げん離ばなれしてきているようだ。


「ふむ……？　噓を言っているわけではないのか。しかしならば何故そのようにカナメ嬢の香りが濃のう厚こうに残っているのだ？　まるで抱だき合あっていたかのようではないか」


　ビクッ──マルクは露ろ骨こつに飛び上がった。抱き合ったわけではないが、それに近い……いや、ある意味それ以上のことをしてしまったのだ。


　ジェノバがスッと目を細める。エルミナが不在と知り、額縁の固定を再開していた使用人たちまでもがピタリと手を止める。


「ふむ。訊こうか友よ。我のカナメ嬢となにがあった？」


　別にジェノバのものではないだろう。そう言い返すのも忘れてマルクは動どう揺ようする。


　ジリジリと間合いを詰つめるジェノバ。マルクは同じくジリジリと後退するも階段の踊おどり場ばでは逃にげ場も限られている。


　救いを求めて他の使用人へ目を向けるが、批難とも感興ともつかぬ視線が返ってくるだけである。


「くははは。逃げ場はないぞマルク！」


「くっ──捕とらえなさい〈クフ・リーン〉！」


　マルクの足あし下もとに広がるのは自身の影かげではない。影に身を窶やつした精せい霊れい〈クフ・リーン〉である。その影はマルクの意に従い、他者の影を拘こう束そくあるいは破は壊かいする。


　ジェノバが飛びかかってくる前に影を走らせ──ようとしたのだが、足下の影は愉ゆ快かいそうにゲラゲラ笑うだけで従いはしなかった。


　マルクは、あっさりジェノバに捕つかまった。


「さあ白状するが良い！　貴公の持ち物全てを黒に塗ぬり替かえるというのならば許さぬでもないがな」


「だ、駄だ目めですよジェノバさん」


　マルクが悲鳴を上げていると、アイシャがそっと割って入ってくれた。心優しい少女に感謝の念を送っていると、何故か彼女の瞳が灰色に染まって見えた。


「あたし、マルクさんのこと嫌きらいじゃないですけど、エルミナもカナメさんもっていう態度は良くないと思います。こういうことは、きちんとハッキリしておかないと」


　マルクは──答えないと、殺されます──そう、思った。
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「「「「──告白された？」」」」


　大理石の冷たい床ゆか。正座をさせられたマルクは、とうとう白状させられていた。


　恐おそる恐る顔を上げると、何故か使用人全員から呆あきれたため息が返ってきた。


「カナメさんは一いち途ずだからねえ」


「うぬ。カナメ殿どのは頑がん張ばったのである」


「そうかあ。ひい様も思いきったことしたなあ」


「カナメさん、可か哀わい相そうです。そこまでしないと気づいてもらえなかったなんて……」


　カナメへの同情。使用人たちの反応に、マルクは驚きよう愕がくした。


「まさか……、あなた方はカナメの気持ちをご存じだったのですか……？」





「「「「──気づいてなかったのはマルク（さん）（殿）（君）だけだよ！」」」」





　全員から怒ど鳴なられ、マルクは消えてなくなりそうなほど縮こまった。
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「それで、マルクさん、なんて答えたんですか？」


「い、いえ……その、返事は、エミリオのことが解決してからでいいと……」


　再び全員から呆れたため息が返ってくる。


「カナメ殿は甘いであるな」


「そうだよな。そのまま勢いで頷うなずかせればいいのにさ」


「オウマさん……、それは冗じよう談だんになってないです」


「マルドゥーク君は押せば倒たおれちゃいそうだからねえ」


　しみじみと攻こう撃げき的な感想が襲おそいかかる。


　──こ、これで口づけまでされたと言ったら殺されてしまいます……！


「なるほど。口づけまでされたのであるか」


　アーロンは人の思考を読む。容よう赦しやなく事実を暴ばく露ろされた。叩たたきつけられる視線は矢のようで体に穴が開きそうである。


　ガタガタ震ふるえていると、ドミニクがいつも通りのゆるみきった口調で問いかける。フニャリとゆるんだ顔が今は恐ろしかった。


「それで？　マルドゥーク君はどうするつもりなのかな？」


「それは、その……私は、エルミナが…………ですが」


「つまり、またどうしたらいいか分からなくなったと？」


　自分自身に落らく胆たんしながら頷くと、ドミニクがポンポンと肩かたを叩いてきた。





「とりあえず、カナメさんもエルミナお嬢じよう様さまも泣かせないようにね？」





　穏おん和わな口調であるにも拘かかわらず、のど元に刃は物ものでも突つきつけられたような感覚だった。


　──ふっ……、ですがこの程度で済まされるのならば運が良かったと言えるでしょう。


　普ふ段だんならばもっと酷ひどい目に遭あわされているように思える。


　ガタガタと震えながらも、マルクはこういったとき真っ先に攻撃してきそうな相手がいないことに気づいた。


　セリア──屋や敷しきの料理人であり、マルクを攻撃することに娯ご楽らくを感じている厄やつ介かいな女性である。マルク以外に対しては面めん倒どう見みの良い性格で、額がく縁ぶちの設置も手伝っていそうなものだが、こちらにはいなかった。


　──そういえば、なにか探していたようでしたね。


　額縁を出すため、倉庫を漁あさっているときまではいたのだが、その後はなにか気になる記事でも見つけたのか過去の伝聞紙の束を崩くずしていた。


　──まあ、これ以上災さい厄やくが増えなかったことを喜びましょう。


　ホッと息を吐はいて、マルクは使用人たちの環わを外れたところで一人固まっている少女のことを思い出した。


　カナメのことになると人一倍うるさいはずの娘──ジェノバは、目の前で大切ななにかを壊こわされたかのように呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。


　ひとまず、刺し激げきしてはいけないような気がしてマルクは視線を逸そらす。


「マルクさん？　カナメさんに、早く返事してあげてくださいね？」


　視線を逸らした先では、アイシャが凄すごみのある笑みを浮うかべて待ち構えていた。


「う……、今日のあなたはやけに厳しいですね」


「はい。あたしはエミリオさんの侍女ですから。エミリオさんの代わりにマルクさんのことしっかり見とかないといけないです」


　エミリオ──きちんと、姉様のことを捕まえていてくださいな──そう言って、マルクにエルミナを託たくしてくれた少女。そしてマルクをはじめとする屋敷の契けい約やく者を完全に翻ほん弄ろうしてみせた〈契約書〉の使い手。


　──エルミナの唇くちびるを奪うばっておいて、カナメとも口づけをしたなどと言ったら殺されます。


「アイシャ。ひい様は今どうしてるか分かるかい？」


　オウマの疑問に、アイシャは目を閉じて眉間に皺しわを寄せる。彼女の能力は、その瞳ひとみに映るものを灰に変え、瞳に映らぬ遠方の景色を〝視みる〟。遠視能力でカナメの様子を探っているのだ。


　アイシャは、不思議そうに首を傾かしげた。


「あれ？　マルクさん、カナメさんたちって、どこに行くんですか？」


「はい？　街で買いものだと聞いていますが」


「列車に乗ってますけど……」


「列車……？」


　不意に、嫌いやな予感がした。


　マルクは使用人たちに目も向けずに走り出す。向かった先はエルミナの寝しん室しつである。


　主の部屋に無断で入ることに躊ちゆう躇ちよを感じながらも、扉とびらを押し開ける。窓は閉められており、ベッドも綺き麗れいに整えられて未使用の状態だった。


　──おかしいです。


　普段なら、外出中とはいえ本の二、三冊は転がっているものである。それが一冊残らず片付けられており、ベッドメイクまで済まされている。エルミナはベッドに腰こし掛かけることが多いため、ベッドにはよく皺が寄っているのだ。


　来客前で整えられたかのような部屋。一日のうちに何度も紅茶を運んで足を踏ふみ入れるマルクには、立派な異常だと認識できた。


　恐る恐る足を踏み入れると、すぐにテーブルの上のメモが目に留まった。


　エルミナのために紅茶を並べてきたテーブルには、一枚の紙切れが残されていた。風で飛ばされないよう、蝶ちようの形をしたペーパーウェイトが置かれている。


　メモには、二行だけ記されていた。





〈遠くに行く〉


〈しばらく戻もどらない〉





　マルクは、糸が切れた操り人形のようにへたり込んだ。


　この文面から考えられることはただの一つである。つまり──


「エ、エルミナ、家出しちゃったんですかっ？」


　後ろからついてきていたらしい、アイシャの甲かん高だかい悲鳴が脳天を貫つらぬいた。
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　玄げん関かんホールに下りると、なにやら口論が聞こえた。そう大きな声ではないので内容は聞き取れないが、セリアの声に聞こえた。


「セリアさん？」


　玄関前では、セリアとアーロン、そしてドミニクが顔をつきあわせていた。普段は料理人のお仕着せを身につけているセリアだが、現在は上下ともに男もののスーツ姿だ。


　マルクが声をかけると、セリアは藍らん玉ぎよくの瞳で睨にらみつけてくる。それからドミニクに何事かを囁ささやくと、そのまま出て行ってしまった。


「セリア、待つのである！」


　アーロンが制止の声をかけるが、もうセリアの姿は豆まめ粒つぶのように小さかった。能力で跳ちよう躍やくしたのだろう。結局、アーロンは肩を落としたまま戻って来た。


　──こちらもなにかあったのでしょうか……？


　首を傾げながらも、今はそれどころではなかった。マルクは手に持っていたメモを差し出した。


「ふうん……。なるほど、ね」


　エルミナが残したメモを手に取り、ドミニクは思案顔で呟つぶやいた。それでもふにゃけた顔が引ひき締しまっているわけではない。ここまで来ると見事である。


「マルドゥーク君、エルミナお嬢様たちが出かけたのはいつごろだい？」


　今度こそ屍しかばねのようになっていたマルクは、なかなか反応できなかった。


「……紅茶を、運んだすぐ後でしたから、十時過ぎでしょうか」


「うん。それで君がカナメさんとチューしちゃったのはいつごろかな？」


　屍でも、マルクは派手に倒れ込んだ。


「そ、それがどう関係あるというのですか！」


　ドミニクはフニャリとゆるみきった微び笑しようで首を傾げる。


「関係もなにも、関係ないって考える方がどうかしてると思うんだけどな」


　それから珍めずらしく普段開いているのかどうかよく分からない双そう眸ぼうを大きく見開く。隣となりにいたアーロンへ、自分の正気を疑うような声で問いかける。


「……もしかして、まだ気づいてないのかい？」


　フクロウの仮面が沈ちん痛つうそうに頷いた。


「マルク殿で、あるからな」


　落胆のため息。


「それで、どうなんだい？」


「えう？　いや、その、カナメとは出がけに突とつ然ぜんのことでしたので、エルミナに見られたかどうかは分かりかねます」


「うーん。それじゃあ、カナメさんとのことがある前からエルミナお嬢様は家出するつもりだったんだね？」


　家出──その単語がざっくりと突き刺ささる。


　執しつ事じとは主が快適に過ごせるよう、取りはからうために存在するのだ。


　にも拘わらず主を家出させてしまった。執事としていかに未熟で無む思し慮りよであったかを突きつけられたようなものだ。


　──あなたが必要としてくれる限り、私はあなたの側にいます──


　いつだったかマルクがエルミナと、そしてエミリオと交わした契約。


　エルミナは助けを必要としていた。支える人間が必要だった。マルクは生まれて初めて誰だれかから必要とされたのだ。だから彼女の隣に傅かしずいた。


　それが、必要とされなくなることなど考えもしなかった。


　あるいは、エミリオが目覚めてエルミナが全ての束そく縛ばくから解き放たれる日が来たならば、確かにそこに契約者の自分は必要ないかもしれない。


　それでも、執事としては必要とされる。


　根こん拠きよもなく、そう信じていた。


　エルミナがマルクを必要としていたわけではない。マルク自身が自分を必要としてくれるエルミナを必要としていたのだ。


　──君が私の隣に傅くのなら──


　あの日、雨の降る岩山でエルミナが言ってくれた言葉が脳裏を過よぎる。


　──エルミナが必要としてくれた私は、ただ縋すがるだけの人間だったのですか？


　マルクは拳こぶしを握にぎり締めると、ようやく立ち上がった。ずり落ちた丸メガネの位置を修正し、乱れた燕えん尾び服ふくの裾すそを正す。


　それを見て、ドミニクは面白そうに眉をはね上げた。


「それで、マルドゥーク君はどうするつもりなのかな？」


「無論、追いかけます。……ですが、私ではなくカナメを連れて行ったということは私がいては都合が悪いことなのかもしれません」


「じゃあ、どうするんだい？」


　マルクは、毅き然ぜんとして答えた。


「執事バトラーは、主の影かげであるものだと思います」


　ドミニクは、満足そうに頷うなずいた。


「悪くない答えだ。行ってくるといい」


　マルクが頷くと、長らく石像と化していたジェノバが反応した。


「お……おおおおぉぉぉぉお……何な故ぜだカナメ嬢！　我というものがありながら、何故我ではなくマルクに唇を許したのだ！　確かに我が友は黒を着こなす男。だがしかし、我の黒がマルクの黒に劣おとるというのか？」


　黒は関係ないだろうと、マルクは思った。ジェノバはバタバタと地下へ駆かけ下りると、十も数えないうちに大きな棺ひつぎを担いで戻ってきた。


「カナメ嬢、貴公の唇は我が奪い返すぞ！」


　そう言って、ジェノバは走り去っていった。


「ジェノバさん、無断欠勤……と」


　ドミニクが無情に手帳へペンを走らせる。


　──あの娘むすめは、エルミナたちがどこに向かっていると思っているのでしょうね……。


　砂すな埃ぼこりを残して駆けて行くジェノバを、ため息で見送りながらマルクはアイシャを見た。


「行き先は見当がつきますが、アイシャ。ついてきていただけますか？」


　目的地が分かっていたとしても、だだっ広い街の中でエルミナとカナメを捜さがし出すのは骨が折れる。アイシャの能力があれば大きな助けになる。


　そう期待して呼びかけると、アイシャは何故か首を横に振ふった。


「ごめんなさいマルクさん。あたしは行くわけにはいかないです」


　申し訳なさそうな声で、マルクもその理由に気づいた。


「……そうでしたね。エミリオのことがありましたか」


　エミリオ＝ヴァレンシュタイン──オルダー教が〈精杯グレイル〉と呼ぶ精せい霊れい〈アルス・マグナ〉の契けい約やく者であり、現在屋や敷しきの地下で眠ねむり続けるエルミナの妹。


　アイシャはエミリオの侍じ女じよとして、そして眠り姫ひめの間の番人としてこの屋敷に仕えている。眠れる彼女の体を拭ふき、ドレスを洗い、部屋を掃そう除じするのが役目なのだ。長時間、屋敷を離はなれるわけにはいかない。


　忘れることではないはずなのに、アイシャの事情を考えずに訊きいてしまった。マルクが自責の念に駆られていると、オウマが励はげますような声を上げる。


「アイシャ。エミリオさんのことなら俺が見とくから、行ってきても大だい丈じよう夫ぶだぞ」


　そのひと言に、アイシャは淡あわく微笑ほほえんだ。あたかも断頭台に上る囚しゆう人じんに安らぎでも与あたえるかのように……。


　その微笑に、オウマだけでなくマルクやドミニクまでもが怯おびえたように身を退ひく。


「……オウマさん？　今の言葉、取り消す時間をあげます」


　アイシャの能力は視界に映る世界を〝灰〟に変える。最強と呼んでも過言ではない能力に加え、クーランという民は柔じゆう軟なんな筋肉と凶きよう悪あくな腕わん力りよくを誇ほこる。そしてアイシャは十三歳とはいえ、幾いく度どとなく契約者と交戦し、実戦経験というものも積んできた。その力は今やカナメと並ぶほどのものである。


　眠り姫の番人は、その寝しん所じよに近づくものに対して慈じ悲ひをかけない。契約者としての処しよ刑けい宣告に、オウマが蒼そう白はくになりガタガタと震ふるえる。


「ごめんなさい。今のは俺の間ま違ちがいです」


　アイシャの殺気が静まったことで、マルクたちはホッと息を吐はく。


「それで、エルミナたちの行き先ってどこなんですか？」


　マルクは丸メガネの位置を修正し、なんとか平静を取り戻す。


「え、ええ……。ペインのことは覚えていますね？」


　オルダー教、延ひいてはラチナス神聖国が抱かかえる契約者の組織〈宣教師〉──その統とう括かつ役である契約者ペインがやってきたのは昨日のことである。


「ペインたちがこの街で行動できたのは、裏切り者であるクリスを始末するためでした。彼らがこの国に踏み入ることを許されたのは、ラチナスの大使がやってきたからです」


　ヴィルヘルム枢すう機き卿きよう──次期教皇とまで言われる男で、〈宣教師〉は彼の護衛としてやってきたのだ。


「ペインたちが来た次の日に〈精エ杯ルのミ姫ナ〉が姿を消したのです。無関係ではないでしょう」


　エルミナは〈精杯グレイルの姫〉として前々からオルダー教から狙ねらわれていたのだ。彼女の性格を考えるならば単身決着をつけに行くことも考えられる。


「つまり、エルミナ殿どのたちは枢機卿の下に出向いた、ということであるか」


「そう考えるのが、自然でしょう。ただ……」


「ただ？」


「いえ……、なんでもありません」


　そう答えながらも、マルクは胸の中にしこりのようなものを感じた。


　──それならば、何故私を連れて行ってくださらなかったのですか……？


　マルク自身、エルミナを守ろうとして何度も危険な目には遭あってきた。今マルクが生きているのは運が良かったからだとも言える。エルミナが巻き込みたくないと考えるのも無理はない。


　しかし、それではカナメを連れて行く理由にならない。


　──信しん頼らいされていると、思っていたのですが……。


　マルクはエルミナを支えると誓ちかったのだ。エルミナもそれを理解してくれているのだと思っていた。


　何者が相手であろうと、マルクはエルミナの傍かたわらに傅き、守って来たのだ……カナメとともに。


　──カナメのことでエルミナが出て行くとは、そういう意味ですか……。


　自覚がなかったわけではない。マルクはカナメに頼たより過ぎている。


　始まりはマルクが頼たのんだことだった。エルミナとて年とし頃ごろの娘むすめなのだ。同年代の娘の方が都合が良いこともあるだろう。だからカナメにエルミナの護衛を頼んだ。それ以来、契約者ともめるたびにマルクの隣には必ずカナメがいてくれた。そのマルクとカナメが必要以上に馴なれ合っていては、エルミナとて良い気分がするとは思えない。


　微び妙みように外れた感想を抱いだきながら、マルクは拳を握り締める。


「ドミニクさん。休きゆう暇か中に申し訳ございません。しばらく屋敷を留守にいたします」


　今ならまだ間に合うかもしれない。エルミナが出かけてから──カナメとあんなことがあってから、まだ一時間ほどである。この街から出る列車はグランテレサという街までしか通じていない。そこからフロアティナ各方面へ走る特急に乗のり換かえるのだ。


　マルクが丁てい寧ねいに腰こしを折ると、ドミニクは手帳にサラサラとなにかを走り書きした。


「マルドゥーク君、イーストウッド社って知ってる？」


　突然脈絡のないことを言われ、マルクは素すっ頓とん狂きような声を漏もらした。


「はい？　ええっと……『週刊契約者』の出版社……でしたか？」


「あー……その様子じゃあ、知らないみたいだね。まあいいや。なにか困ったことがあったらここに連れん絡らくしてみて。僕の名前を出したら、ある程度は便べん宜ぎを図ってもらえると思うから」


　ドミニクは一体どんな縁コ故ネを持っているのだろう。


「はあ……。ありがとうございます」


　受け取ったメモには電話番号と人の名前が書いてあった。マルクが礼を言うと、ドミニクはフニャリとゆるんだ顔で困ったようなため息を漏らした。


「それにしても、いきなり使用人が四人も留守になるとはね」


「四人……？　あ、セリアさん……も、ですか？」


　エルミナに付き従ったカナメ。どこかへ走り去ったジェノバ。これからエルミナを追いかけるマルク。そしてセリアも先ほど飛び出していった。どうにもセリアは別件に思えたのだが……。


　首を傾かしげるマルクに、ドミニクはあまり聞きたくない事実を告げた。





「セリアさん、遠方に出るって言ってたから途と中ちゆうまではいっしょかもね」
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　ロックウォール駅前広場。


　セリアは、一度だけ振り返かえって蜃しん気き楼ろうの屋敷があるはずの方向へ目を向けた。


　その身を包むのは料理人のお仕着せではない。この街でギャングと行動をともにしていたころのスーツ姿である。


　──もう、ここに戻もどることはないかもしれないですね。


　主のエルミナは必要以上に使用人を拘こう束そくしない。甘い──と思わないでもない。彼女は自身の妹を救うために契約者を集めている。ならば配下に加えた契約者を使い、もっと効率的に短期間で契約者を集められたはずだ。


　──そういう娘だから、皆集まるのかもしれませんが……。


　マルクをはじめとして、あの屋敷に集う契約者は変わりものばかりである。契約者が変わりものなのはある意味必然なのだが、それとは逆にあの屋敷の契約者は契約者として変わっているのだ。


　契約者は、自身が人間よりも優れていると考える。己を優ゆう秀しゆうだと考えるがゆえ、契約者は己のことしか考えない。


　そして契約者は例外なく心に闇やみを抱えている。復ふく讐しゆう。欲よく望ぼう。優ゆう越えつ感かん。そういった負の感情が契約者の行動理念なのだ。だというのに、あの屋敷の契約者たちは皆どこか人間くさい。契約者が忘れたはずの人間らしさのようなものを持っている。


　──私は、彼らのようにはなれない。


　マルクやカナメ、アイシャたちは眩まぶしかった。


　しかしセリア＝アルコーネは契約者なのだ。失ったものへの渇かつ望ぼうは満たされない。身を焦こがすような復讐心が鎮しずまることもない。


　──〝あいつ〟はまだ生きていた。


　プラットホームに上ったところで、セリアはピタリと足を止めた。


「アルバ君……？」


　そこにいたのは、隻せき腕わんのクーランだった。他に人ひと影かげはない。


「……座らんのか？」


　側に寄ったものの、どう声をかけたら良いのか分からず立ち尽つくしていると、アルバは面めん倒どう臭くさそうに呟つぶやいた。


「……何事？」


　胸中の動どう揺ようを押し殺して、セリアは問いかける。アルバはフンと鼻を鳴らす。


「昨日の今日だ。後始末の続きに決まっているだろう」


　アルバはポケットから煙草たばこを取り出す。ときおり葉巻を吸うこともあるが、基本的に彼は紙巻煙草を愛用している。それを見て、セリアはついポケットから火種を取り出してしまう。アルバの下にいたのはふた月程度の間だったが、条件反射になっていた。


　火をつけてしまってからセリアはハッとするが、アルバはすでに煙草に火を移していた。


　小さく嘆たん息そくすると、アルバはもう一本煙草を取り出し、セリアへ差し出す。彼が人に自分の煙草を勧すすめることは珍めずらしい。


　意外に感じながらもそれを受け取る。手の中の火種で火をつけようとして……先ほどのお返しを思いついた。煙草をくわえたまま、セリアはアルバへ顔を近づける。


　アルバは僅わずかに眉まゆを揺ゆらすが、それ以外にはなんの反応も示さず顔を向ける。


　煙草と煙草がコツンとぶつかる。小さな火が自分の煙草に移るまで、しばらくその体勢を続けた。
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　煙草に火がついたところでセリアもアルバの隣となりへ腰こし掛かける。エルミナは煙草を好まないため、屋敷内は禁きん煙えんである。セリアはそれほど重喫煙者ヘビースモーカーではないが、煙草を好まないわけでもない。実に二ヶ月ぶりの紫し煙えんを心地好く吐き出す。


「それで？　お前はなにをしている」


　関心を持ったというより、訊きくのが礼れい儀ぎだというような口調。セリアも無感動に答える。


「本業復帰」


「……〈精せい霊れいの器〉か？」


「否。復讐」


　アルバはチラリと視線を動かした。


「意外に、つまらんものだ」


　カッとなって言いい募つのりそうになる。しかしそれで声を荒あららげては自分の負けである。セリアは平静な声で端たん的てきに答える。


「関係ない」


　拒きよ絶ぜつとも取れる返答に、アルバはガシガシと頭をかきむしる。彼のこういった仕草は大体なにかを失敗したときである。


「十六のころだった」


「……？」


「俺の集落を焼いた男を捜さがし出した。返り討ちに遭って、ギャングに拾われ銃じゆうの扱あつかい方を覚えた。二度目の失敗は、なかった」


　アルバが自分のことを話すのは珍しい。セリアは意外に思いながら続きに耳を傾かたむける。


「意外に、つまらんものだった」


　同じ言葉を繰くり返されたことで、セリアはキョトンと瞬またたきをした。


　セリアは自分の復讐がつまらないものだと言われたのだと思い、腹を立てた。それでアルバは説明不足だった言葉を補ったのだ。


　──こういうところは、可か愛わいいと思います。


　十六と言えば、今のエルミナの歳である。十二月になれば十七歳らしい。アルバが彼女を放っておけないのはそういった理由もあるのだろう。


「私が十六のころは、いつも後ろをついてくる弟のような子がいました」


　初めは鬱うつ陶とうしいと思っていたが、それでも健気に後をついてくるあの少年が、いつの間にか──可愛らしい──そう、思うようになっていた。


「一度だけ、手を繫つないであげたことがありました」


　女の自分よりも小さな手。なのに、何故か握にぎっていると心強かった。


「そして、それが最後になりました」


　少年は死んだ。セリアが握っていた手だけが残された。


「私は、契けい約やく者になりました」


　それがセリアの抱かかえる闇である。誰だれにも取り除くことはできない。セリア自身が忘れることもできない。だから、止まれない。


　アルバは、ため息のように紫煙を吐はき出す。


「お前が作ったミートパイ、美う味まかった」


　アルバにもセリアは止められない。代わりに、立ち上がろうとしたセリアの手に、ポンとなにかを投げ込んできた。


　投げられたものの正体を確かめ、セリアは眉を顰ひそめた。


「銀貨……？」


　フロアティナのものではない。今どき銀貨など使っている国はラチナス神聖国くらいのものだ。セリアが首を傾げていると、アルバはフンと鼻を鳴らした。


「代金は支し払はらった。また作りに来い」


「……何な故ぜ銀貨？」


「ガキのころにもらったんだ。幸運のお守りだと」


　セリアはクスリと笑い声を漏らす。


「代金不足」


　セリアがアルバに料理を振ふる舞まったのは、エルミナの屋や敷しきでのことである。材料とて一流のものを使用している。当然、金額もそれに比例して高くなっている。


「前金には十分だろう」


　アルバはセリアを止められない。だが、帰ってこいとは言ってくれる。


「極力善処」


　そう言って立ち上がったところで、プラットホームの片かた隅すみ──改札へ通じる階段の陰かげに、一つの人影があることに気づいてしまった。彼なりに気を遣つかってはいるらしく、背中を向けてはいるがあの燕えん尾び服ふくの長い裾すそは見み間ま違ちがえようがない。


　アルバも気づいたらしく、見事な渋じゆう面めんを作って舌打ちをした。


「つくづく、間の悪い男だ」


　セリアも、大きなため息を漏らした。


「同感」
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「お前か……あのな、挨あい拶さつって言葉を聞いたことはあるか？　久しぶりに会話する相手にはいきなり用件を押しつける前に相手の近きん況きようとか都合とか……って聞けよ！　ああ？　知るか。自分で行け。……当たり前だ。大体お前今どこにいるんだ……ロックウォール？　あんなクソ田舎いなかにまで行っていられるか。他を当たれ。じゃあな……いやもういいから。な？　お前ももう子供じゃねえんだから。……ガタガタうるせえ。切るぞ」


　朝っぱらから頭の痛い電話に嘆息しながら男──リチャード＝ランナーは受話器を置いた。


　伝聞社イーストウッド──その本社ビルの一室。他の記者たちが好こう奇きの目を向けて来る。リチャードがそれを手て振ぶりで追おい払はらっていると、再び電話のベルが鳴った。


「ランナーさん。また今の人ですが……」


「いねえって言っといてくれ」


「『我は貴公のにおいを忘れておらぬ。地の果てまでも追いかけようぞ』と言っていますが」


「……こっちに回してくれ」


　苦笑する受うけ付つけ嬢じようからもう一度受話器を受け取る。


「ああもう、うるせえな。こっちだって忙いそがしいんだよ。そもそも俺は〝情報屋〟じゃなくて〝運び屋〟だ。そういう電話は…………おい、今なんつった？　〈東方不敗〉だあ？　冗じよう談だんじゃねえ。あんな化けもんと関わるのはもうごめんだ。…………いや、お前さんの情熱なんかどうでもいいんだって。いやもう、ほんと勘かん弁べんしてくれ」


　受話器から聞こえてくる怨えん嗟さの声に頭痛を覚えていると、記者の一人が近づいてきた。リチャードは受話器を片手で塞ふさぎつつ、相手に目を向けた。


「電話中にごめんなさい。ねえ、ランナー君。その電話の子、ワイアット号に乗りたがってるのかな？」


「いや、そういうわけじゃなさそうだが？」


「〈東方不敗〉はワイアット号に乗り込むつもりみたいなのよ。でね？　面白いことにその列車、〈狭はざ間ま猫ねこ〉って契約者も乗るみたいなの」


「〈狭間猫〉……つったら、あの殺さつ人じん鬼きか？」


　標的を仕留めるのに、周囲への被ひ害がいをいとわない……どころか、好んで周囲を巻き込む殺しをすることで有名な契約者だった。たった一人の標的を始末するのに、乗合馬車や建物、いや酷ひどいときには繁はん華か街がいのど真ん中で〝殺し〟を行ったこともある。


　リチャードの知る限り、〈狭間猫〉ほど悪評を買った契約者は〈宣教師〉くらいのものだ。


　不快な名前に嫌けん悪お感かんを顕あらわにしていると、女性記者は挑いどむように顔を近づけてきた。


「そうよ。もし関わるつもりなら、仕事を一つ頼たのまれてくれないかしら」


「あのなあ。こいつにも言ってることだが、俺は情報屋じゃあない。運び屋だ。取材は俺の仕事じゃねえぞ」


　記者は妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。


「だから、頼んでるの。新しん鮮せんな情報を〝運んで〟もらいたいのよ。報ほう酬しゆうは奮発するつもりよ。それにね────」


　続けて語られた言葉に、リチャードは大きく目を見開いた。


「おい、その列車、ワイアット号と言ったか。ニュージョンストンまでたどり着くのか？」


「たどり着かないかもしれないから、あなたに行ってほしいのよ〈神風〉。ああ、あともう一つあったわね。〈魔ま弾だんの射い手て〉もこの情報を〝買って〟行ったわ」


「はん……？　その通り名は久しぶりに聞いたな」


　この数ヶ月、まったく動きを見せなかった契約者である。死んだという噂うわさまで流れた。それが首を突つっ込こんできたとなると、また面めん倒どうなことになりそうである。


　リチャードは面めん倒どう臭くさそうにため息を漏もらすと、帽ぼう子しのつばを指で弾はじいた。


「……もしもし。今からそっちに行く。……ああ、そうだ。送ってやる」


　受話器を置くと、リチャードは椅い子すから立ち上がった。女性記者に片手を上げる。


「じゃあ、行ってくるわ。駆かけ抜ぬけろ──〈マー・ハー〉」


　次の瞬しゆん間かんには、リチャードの姿はビルの中から消えてなくなっていた。
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「自分で料理をするのも、久しぶりな気がするなあ」


　昼食を用意し終えたドミニクは、どこまでもゆるみきった空気を垂れ流しながらフニャリと笑った。


　料理人のセリアも屋敷を空けてしまった。ドミニクは休きゆう暇かを申しん請せいしたまま取り下げていないのだが、屋敷に居座っている以上、なにもしないのも落ち着かない。それにいきなり人数が半分に減ったのだ。使用人たちの仕事は倍に増えている。


　となると、やはりドミニクが料理を作らないと仕方がなかった。


　スープを器に注ごうとして、ドミニクは思い出したような声を上げる。


「あ、オウマ君、いるかい？」


「──え？　いるかって、あの、俺ずっとここにいたじゃないか。お皿とかだって並べてるし」


　振り返かえって──見えにくいものを見るように目を細めると、なるほど確かにテーブルの片隅で人数分の皿を並べながら、どこか傷ついた表情をしているオウマの姿があった。


　スープ用の皿がいつの間にか用意されていたので、もしかしたらいるのではないかと思って声をかけてみたのだが、本当にいるとそれはそれでドミニクも驚おどろいた。


　──僕が気づけないって、結構凄すごい特技だと思うんだけどなあ。


　フニャリとゆるんだ笑みを浮うかべて、ドミニクはオウマに言う。


「ご飯ができたから、他の使用人たち……とは言ってもアイシャとアーロンさんしかいないけど、呼んできてもらえるかな？」


「ああ。アーロンさんは庭の方だよな。どこにいるかな……」


「アイシャに捜さがしてもらうといいよ」


「あ、そうか。……うん。アイシャの能力って凄いよな。あれって、エルミナさんも同じことできるんだよな」


「うん。そう……のはず、だよ」


　それは、ドミニクにしては珍めずらしく歯切れの悪い言葉だった。


　──昨日、エルミナはアイシャを連れて街に出ていた。それは何故だろう……？


　ペインたちとの騒そう動どうのあらましはドミニクも聞いている。マルクとカナメが姿を消した──実際には、オウマもいなかったのだが誰もそれを思い出さなかった──ため、エルミナはアイシャとジェノバを従者に街へ出た。


　アイシャには遠視能力という人捜さがしに優れた力がある。彼女を連れて行ったのは自然なことに思えるが、エルミナも〈契けい約やく書しよ〉でその遠視能力を共有している。アイシャでなければならない理由はなかったはずだ。


　エミリオの侍じ女じよとなって以来、アイシャが自分から屋敷を離はなれることは少ない。エルミナとてそれは知っているし、使用人の中でもひときわ気に懸かけているアイシャを危険と分かっている場所に連れて行くようには思えない。


　普ふ段だんのエルミナならば、アイシャがいっしょに行くと言い出しても止めたのではないだろうか？


　考え込むドミニクにオウマは気づかなかったらしく、そのまま厨ちゆう房ぼうを出て行く。アイシャを呼びに行ったのだろう。


　ドミニクは小さなため息を漏らすと、懐ふところから一通の便びん箋せんを取り出す。かつてのドミニクの主──ヴィオラ＝ヴァレンシュタインからの手紙である。内容は、恋こい文ぶみでもあり、その逆でもある。


　自分勝手な人だ──そう思う反面、確かに自分のことを誰よりも理解してくれていたのだとも思う。


　ドミニクは、エルミナとエミリオがいたから止まらずにいられた。ヴィオラが残してくれた娘むすめたちを守らなければならない。そういう〝生き甲が斐い〟があったから、立ち止まらずにいられた。


　眠り姫を背負うことは並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごでは務まらない。ヴィオラとて、母の──眠り姫の存在に縋すがることしかできなかった。そのヴィオラの全てを背負ったリカルドも、最後までは耐たえることができなかった。ドミニクとて、ヴィオラの忘れ形見がなければそうなっていただろう。


　感傷に浸ひたっていると、厨房の扉とびらがギイッと開いた。顔を上げると、アイシャがそこに立っていた。


「あ……ご、ごめんなさいです」


　ドミニクは、フニャリとゆるんだ笑みを浮かべる。


「なにを謝ってるんだい？」


　アイシャは、左右の人差し指を絡からめながら、上うわ目め遣づかいにドミニクを見る。


「だって……、ドミニクさん、その手紙を見てるとき、いつも悲しそうな顔してます」


　そう言われて、ドミニクは困ったように頭をかいた。


　──そんなに何回も見てたかな……。


　ドミニクが唸うなっていると、アイシャが怖ず怖ずと訊きいてくる。


「あの、それって、エルミナのお母さんの手紙、なんですよね」


「まあ、そういうことになるかな。……言っとくけど、見せてあげないからね」


「見ませんよ。というか、見れるわけないじゃないですか」


　アイシャからそこまで言われるあたり、どうやら自分はよほど情けない顔をしていたらしい。ドミニクは苦笑した。


「奥様はね。エミリオお嬢じよう様さまに似てるんだと思ってた」


「ああ。あの肖しよう像ぞう画が、エミリオさんと雰ふん囲い気き似てますもんね」


「うん。でも、この手紙を読んだら違ちがうような気がしてきた」


「……？」


「奥様に似てるのは、エルミナお嬢様の方だったのかもしれない」


「エルミナも、明るくなるってことですか？」


「そう……なら、良いんだけどね」


　首を傾かしげるアイシャを余よ所そに、ドミニクは厨房の窓を見上げた。


　──もしかしたら、エルミナお嬢様は思ったよりも困ったことになっているのかもしれないね……。


　主を追っていった執しつ事じに、声せい援えんとも警告ともつかぬ念を送りながら。
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　大陸横断特急──ワイアット号。


　フロアティナ西部最大の街──グランテレサから東部交易都市ニュージョンストンを繫つなぐ豪ごう華か客車。平均時速90オーシクという速度で、距きよ離り２５００オーシクを実に二十八時間かけて往復する、世界でも最大級の特急である。


　駅の待合室にて、エルミナはその概がい要ようが記されたチラシを眺ながめていた。内容はすでに暗記してしまっているが、手元にあるのでなんとなく視線を落としているのだった。


　不意に、また目め眩まいがしてエルミナは額を押さえた。


　──前よりも、間かん隔かくが短い……。


　屋や敷しきを出てほどなく、エルミナは断続的に発生する目眩に頭を悩なやませていた。ひと月前にも同じような現象に見み舞まわれた覚えがある。


　前のときは一日のうちに一度か二度程度のものだった。揺ゆり籠かごに囚とらわれる直前でも、そう何度も起こりはしなかったのだ。


「──大だい丈じよう夫ぶですか？」


　目眩が治まるまで目を瞑つぶっていると、気き遣づかうような声がかけられた。


　顔を上げると、目の前に一人の少女が立っていた。アイシャほどではないが、クルクルと癖くせのある髪かみ。どこか幼さを残しつつも美しい顔立ち。ゆったりとしたドレスに身を包んでいるのだが、袖そでや服のあちこちに紙片が貼はり付つけられていた。


　──メモ……だろうか？


　少女の体についているものに気を取られていると、少女は囁ささやくような声で続ける。


「気分が悪いなら、車しや掌しよう室にベッドがあるはずです。駅員を呼びましょうか？」


　エルミナは首を横に振ふった。


「……少し、休めば大丈夫なのだ。気遣いに感謝する」


　少女は困ったように眉まゆを寄せた。


「でも、顔色が真っ青です。その体調で列車に乗るおつもりなら、考え直した方が良いですよ」
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　返事をする余よ裕ゆうもなくなってきたので、エルミナはもう一度首を横に振る。


　少女は、話をすることを諦あきらめたのかどこかへ立ち去っていった。


　──悪いことをしたかもしれないね……。


　エルミナとて自分の無表情は自覚している。黙だまっていれば機き嫌げんが悪いかのように見えることも。少女は善意で声をかけてくれたのだろうが、恐おそらく邪じや険けんに扱あつかったとしか思われなかったことだろう。


　嘆たん息そくしていると、目の前に紙製のカップが差し出された。


「鬱金玉デイーナの果実水ジユースです。飲むと少し気分が楽になると思います」


　先ほどの少女だった。どうやらわざわざ果実水ジユースを買いに行ってくれたらしい。


　エルミナは驚いたように瞬またたきをし、それから怖ず怖ずとカップを受け取った。手と手が僅わずかに触ふれ合い──カシャン、と小さな音が聞こえた。エルミナは幽かすかな疑問を抱いだいたが素直に礼を述べる。


「……ありがとう」


「当然のことをしたまでです────」


「──おい。行くぞ」


　少女はなにか言いかけていたが、遠くから届いた男の声に遮さえぎられた。どうやら連れがいたらしい。


「それじゃあ、自分はこれで」


　少女はペコリと頭を下げると、人ひと混ごみの中に消えていった。


　それと入いれ替かわって、白はく髪はつの少女が歩いて来る。カナメだった。切きつ符ぷを買いに行ってもらっていたのだ。手荷物も預けていたのでその間エルミナはここで待っていた。


　エルミナを見るなり、カナメは険しく眉を顰ひそめる。


「待たせたの。……大丈夫か？」


「……今も言われたところだが、問題ない」


　目眩はもう治まってきていた。先ほどの少女がくれた果実水ジユースも効果があったのだろう。


　カナメは眉を寄せたまま頷うなずくと、エルミナのカップに目を落とした。


「なんじゃそれは？」


「……先ほど、譲ゆずってもらったのだが……迂う闊かつだったね。名前を聞きそびれてしまった」


　そう答えると、何故かカナメは呆あきれたようにため息を漏もらした。


「おんしの……。知らぬ人間からものをもらうでない。毒が入っておったならどうするつもりじゃ。ペインたちが来たのは昨日のことであろ」


　ドミニクから叱しかられたような気分で、エルミナは小さく肩かたを竦すくめた。


「……それより、ずいぶん時間がかかったようだね」


　そう訊くと、カナメは憤ふん慨がいしたように目を細めた。


「まったくじゃ。なにを考えたのか、カタナを客車に持ち込んではならぬなどと言われたのじゃ。拳けん銃じゆうは良いのに刃は物ものはいかんとは一体どういうことじゃ？」


　そう言うカナメの背中には、カタナが背負われたままである。結局、そのまま押し通したらしい。


「……今まで、警告を受けたことはなかったのかね」


「ないの。ロックウォールの駅でも問題なかったであろ？」


　僅かに考え込んだ後、エルミナは冷静に答えた。


「……一いつ般ぱん車両と異なり、長ちよう距きよ離り特急は列車強ごう盗とうに遭あう危険が高い。そのせいではないだろうか」


「ふむ……。なるほどの。確かに私もこのような豪華客車に乗るのは初めてじゃ。そういった理由なら頷けるの。どの道、列車の中では思うように振るえぬのじゃが」


　実際のところ、エルミナの下へ来る前のカナメは、自身が呪符と呼ぶ怪あやしい布きれで体中を覆おおっていた。そんな彼女に注意を投げかけられるほど勇ゆう敢かんな駅員が存在しなかっただけなのだが、残念なことに二人ともその可能性には目を向けなかった。


「……よく許可されたものだね」


　感心してそう言うと、カナメは呆れたようにフンと鼻を鳴らした。


「あの手合いは袖の下したというものを渡わたせばおとなしくなるのじゃ」


　賄わい賂ろというものである。エルミナは僅かに目を大きくした。


「……意外だね。君はそういったことは嫌きらうのかと思っていた」


「処世術というものじゃ、とマルクが言うておった」


　どうやらマルクからの入れ知ぢ恵えだったらしい。しかしマルクの名前にエルミナは僅かに表情を陰かげらせてしまう。


　そんなエルミナに、カナメは気まずそうに声をかける。


「ベッドが一番上等じゃという部屋を取った。列車はもう到とう着ちやくしておる。乗り込んで横になるがよかろ」


「……助かる」


　立ち上がってから、一度だけ先ほどの少女が姿を消した方角に目を向ける。


　──あれは……義手、だったね。


　僅かに触れた少女の手。あのとき聞こえたのは金属と金属の触れ合う音。人間の温ぬくもりはなく、鋼鉄の冷たさがあるだけだった。


　温かい声をかけてくれた少女には不似合いな、鋼鉄の腕うで。そこから連想したのは、何故か〝鎖くさり〟だった。


「どうかしたか？」


　カナメに声をかけられ、エルミナは首を横に振った。


「……いや、いい。行こう」





　大陸横断特急はその走行距離ゆえ三等車両以外は寝しん台だい車しやとなっている。三等は一般、二等は相部屋だが、一等、特等になると個室である。


　カナメが取った部屋は、特等のものだった。ヴァレンシュタイン家のそれに迫せまるほど大きなベッドが二つ。上質なソファが四つ。中央には円形のテーブルまである。ちょっとした旅館だと言っても通用するだろう。


　それだけの広さゆえ、この部屋は一車両に三部屋しか存在しない。通路も一般車両なら中央に敷しかれているが、この車両は窓際に設置されており、床ゆかには赤い絨じゆう毯たんまで敷かれている。列車の中に建物があるような感覚だった。


「……列車でも、こういった部屋が作れるのだね」


「なんじゃ。おんしも乗るのは初めてか？」


「……設計図ならば見たことがあるが、実際に乗るのは初めてだ」


「意外だの。おんし、ラチナスから渡って来たのであろ？　来るときはどうしたのじゃ」


「……あちこち、旅をしながらあの街にたどり着いたのだ。一般車両がほとんどだった。個室を使ったことはあるが、こういった規模のものは列車では初めてだ」


　船ならば使ったことがある。もっとも、当時のエルミナは心神喪そう失しつ状態にあり、あまりよく覚えていないのだが。


「おんしの体力でよく保もったものじゃの。……荷物は運び込まれておるはずじゃ。ひとまず横になるがよかろ」


　どうやらカナメに心配されてしまうほど、今の自分は酷ひどい顔色らしい。確かに断続的に発生する目眩のおかげで、気分は最悪に近かった。


　それでも、エルミナは首を横に振った。


「……この列車は、展望車があるのだったね」


「うむ。この車両のすぐ後ろじゃ。見たいのか？」


　小さく頷くと、カナメは仕方なさそうにため息をついた。


「仕方がないの」


　あっさりそう言ってもらえるとは思わず、今度はエルミナの方が瞬きをした。


「……いいのかね」


「こんなときに行きたいというのじゃ。ただのわがままではあるまい」


　エルミナは幽かに表情を緩ゆるめた。


「……君が侍じ女じよになってくれて良かったと思う」


　そう言うと、カナメは何故か目を大きくした。頰ほおも幽かに赤く染まって見える。それからフンと鼻を鳴らして視線を逸そらす。


「それがおんしと私の契けい約やくであろ」


　そのまま扉とびらに手をかけると、小さな声で付け足した。


「私も、おんしが主なのは、そう悪い気持ちではないと思っておる」





　展望車は特等車のすぐ後ろだった。今のエルミナには長距離の移動が難しい。助かったというのが正直なところである。


　出発時間はもう少し先である。車両と車両を繫つなぐ足場からはプラットホームを行き来する人々がよく見えた。先ほどの少女はいまいかと目を向けるが、この人混みではまず見つからないだろう。


「……？　あれは」


「どうかしたか？」


　人混みの中に、見知った顔を見かけたような気がした。思わず足を止めてしまうと、カナメが気き遣づかう声をかけてきた。


「……なんでもない。見み間ま違ちがいのようだ」


　人混みの中に、同じ顔はもう見つけることができなかった。


　──今のは、クリス……だろうか？


　マルクには兄がいる。彼は女性を愛するあまり、女性の気持ちになりきろうと女装まで始めてしまった男である。常人からは理解できない感性の持ち主だが、エルミナは何度か彼の世話になったことがあった。


　エルミナは、迷いを振ふり払はらうように再び足を進める。


　展望車両は客車よりもずいぶん屋根が高かった。どうやら屋上にも出られるようだ。足場も三段ほどの階段になっている。手すりもあったがカナメが先に進んで手を貸してくれた。こういった気配りはマルクにも劣おとらない。


　中に入ると、こちらは大きく開けた部屋だった。中央には装そう飾しよく用の細い柱が何本も建っており、窓際には木製の椅い子すとそこに上るための段が三つほど続いている。


　エルミナはそのうちの一つに腰こしをかける。カナメは座らずその隣となりに佇たたずむ。


「上にも出られるようじゃが、ここで良いのか？」


　エルミナは小さく頷いた。


「……少し、外が見てみたかったのだ」


　列車が出発するまでもう少し時間がかかる。それでも、プラットホームを上から眺ながめるだけでも面白みはあった。展望車は最さい後こう尾びに位置しており、その近辺も特等車や一等車になっているため人通りは少ない。


　──私の世界は、小さなものだったのだね。


　エルミナが知る景色はヴァレンシュタインの屋や敷しきと、ロックウォールの街並みだけである。実際は、ドミニクに連れられていろんな街を訪れているのだが、こうして落ち着いて周囲を見み渡わたすような心境ではなかったのだ。


　沈ちん黙もく。


　元々エルミナは口数が多い方ではない。カナメやマルクもそれは理解しているため、こうして二人きりでもあえてなにかを話しかけようとはしない。


　ただ、同じ場所にいて同じ方向を見てくれる。それだけでエルミナは嬉うれしかった。


　しばらくの間そうしていると、とうとつにカナメが噴ふき出した。


「……どうかしたのかね」


　カナメは面白がるような声を漏らした。


「いや、おんしが黙だまって本以外のものに目を向けているのは、初めて見る」


　確かにそうかもしれない。エルミナは思わずスカートの裾すそを握にぎり締しめた。


　それから、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを幽かすかに揺ゆらした。


「……本の中に、私の夢未来はないことに気づいた」


　屋敷の中は居い心ごこ地ちが好かった。マルクやアイシャ、カナメたちがいてくれて、エルミナは紅茶を啜すすりながら本を読んでいるだけで良かった。


　しかし本の中には誰だれもいない。


　あの日、〈アルス・マグナ〉の揺り籠かごに囚とらわれたとき、エルミナは元の世界に戻もどらなければ──マルクたちがいる世界に戻りたい──そう、思った。そして必死でもがいた。


　自分の居場所は揺り籠の中ではない。本の中でもない。


　──姉様も、自分の夢未来を見つけてください──


　そして、エミリオにそう言われた。だから、エルミナは本以外の世界に目を向けようと思った。


　カナメは意外そうな顔をして、それから苦笑した。


「おんしの本への執しゆう着ちやくは、私にとっての〝契約者狩がり〟のようなものなのかもしれんの」


「──それは違ちがうと思う」


　思わず即そく答とうすると、カナメは不服そうに口を曲げた。


「む、言うではないか。ならばどういう心境の変化なのじゃ？」


　そう言われると、エルミナにも上う手まく説明できない。本が嫌いになったわけではないのだ。本は今でも多くの知識を与あたえてくれる。今でも本を粗そ末まつにする人間を見ればエルミナは腹が立つだろう。


　エルミナは少し悩なやんでから、まるで表情を浮うかべないまま、それでも困ったような声こわ音ねで答えた。


「……私には、やらなければならないことがある。だが、やりたいこと、というとなにをすれば良いのか分からない」


　自分の夢など、考えたことがなかった。考えれば考えるほど、どうすれば良いのか分からなくなる。


　カナメは、何故か信じられないものを見たかのように大きく目を開き、それから腹を抱かかえて笑い始めた。


「……何事かね」


「いや、おんしもそのような普ふ通つうの悩みを抱えるのじゃな」


「……普通、だろうか？」


「普通じゃ。私とて契約者狩りを生いき甲が斐いにしてきたが、その先になにか未来が見えていたわけではない。おんしが言っているのは、胸を張って『自分にはこれができる』と言えるようなことであろ？　そんなものを初めから持っているものなどおらぬぞ」


「……そういう、ものだろうか」


「そういうものじゃ。おんしは人形ではない。悩めるようになったのは、それだけおんしが人間らしいということであろ」


　──おんしは人形ではない──


　そのひと言は、意外なほど胸に響ひびいた。


　──ああ、そうか。私は、気にしていないわけではなかったのだ。


　父は、エルミナを人形として育てた。エミリオのことがあって、吹ふっ切きったつもりだったが、だからといって忘れられるものではない。


　今さら泣くようなことではないが、それでも言葉にして言ってもらうと心地好かった。


「……ありがとう。そう言ってもらえると、嬉しい」


　そう言ったエルミナは自然と笑うことができた。それを見て、今度は何故かカナメの方が驚おどろいた顔を見せた。


「なんじゃ。おんしもそんな顔で笑えるのじゃな……」


　そう言われて、エルミナは自分の顔に手を当てた。どうやって笑ったのか覚えておきたかったのだが、やはり分からなかった。


　嘆たん息そくを交えながら、エルミナは別の質問を投げかける。


「……君も、やりたいことで悩むことはあるのかね」


　そう訊きくと、カナメは少し躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せてから頷うなずいた。


「まあ、あるにはあったの」


「……それで、答えは見つかったのかね」


「さての？　じゃが、やりたいと思えばなんでもできるということは分かった」


「……なんでも、できる」


　やりたいと思えば、なんでもできる。


　エルミナはエミリオを助けたいと思った。それ以外、なにも考えられなかった。だから、今まで誰も手の届かなかった〈アルス・マグナ〉の揺り籠にまで手が届いた。


　不可能とされていたことでさえ、可能性を見つけることができたのだ。ならば確かにできないことなどなにもない。


　──私は、なにを求めているのだろう……。


　そう思ったとき、脳裏を過ぎるのはいつでも隣にいてくれた少年のことだった。望めば、彼との距きよ離りも縮めることができるのだろうか。


　気がついたら、エルミナは自分の唇くちびるに触ふれていた。


　結局、訊きそびれてしまった。マルクがあのことを──エルミナと、口づけを交わしたことを覚えているのか……。


　ため息を漏もらすと、カナメはそんなエルミナの心境を見み抜ぬいたように瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めた。


「この際じゃ。はっきりさせてもらおうか。おんし、結局マルクのことをどうしたいのじゃ？」


　心を読んだようなその言動に、エルミナはスカートを力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締めてしまった。


「……私は」


　どうしたいのだろうか。距離が遠いとは感じていた。もっと近くに来てほしい──恐おそらく、触れてほしい──そう、思っている。


　ただ、それをどう言葉にすれば良いのか分からない。エルミナが言葉を詰つまらせていると、カナメは呆あきれたようにため息を漏らす。


「おんし、私があやつをどう想っているのか、気づいておらぬわけではあるまい？」


　エルミナは、窺うかがうようにカナメの顔を見上げた。


「……やはり、そうなのかね」


　それは、最初から気づいてはいた。カナメはマルクに想いを寄せている。彼女が屋敷にやってきたのはマルクが誘さそったからなのだ。それが分かるから、エルミナは彼女を雇やとうことを渋しぶった。


　ただ、それでもマルクが屋敷の一員だと認めたからエルミナは許した。そもそも、あの状じよう況きようで断れるほど、エルミナは傲ごう慢まんではない。


　それからしばらくは、些さ細さいなことでも気になったりして落ち着かなかった。それが、カナメとまともに話すようになってからようやく落ち着いた。


　カナメはマルクに想いを寄せているが、エルミナの知らない世界を教えてくれる。器用に着物を繕つくろえるくせに言動は異様に不器用な、そんなカナメが好きになってしまった。


　エルミナとはまるで違う考え方をするから、エルミナが気づかなかったことを教えてくれる。だから、精せい霊れいの──〈アルス・マグナ〉の本質にあれほど早くたどり着けたのだ。


　頼たよりになる──素直に、そう思う。


　なにより、このさばさばとした性格は側にいて実に心地好い。今までエルミナにそういった口を利いた人間はいなかったのだ。


　エルミナはマルクに感謝しているのと同じくらいカナメに感謝している。だから、今回も彼女を連れてきた。


　ただ、やはりそれとマルクのことは別らしい。


　カナメは、挑いどむようにそのひと言を口にした。





「──私は、マルクに自分の気持ちを伝えた」





　エルミナは、座席から転がり落ちそうになった。それからようやく自分の耳を疑った。


「……今、なんと？」


　自分の声が震ふるえていたことで、自分の手も震えていることに今さら気づく。


「マルクに、好きだと言った」


　信じたくなかった。マルクはエルミナの執しつ事じだが、カナメのこともそう憎にくからず思っている。それくらい、エルミナでも分かる。


「……マルクは、なんと？」


　そう訊くと、カナメの表情が僅わずかに陰かげった。


「返事は、まだ聞いておらぬ」


　ホッと力が抜ぬけた。まだ決まったわけではないという事実に、安あん堵どを覚えてしまった。そんなエルミナに、カナメは勝かち誇ほこった笑みを浮かべる。


「じゃが、脈はあった。悪い返事はよこすまい」


　頭の中がカッと熱くなった。





「──マルクは、私のだ」





　自分でも、こんな大きな声が出せたのかと驚くような声だった。


　カナメは僅かに目を大きくしたが、すぐにからかうような笑みを浮かべる。


「ようやく、本音を言ったの」


「……あ」


　エルミナは、ようやく自分が乗せられてしまったのだと気づいた。


　カナメは、トンと人差し指で額を小こ突づいてくる。


「たわけ。ならばさっさとそれをあやつに言ってやれ。でなければ、あの唐とう変へん木ぼくは永遠に気づかぬぞ」


　確かに、エルミナはマルクに対してどうしたいのか、どう想っているのか自分でもよく分からなかった。だからカナメはエルミナに本音を言わせるために──気づかせるために挑ちよう発はつしたのだ。


　いかんともし難い羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれながら、エルミナは窺うように呟つぶやく。


「……君は、それでいいのかね」


「なにがじゃ？」


「……私には、〈契けい約やく書しよ〉の権限もある。それでも、そう言っていいのかね」


「おんしがその程度の女ならば、私はおんしを主とは認めておらぬ」


　即答だった。


〈契約書〉では人の気持ちまでは変えられない。体の自由を奪うばうことしかできない。そしてそれが人の心を突つき放はなすものだということも理解している。


　マルクは、そんなエルミナを人間として、普通の娘むすめとして扱あつかってくれた。だから、エルミナは彼に恋こいをしたのだ。


「……どうやら、やらなければならないことが一つ増えてしまったようだね」


　そう言うと、カナメはもう一度額を指で突いてきた。


「たわけ。それは、義務ではない。〝望み〟というのじゃ」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを大きく瞬またたかせた。どうやら、これこそが〝やりたいこと〟というものらしい。


「……なるほど。そうかもしれない」


　そして、カナメにからかうような視線を送った。


「……だが、君は相当不器用だと思う」


　カナメとてマルクに想いを寄せているのだ。つまりエルミナとカナメは恋こい敵がたきである。にも拘かかわらず、カナメはエルミナに自分の気持ちを気づかせてくれ、あまつさえその気持ちをマルクに伝えろという。


　敵に稲いな穂ほを送るなどという次元の話ではない。これを不器用と呼ばずなんと呼ぶのか。


　そう言うとカナメは愕がく然ぜんと大きく目を開き、それから口をキュッと結んで瑠璃猫ドミニトンの双眸を細める。


「おんしにだけは言われとうない」


　お互たがいに睨にらみ合あい、そして同時に噴ふき出した。


　こんなカナメを憎むことなどできない。恋敵であっても、使用人であっても、カナメはエルミナにとって初めての友達なのだ。


　それから、エルミナは居住まいを正して真しん摯しな眼差しを向けた。もう一つ、確かめておかなければならないことがあるのだ。


「……カナメ。君に一つ訊いておきたいことがある」


「聞こう」





「……気持ちを打ち明けて、そのあとはどうすれば良いのだろうか？」





　カナメは、ポカンと口を開いた。それから、酷ひどく困ったような声で呟く。


「それは、その……付き合う、というものではないのか？」


「……付き合うとは、具体的にどういったものなのだろうか」


「そ……そんなことは、おんしの方が分かるのではないか？　普ふ段だんからあれだけの本を読んでおるのじゃ。一つも書かれていなかったわけではあるまい」


　エルミナは沈ちん痛つうな面持ちで首を横に振ふった。


「……物語の多くは、恋こい仲なかのものが結ばれて終わる。だが、結ばれてどうなるのかはあまり綴つづられていない」


「馬ば鹿かな。それではなにが描えがかれておるのじゃ？」


「……結ばれる過程について描びよう写しやされているのだ」


　そう答えると、カナメは自分の耳を疑うように瞬きを繰くり返かえした。それからあり得ないとでも言うように首を横に振る。


「恋仲のものが引ひき裂さかれる話とてあるではないか。それに主人公でなくとも睦むつまじい仲のものとて登場するであろ」


「……どう睦まじいのかが、あまり綴られていないのだ。それに、悲ひ恋れんの物語は睦まじい日常というものが綴られない。恋こい人びと同士が紅茶を飲んだり、街を歩いたり、ともに暮らしたりすることくらいだろうか」


　そう語ると、カナメは信じられないというように首を横に振った。


「それでは、いつも通りではないか」


　異性に免めん疫えきのない二人の少女は、付き合うということは、なにか特別なことをするのだと考えて──特別なことがないわけではないが──憚はばからなかった。そして不幸なことにその間ま違ちがいを指し摘てきしてくれる人間は、どこにもいなかった。


「……だから、君に訊きいているのだ」


　マルクに気持ちを伝えたというカナメならば、付き合うということの正体を知っているのではないか。だから、恥はじを忍しのんで問いかけているのだ。エルミナが万ばん感かんの期待を込めて答えを待っていると、カナメは至極真ま面じ目めな顔で答えた。


「私にも、分からぬ」


「……君でも、分からないのかね」


「すまぬ」


　先ほどまでの自信が噓うそのように、頼りない声だった。それから、窺うような眼差しを向けてくる。


「社交界などではどういったものなのじゃ？　おんし、そういったことには詳くわしいのではないか？」


「……分からない。エミリオなら詳しいと思うのだが、私はほとんどベッドの上で過ごしていたのだ」


「そうか……。そうじゃったな」


「……すまない。お母様も、私が物心ついたときにはもう眠ねむっていた。夫婦というものがどういう生活をするものなのかも分からない」


　何気なくそう言うと、カナメは驚きよう愕がくに身を仰のけ反ぞらせていた。


「お、おんし──すでに、そこまで考えておったのか……！」


　言われて──夫婦というものが──自分が、とんでもない発言をしたのだと気がついた。


「……そ、そういうわけではない。ただ、男女というものがどう過ごすものなのかと」


　いつの間にか、スカートはクシャクシャになっていた。取り乱していたエルミナは、終始スカートを握にぎり締しめ続けていたのだ。一方、カナメの方も手にしていたカタナをいじくり続けていたので柄つかの紐ひもが解けていた。


　気が動転する二人は、ひとまず自分たちの狼狽うろたえようを自覚した。エルミナはスカートの皺しわを伸のばし、カナメは柄の紐を簡単にまき直す。それから、どちらからともなく口を開いた。


「まあ、その辺りは相手に任せれば良いのではないか」


「……そう、だね。仮にもヴァレンシュタイン家の執事バトラーなのだ。その程度のことはこなしてくれるだろう」


　二人の少女は、どこまでも初う心ぶだった。
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　むやみに自分のハードルが上げられたことなど知るよしもないマルクは──胃を押さえていた。


　片方の手は品よく膝ひざの上に載のせられているが、頭はその手によほど関心があるかのように俯うつむいている。普段、座っていても背筋は真っ直ぐ伸ばしているのだが、現在は猫ねこのごとく背中を丸めている。


　──何な故ぜ、このようなことになったのでしょうか……。


　ガタンゴトン──列車は寡か黙もくに線路を走り続ける。


　ロックウォールからグランテレサを繫つなぐ、鈍どん行こう列車。


　マルクの正面に座るのは、屋や敷しきの料理人にして〈魔ま弾だんの射手〉セリアだった。現在、実に不ふ機き嫌げんそうな表情で黙だまり込んでいる。チラリと顔を上げて様子を窺うかがうと、その眼差しはギラギラとマルクを焼き殺すかのように注がれている。


　セリアは美人と呼べる顔立ちである。彼女ほどの美人から情熱的に見つめられて不快に思う男は存在しないだろう。だが友好的かどうかは非常に重要な問題である。運悪く向かい合った席しか空いていなかったため、このような位置関係で座る羽目になった。


　一時間前、マルクはセリアとアルバが良い雰ふん囲い気きのところに出くわしてしまった。気を利かして、会話も聞こえない距きよ離りで隠かくれていたのだが──そういった客は他にも数名存在した──セリアには気づかれてしまった。


　羞恥心なのか純じゆん粋すいに空気を壊こわされたから怒おこっているのかは分からないが、この列車に乗ってからずっとこの調子で睨まれ続けていた。


　さすがに、これを無傷で耐たえ抜ぬけるほどマルクの精神は強きよう靭じんではない。ジェノバが棺かん桶おけに籠こもりたくなる気持ちが、少しだけ理解できてしまった。


　ちなみに、ジェノバの姿は見つけることができなかった。あの娘むすめは対人恐きよう怖ふ症しようである。恐おそらく人の多い街に侵しん入にゆうできず、どこかを彷徨さまよっているのだろう。


　──もう、無理です。あと三十分も耐えられません。


　目的地のグランテレサは終点である。すでに三分の二を過ぎており、あと三十分ほどで到とう着ちやくするのだが、残念ながらマルクの精神はそこまで耐えられそうにない。


　マルクは、意を決してセリアに話しかけた。


「セ……セリアさん」


　セリアが僅わずかに姿勢を変えたのが分かった。その顔を見上げる勇気がないマルクは、窓へ目を向ける。


「──良い、天気ですね」


「……そう？」


　窓の向こうには、今のマルクの気分を象しよう徴ちようするかのように黒々とした暗雲が広がっている。じきに雨が降り出すことだろう。


　マルクはダラダラと嫌いやな汗あせを流しながら、とうとう観念して頭を下げた。


「申し訳ありません。邪じや魔まをするつもりはありませんでした。会話を聞いたわけでもありませんから、そろそろ許していただけませんか？」


　セリアは、なにを言われたか分からないというように首を傾かしげ、それから「ああ」と思い出したような声を漏もらす。


　──はて？　別に雰囲気を壊されて怒っているわけではないのでしょうか？


　マルクが首を傾げていると、セリアは懐ふところから木の実──何故そんなものを持ち歩いているのだろう──を取り出した。


「ぐあっ？」


　木の実が、マルクの額を殴おう打だした。


「赦しや免めん」


　今の一いち撃げきで許すということらしい。


　その口調がどうでも良さそうだったこと──ならば木の実を撃ち込むのは止めてもらいたい──そして比較的手加減されていたことで、セリアの不機嫌の理由は他のところにあるらしいと分かった。ということは、睨まれていると思ったのは、ただ単に考え事をしていただけなのだろうか？


　ため息を漏らして、メガネに傷がついていないか確かめていると、今度はセリアの方から口を開いた。


「外出。何用？」


「今ごろになってそれを問われるのですか？」


　思わず真顔で返してしまった。それから、エルミナの家出のときにはセリアが外出していたことを思い出した。


「ええっとですね────」


　さすがにカナメとの出来事を自分から口に出す度胸はないので、エルミナの家出のことだけ説明する。


「如何いかん過失？」


「何故全て私が悪いことになるのです？」


　メガネがずり落ちたマルクにまるで関心を示さず、セリアは独り言のように呟つぶやく。


「家出……」


「な、なんでしょうか……？」


　セリアはマルクを攻こう撃げきすることを趣しゆ味みにしている。攻撃態勢に入ったのかと、思わず身を退くとセリアはなんでもなさそうに呟いた。


「誰だれでも、一度は体験するものなのですね」


「ああ……、そのようですね」


　マルクは幼いころに父の事業が倒とう産さんし、首が回らなくなった両親の姿に失望して家出をした。そして犯罪に手を染め、いつの間にかここにたどり着いたのだ。


　経けい緯いはどうあれ、これでエルミナも家出を体験したことになる。図らずも親近感を覚えてしまった。


　──そういえば、セリアさんもそうなのでしょうか？


　思えば、マルクは同じ屋敷の住人でありながら、セリアのことはよく知らなかった。毎朝厨ちゆう房ぼうで顔を合わせて──角砂糖を撃うち込まれて──いるにも拘かかわらず、あまり会話をした記き憶おくがない。


　セリアはこれでなかなか面めん倒どう見みの良い性格なのだが──マルク以外には──自分のことを話しているところを見たことがない。


　躊躇ためらいながらも、マルクは問いかけてみた。


「セリアさんは、どこに行くつもりなのですか？」


　問いかけると、セリアは窓の向こうを流れる景色に目を向けた。


「後始末。昔の」


　その瞳ひとみに、契けい約やく者特有の暗い翳かげを揺ゆらし。
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　ジリリリリリリリリリリリリリリ──喧やかましいベルの音が響ひびき、車両がゴトリと揺れた。


　どうやら、列車が出発したらしい。


　プラットホームから手を振ふる人々が、展望室からはよく見えた。誰を見送るのか、走って追いかけてくる子供もいた。


　後ろに向かって流れていく景色を眺ながめていると、カナメが隣となりに腰こし掛かけてきた。


「それで、夢探しのためにこんなところに出てきたわけではあるまい？」


　エルミナは、小さく頷うなずいた。確かに話が脱だつ線せんし続けていた。そろそろ本題に入るべきだろう。


「……カナメ。なにか硬貨コインは持っているかね」


　カナメは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめたが、すぐに懐から一枚の硬貨を取り出す。表には男性の横顔──独立戦争の英えい雄ゆうカーネギー大統領──裏には大統領府本庁の刻印。真しん鍮ちゆう製の50ゴース硬貨である。この国では金貨や銀貨は使われていない。コストに見合わないからだ。


　カナメが差し出したのはなんともお誂あつらえ向むきの意い匠しようだった。エルミナは硬貨を受け取ると、その表──男性の横顔を見せる。


「……私とエミリオは、一枚の硬貨コインのような存在らしい。〈アルス・マグナ〉という硬貨コインの表と裏だ。片方は表に出られ、もう片方は揺り籠かごに囚とらわれる」


　そう言って裏面──大統領府の刻印を見せる。神しん殿でんのような形をした建物は揺り籠のそれをよく表してくれている。


　それを見て、カナメも納得したように頷く。


「契約者が支し払はらう対価とは、自分の命という貨か幣へいの中から支払われる。おんしの譬たとえは間ま違ちがっておらぬ」


「……本来ならば、私たちは別々の硬貨コインだ。だが〈アルス・マグナ〉にはそれが分からない。だから私が〈アルス・マグナ〉の力を扱あつかえる」


　それから、エルミナはまた表面を見せる。


「……私は、エミリオを目覚めさせたい。それは硬貨コインの両面を表にしようとするようなものだ」


「賭博ギヤンブルならばイカサマじゃの」


　カナメの譬えに、エルミナは大きく目を開いた。実にその通りだろう。〈アルス・マグナ〉からエミリオという掛かけ金きんを掠かすめ取ろうとしているのだから。


　エルミナは苦笑のような吐と息いきを漏らした。


「……そう。私はイカサマをしようとしている。〈アルス・マグナ〉を騙だまし切れれば私の勝ちだ。だが」


「だが……？」


「……〈アルス・マグナ〉はイカサマの硬貨コインを認めない」


　カナメが険しく目を細めた。


「なにがあった？」


　エルミナは、一度小さく深呼吸をした。確証はある。いかんともしがたい事実である。しかしそれを口にするのには、やはりただならぬ勇気が必要だった。


　やがて、震ふるえる声音で語り始める。


「……私は、エミリオを〝表〟にした。だから〈アルス・マグナ〉は反対側を〝裏〟だと認識したらしい」


　そう言うと、カナメも気づいたらしい。大きく目を開いた。


「まさか……」


　エルミナは小さく頷く。





「……硬貨コインの表と裏が逆転した。私は、遠からず揺り籠に囚われる」





　それが、エルミナが部屋で休みたくない──いや、休めない理由だった。


　引き金になったのは、ひと月前に起こったエルミナとエミリオが入いれ替かわった事件だろう。


　その前にエミリオが彼女の体ではなく、エルミナの体で目覚めたと気づいた時点でおかしいとは感じていた。ただ、そのときのエルミナは〈アルス・マグナ〉に呑のまれかけており、深く考える余よ裕ゆうがなかった。


　そして、その次の日にはエミリオは完全に近い形で目覚めた。その間エルミナは揺り籠に囚われていた。〈空白の契けい約やく書しよ〉ではなく〈アルス・マグナ〉の、である。


「……ペインたちの騒そう動どうで〈アルス・マグナ〉の力が上がったように思えた。だがそれは違ちがった。表と裏が逆転したから、私が裏になったから、借りものの力ではなくなったから、精度が鋭するどくなったのだ」


「契約精霊が宿主を交こう換かんすることなど、ありえぬ」


〈器〉を持たぬ契約精霊は、人間の心の隙すき間まを住すみ処かとする。そして、そういった隙間に入り込んだ契約精霊もまたそこから抜け出すことができなくなる。契約精霊は契約者の命が尽つきるそのときまで運命を共にするのだ。


「……言ったはずだ。私たちは二人で一人。対価の定義が狂くるったのだ」


　カナメが、珍めずらしく狼狽うろたえた声を上げる。


「何な故ぜじゃ。おかしいではないか。おんしは──〈空白の契約書〉は私たちの〝対価〟を修復できたではないか」


「……〈契約書〉は鏡に過ぎない。どこかに間違いがある」


　鏡に映る姿は左右が逆転している。〈契約書〉は確かにカナメたち契約者の対価を還かん元げんして見せた。しかしどれもどこかに欠けつ陥かんがある。


「……アイシャが色が狂って見えると言ったときに、気づくべきだったのだろうね」


　アイシャはエルミナと最初に契約した契約者である。彼女の対価は〝色〟だった。世界の全てが灰色に見えていたのだ。


〈アルス・マグナ〉で彼女の目を治したときには、なにも障害は起こらなかった。それが〈空白の契約書〉で上書きすると、軽い色覚異常を見せるようになった。


　申し訳ない──アイシャがせっかく取とり戻もどした世界に、染みをつけてしまった。そう思うだけで、事態の本質に気づけなかった。


「……もっと、時間がかかるかと思っていた。どうやら、騙すだけならば〈アルス・マグナ〉と拮きつ抗こうしている必要はなかったらしい」


　エルミナは一度目を閉じる。現実を事実として受け止めるために。


「……〈契約書〉は確かに〈アルス・マグナ〉に届いた。私は、〈アルス・マグナ〉からエミリオを取り返した」


　ずっと望んできたこと。あの日、エミリオを失った瞬しゆん間かんから、エルミナはそのためだけに生きてきた。エミリオが戻ってくるならば、命などいくらでも捨てるつもりだった。


　なのに、嬉うれしいという感情は湧わかなかった。


　当然だろう。エルミナはエミリオの身代わりになりたかったわけではない。もう一度二人で歩きたかったのだから。


　カナメは大きく目を開いたまま固まっていたが、やがてエルミナの言葉を否定するように首を横に振る。


「もう一度〈空白の契約書〉を使えば良いのではないか？」


「……それはできない。〈契約書〉が精せい霊れいを騙せるのは一度限り。それに〈契約書〉はすでに私の手を離はなれている」


「離れた……？　どういうことじゃ」


「……私はもう、〈契約書〉に干かん渉しようできない。契約を交わすことはできるが、能力を使うことができなくなった」


　自分の身に起こったこと。それに気づいた一番の理由はそれだった。


　──ジェノバの能力を使えば少しは楽になるかと思います──


　そう言ったのはマルクだった。ジェノバの能力は〝血液〟を変異させる。それは人のそれを超こえた身しん体たい能力と再生能力を生み出す。〈契約書〉で模も倣ほうした能力はオリジナルに劣おとるが、それでも人並み以上の力を与あたえてくれる。その、はずだったのだ。


　エルミナは体力がない。街に出て、早々に体力が尽きたエルミナは、マルクから言われるまでもなくジェノバの能力に干渉していた。


　結果は、本当に一いつ瞬しゆん、力が強くなるだけだった。元々〈契約書〉の能力はオリジナルより劣れつ化かしている。そのせいかとも思ったのだが、他の能力も使えなくなっていた。特にアイシャの能力──遠視能力はよく使っていたというのに……。


　カナメは顎あごに手を当て考え込む。


〈空白の契約書〉──そして〈アルス・マグナ〉。この二つを研究するに当たって、カナメは多くの面でエルミナの相談に乗ってくれていた。エルミナが考えることは彼女にも思いつく。


　やがて、どうしようもないと理解したのだろう。カナメは暗い声で問いかけてきた。


「おんしは、どうなるのじゃ」


「……〈アルス・マグナ〉は眠ねむり姫ひめの不在を許さない。体の所有権を失った私に、揺り籠から逃のがれる術すべはない」


　カナメは白い髪かみをかき上げ、頭を抱かかえる。


「今まで、なんともなかったではないか」


「……エミリオが、その時間を作ってくれていたのだ。あの日、エミリオは自分から揺り籠に身を委ゆだねた。だから、〈アルス・マグナ〉の目をごまかせていたのだ」


「では、ペインたちと契約したのが原因か？」


　エルミナは首を横に振る。


「……どの道、もう限界だったのだ」


　ペインとの一件は、確かに〈アルス・マグナ〉を起こすきっかけになってしまったのかもしれない。しかし、エミリオが稼かせげる時間も無限ではない。遅おそかれ早はやかれ、こうなっていたのだろう。


　エミリオが作ってくれた一ヶ月。エルミナは幸せだった。自分のやりたいことを探しながら、大きな事件に遭そう遇ぐうすることもなく、ただ前を向いて歩くことができた。


「〈契約書〉を手放すことはできぬのか？　おんしではなく、私やマルクなら入れ替わりも起こるまい」


「……入れ替わったのは〈契約書〉のせいではない。〈アルス・マグナ〉が〝代わり〟を欲ほつするからだ。それに〈契約書〉を手放したところでもう表と裏は戻らない。エミリオを守るものがなくなるだけだ」


　カナメが肩かたを落とす。白い髪が顔を隠かくすが、悔くやしげに結んだ口元が僅わずかに見えた。


「何故じゃ。おんしは今、あやつに気持ちを打ち明けると言ったではないか」


　エルミナは、カナメの手に自分の手を重ねた。


「……そのことで、君に一つ頼たのみがある」


　僅かに顔を上げたカナメの瞳ひとみは幽かすかに涙なみだで濡ぬれていた。


「……私はエミリオを失ったとき、エミリオのことしか考えられなくなった。一つでも可能性を見つけられた私は運が良かったのだろう」


「なにを……すれば良いのじゃ？」


「……マルクは、たぶん、私と同じになる。私を起こそうとして、それ以外なにも見えなくなる。だが奇き跡せきは二度は起こらない。眠り姫を起こすことはもう、誰だれにもできない」


　エルミナは握にぎった手に力を込める。


「……私が目覚めなくなったときは、君がマルクのことを捕つかまえてほしい。マルクが私を外に連れ出してくれたように、君がマルクを連れて行ってほしい」


　カナメは、エルミナの手を振ふり払はらった。


「ふざっ──けるでないっ！」


　立ち上がり、エルミナの胸ぐらに摑つかみかかってくる。〈アルス・マグナ〉が過か敏びんに反応するが、今のエルミナの意思を無視して現れることはない。


「私は、おんしの身代わりではない！　私があやつを好きになったのは、おんしのためではない。なにが連れて行けじゃ！　おんしから譲ゆずってもらって、私が満足するとでも思っへほるろひゃ？」


　エルミナは、負けじとカナメの頰ほおを摘つまみ返した。


「……私が、いつ譲ゆずると言ったのかね？　私は譲らない。マルクは、私の執事バトラーだ。揺ゆり籠かごなどで眠ってやるつもりもない。私は、エミリオと二人で歩こうと約束したのだ。私が眠ったのでは、それは私が約束を果たせなかったということだ」


　エルミナ自身もここまで言えたのかと驚おどろく言葉に、カナメが目を丸くした。


「……私は諦あきらめない。最後まで。だが、それでも駄だ目めだったなら。私が、眠るしかできなくなったなら、そのとき相手が君ならば許せる。君なら、マルクのことを諦められる。君なら、絶対にマルクを離さない。だから……頼んでいる」


　カナメは、エルミナの服から手を離すと自分の服を直した。そして、何故かにこやかな笑みを浮うかべた。





「──断る」





　あまりにさっぱりとしたその笑顔は冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。


「……君は、マルクのことが好きなのではないのかね」


「好きじゃが、それとこれとは話が別じゃ。おんしが退場したならば私も諦めねば仕方がない」


「……何故そうなるのかね」


　心底不思議そうに問いかけると、カナメはもう呆あきれきったように首を横に振った。


「おんしも大たい概がいにたわけじゃの。ならば逆に問うが、私がなんらかの形で死んだとして、おんしは気持ちよくマルクに気持ちを打ち明けられるのか？」


「……う」


　そして、目先にビシッと指先を突つきつける。


「それが嫌いやなら最後まで足あ搔がけ。……いや、足搔くだけでは駄目じゃ。勝て。勝ってもう一度私の前に立て。そして私と決着をつけよ」


「……一体、なんの勝負なのかね」


「これは勝負ではないのか？」


　エルミナは、思わず噴ふき出していた。大声を上げたり、笑ったり、ケンカをしたり、まったく自分らしくない。自分らしくないが、悪くない気分だった。


　そして、エルミナはもう一度カナメの手を握った。


「……ならば、頼み事を変えよう。私は、絶対に起きて見せる。揺り籠から抜ぬけ出して見せる。だから────」


　グラリと視界が暗転した。


「──その間、この体を頼む」


　もう、力が入らなかった。重力の感覚を失い、倒たおれ込むエルミナをカナメがそっと受け止めてくれた。


「任せるがよかろ。おんしの体とエミリオ。なにがあろうとも守り抜いて見せる」


　落ち行く意識の中でカナメの声が聞こえた気がした。





「いるのであろ？　手を貸せ──マルク」
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　とある街の洋服屋にて、セリアは財布の中を確かめて僅かに眉まゆを顰ひそめた。つい調子に乗って使いすぎたようである。それもそうだろう。身につけている衣服は全て今購こう入にゆうしたものであり、カウンターの上にはさらにもう一つ紙かみ袋ぶくろが載のっている。


　セリアは十六歳になっていた。


　元々あまり背が高い方ではなかったのだが、この一年ほどで急に伸のび始めた。おかげで、下着も含ふくめてほとんどの服が着られなくなってしまった。


　これといって定収入もないため、金銭は節約を心がけていたのだが、さすがにもう限界である。観念して新しく服を買い直すことにしたのだった。


　あまりだぼついた服は動きにくくて好ましくない。スラリとしたズボンに、やはりピッチリとしたシャツ。腰こしには数本のベルトを巻いており、それに紛まぎれて投石器もぶら下がっている。自じ慢まんの赤髪は三つ編みに結わいて背中に流している。


「あの、セリアさん……」


　会計を済ませると、今にも泣きそうな声が聞こえた。面めん倒どう臭くさそうに振り返かえると、そこにはリオ少年がいる。なにか恐おそろしいことでもあったのか、あるいは寒いのか、服の裾すそを押さえた手がプルプルプルと震ふるえていた。


「……なんですか？」


「いや、なんですかって、自分が訊ききたいのですが」


　少年の言いたいことが理解できず、セリアはキョトンとして瞬またたきをした。


「なにか困ったことでもあるのでしょうか？」


「自分の人生で、今ほど困っているのは初めてだと認識しています」


　冗談を言っているようには思えないので、セリアも神しん妙みような面持ちで頷うなずいた。


「あながち、知らない仲でもありません。私で力になれるのならば相談に乗りますが」


「あの、セリアさん、自分の格好に対してなにか言うことはないのでしょうか」


　それが何故か酷ひどく不服そうに聞こえて、セリアは改めて少年の服装を確かめた。


　リオは、社交界で着るようなドレスを身につけていた。フリフリとしたレースでふんだんに飾かざられており、胸には詰つめ物ものまで詰めている。どこからどう見ても立派な淑しゆく女じよにできあがっていた。


「愛らしいです。同性の私が見てもムラムラとするほどに。罪作りですね」


　セリアが幽かに頰を赤らめると、リオはとうとう泣き始めた。


「うわあああああん！　この格好で春情燃やされても嬉うれしくない！　嬉しくないです。それに自分は男です。男だって何回も言ってるじゃないですか！」


「難しい言葉を知っていますね。賢かしこいです」


　よしよしと頭を撫なでるセリア。ちなみにリオの衣服は、すでに下取りに売うり払っている。





　リオがセリアにつきまとい始めてから、実に一年が経過していた。


　彼が持っていた〈牧神〉の情報は『クーランの遺産──〈精霊の器〉を追っている』というものだった。アーロンは元々稀き少しよう動物を捕ほ縛ばくする狩人ハンターである。クーランの遺産に興味を持っても不思議はない。


〈精霊の器〉を追っていれば、三回に一度は彼の痕こん跡せきを見つけられる。しかしそれではなかなかアーロンに追いつけなかった。


　それでもセリアはアーロンを追い続けているのだが……何故かその道行きにリオがついてきていた。彼は本当にセリアの命を救う機会があるまで諦めないつもりらしい。


　一年も経たつと、さすがにセリアでも追おい払うのを諦める。そして今度はリオで遊ぶことを思いついたのだった。


　顔を真っ赤にして涙ぐんでいるリオを見ると──堪たまらなく嗜虐心がそそられる。この少年は、本当は自分に虐いじめられたくて仕方がないのではないだろうか。セリアは真しん剣けんにそう考えてしまう。





　ニコニコと満足そうにリオを眺ながめると、セリアは店を出た。


「ひい！　セリアさん、待ってください！　こ、こんな格好で街中なんて歩けません」


「大だい丈じよう夫ぶだと思います。どこからどう見てもリオは立派な女の子ですから」


「女の子じゃない！　女の子じゃないです！」


　泣きながらも、やはりリオは健気に後をついてくる。なんて可愛らしいのだろう。そう考えて、セリアはふと疑問を覚えた。


　──私は、リオを可愛いと思っているのですね。


　ふと、泣き声が止んでいることに気づく。リオが自分から去ることはないが、見知らぬ人間について行ってしまうことはよくある。過去に人攫さらいに連れて行かれたこともあるというのに。


　振り返ると、リオはふくれっ面のままきちんと後ろにいた。それを見てホッとした自分がいた。


　女装させられてもリオは自分についてくる。堪らなく可愛らしい。同時に──もし、ついてきてくれなかったらどうしよう──そんな不安も覚える。


　リオがいなくなっても、セリアは変わらない。〈牧神〉──アーロンを見つけて家に連れ戻もどす。しかしもしもリオがいなくなったら、きっと寂さびしいだろう。寂しくて堪らなくなるだろう。


　リオは何な故ぜか驚いたような顔をした。


「どうかしましたか？」


　そう訊くと、リオは恥はずかしそうに俯うつむいた。


「セリアさんはずるいです。そんな顔されたら、文句が言えません」


　はて、とセリアは首を傾かしげた。


「私はどんな顔をしていましたか？」


「ええっと……。もう、嬉しくって堪らないって顔です」


「はい。嬉しくて堪りません」


　そう言って微笑ほほえむと、リオは今度は顔を赤くした。


「セリアさん、最近、よく笑うようになりましたね」


「そうでしょうか？」


　セリアが首を傾げると、リオはなにかを誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをした。


「そ、それより〈精霊の器〉の情報です。なかなか見つかりませんね」


「それはそうでしょう。クーランはもうほとんど残っていないのですから。彼らが逃にげるのに自らの宝である〈器〉を放置していくはずはありません。彼らが持って行けなかった手て違ちがいが、そうそうあったとは思えません」


「でも、そんな宝物だから魅み力りよくがあるんだと思います」


　セリアはもう一度首を傾げた。


「そういえば、何故リオは〈精霊の器〉を探していたのですか？」


　リオはセリアと出会う前から〈精霊の器〉を探していた。その途と中ちゆうで同じく〈器〉を探すアーロンと会ったらしい。しかし彼が何故〈器〉を追っていたのかは、セリアも訊いたことがない。


　出会って一年も経つというのに、セリアはリオを追い払はらうことしか考えていなかった。


「セリアさん、契けい約やく者って知ってますか？」


「会ったことはありませんが、どんなものかは知っているつもりです」


〈牧神〉もまた契約者らしい。セリアが幼いころはそんな様子ではなかったのだが……。


「契約者って凄すごいと思いませんか？　人にはない異能の力を持っていて、人より優れた感覚を持っているんです」


「リオは契約者になりたいのですか？」


「そうなれたら嬉しいです。だってそんな力があったら、困っている人をたくさん助けられます」


　リオらしい、人の良さそうな考えだった。


「契約者には〝対価〟というリスクがあるそうですが」


　対価には人として生きていくのが難しくなるようなものも存在するらしい。アーロンがそんな契約者だと知ったとき、セリアが考えたのは「アーロンは〝対価〟のせいで帰らないのではないか」ということだった。


　アーロンが姿を消してからほどなくして、〈牧神〉の名が噂うわさに上るようになった。それは契約者になったことでセリアたちの前からいなくなった、とも受け取れる。


　リオは首を横に振ふる。


「そういう力が手に入るなら、どんな代だい償しようでも払う価値があります。ですけど、契約者は誰だれでもなれるものじゃありませんし、どうやってなるのかも分かりません」


「だから〈精霊の器〉なのですか？」


「はい！　〈器〉は契約者の力すら凌りよう駕がするそうです」


　リオが超ちよう人じん的な力を振るっている姿を思い浮うかべ──セリアはため息を漏もらした。


「似合いません」


　これほど人の良い少年が、力に固こ執しゆうしている姿には違い和わ感かんを覚える。首を横に振ると三つ編みが背中で左右に揺ゆれた。


　呆あきれ返るセリアを余よ所そに、リオは瞳ひとみを輝かがやかせる。


「〈器〉が手に入ったらまずセリアさんを幸せにします」


「必要ありません」


　即そく答とうすると、リオは再び涙なみだぐむ。背中を撫でられるような歓かん喜きを覚え、セリアは小さく身み震ぶるいした。


「酷いです。自分は大おお真ま面じ目めなのに……」


　セリアは軽く微笑みかけると、また歩き始めた。


　──たぶん、私は今十分に幸せなのだと思います。


　セリアは〈牧神〉を追っている。だが自分を引っ張っているのは父への執しゆう着ちやくだろうか？　それともリオの夢だろうか？


　次第に曖あい昧まいになっていく〝理由〟を思い浮かべながらも、セリアはそう悪い気分ではなかった。





　　　　[image: ]





　特等車両通路。エルミナの客室から顔を出すと、カナメはマルクの隣となりへ視線を向けた。


「──しかし、おんしまでいるとは思わなんだの」


　カナメが不思議そうに問いかけると、セリアは小さく肩かたを竦すくめた。


「偶ぐう然ぜん。私用」


　鈍どん行こう列車でようやくセリアの重圧から解放されたマルクは、車しや掌しようを捕つかまえてグランテレサの時刻表ダイヤルを調べた。こういったとき、袖そでの下したというものを渡わたしておくと彼らはとても友好的になる。


　エルミナが乗車するとしたら、このワイアット号しかないだろうことは、すぐに突つき止とめられた。そうして十数分前にグランテレサに到とう着ちやくし、この列車に飛び乗ったのだが、どういうわけかセリアもいっしょに乗ってきた。彼女も行き先が同じらしい。


　カナメはセリアの服装を確かめてからもう一度顔を上げる。


「では使用人としてここにいるわけではないのか？」


「別件」


「そうか……」


　それはカナメにしては珍めずらしく残念そうな声だった。首を傾げながらも、マルクは自分の質問を投げかける。


「それで、エルミナの容態はどうなのです？」


　カナメは無感動な瞳を向けて来る。怒おこっているというよりも感情を表に出さないように努めているように見える。


「また入いれ替かわりが始まったのじゃ。しばらくすれば目を覚ますであろ。そのとき、エルミナなのかエミリオなのかは分からぬがの」


　契約者を集めれば、その分エルミナは眠ねむり姫ひめに近づく──ひと月前の事件でマルクはそう聞かされた。


　エルミナが眠りにつくのが先か、エミリオを目覚めさせられるのが先か、そういった状態なのだと。


「エルミナが眠っている間なら、エミリオも表に出られるのでしたね」


　確かめるように呟つぶやくと、何故かカナメは不意に視線を逸そらした。


「……少し、事情が変わったがの」


　カナメの呟きは小声で、マルクには聞き取れなかった。訊きき返そうとすると、カナメはセリアに目を向ける。


「セリア。すまぬがこやつに話がある。エルミナのことを頼たのめるか？」


「了りよう承しよう」





　セリアが客室に入るのを確かめてから、カナメは通路を進む。向かう先には展望室しかない。マルクがエルミナとカナメをすぐに見つけられたのは、彼女たちが展望室で話し込んでいたからだった。


　見み目め麗うるわしい少女が二人並んだその光景は実に美しく、思わず見とれる客たちが人ひと集だかりを作っていたのだ。


　それを目印に、マルクとセリアが列車に乗り込むのと同時に列車は出発した。エルミナたちに見み惚とれて乗り損ねた客がいたらしく、いくつかの悲鳴が聞こえた。中には泣きながら列車を追いかける子供もいた。親はいたようなので迷子にはなっていないだろうが。


　そういった経けい緯いを思い返していると、カナメが不意に足を止めた。位置は車両と車両の間である。手すりのついた足場があり、この下には連結器がある。


　小さな子供なら吹ふき飛とばされそうな強い風と、軋きしむ車輪の音が、上手い具合に声を搔かき消けしてくれる。人に聞かれたくない話をするには打って付けの場所だった。


　──なにか、あったのですね……。


　わざわざこんなところに呼び出したのだ。よほど重要な話があるに違ちがいない。


　マルクが向き直ると、カナメは毅き然ぜんとした態度で口を開いた。


「先に訊いておくが、おんし、私たちの会話を盗ぬすみ聞いてはおらぬな？」


「見損なわないでいただきたい。私でも女性が隠かくしたがっていることを暴くほど落ちぶれてはいません。それに、ここからあなた方の会話が聞き取れるかどうかは分かるはずです」


　数分前、マルクとセリアが潜ひそんでいたのはこの場所だった。マルクは姿を見られるわけにはいかないので、それ以上近づけなかったのだ。


　カナメもそれは納得したらしい。小さく頷うなずくと刃は物もののような視線を投げかけてくる。


「それで、なにゆえおんしがここにおるのじゃ」


　瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうで睨にらみつけられ、マルクは挙動不ふ審しんに陥おちいった。


　カナメに告白されたのはほんの数時間前である。そのカナメを差し置いてエルミナを追ってきたというのは、彼女をないがしろにしていることになるだろうか。


　──いいえ。私はエルミナの執事バトラーなのです。カナメとどんな関係になろうとも、それは変わりません。


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、毅然とした態度で答えた。


「私はエルミナの執事バトラーです。主がどこに行こうとも、影かげとして支えるのが私の役目です」


　カナメは神しん妙みような面持ちで頷いた。彼女とてエルミナの事情は知っているし、いい加減な気持ちで仕えてきたわけではない。マルクの言葉にも理解を示してくれたようだ。


「なるほど。よく分かった。……ならば、そちらに立つがよかろ」


　豪ごう華か客車というものは、車両の前後に手すりのついた待機場所がある。こちらにも手すりがあり外の景色を眺ながめるのにちょうど良くなっていた。席を買う金がないものは、こういった場所や屋根に乗り込むこともあるのだ。


　カナメが促うながしたのはその手すり側だった。意図は理解できなかったが、恐おそらく話すのに必要なことなのだろう。マルクはおとなしく指示に従った。


「ここで良いでしょうか？」


「もう少し、後ろじゃ」


　首を傾かしげながらもマルクは後退する。腰こしの後ろに手すりがぶつかった。


「これ以上は下がれませんが」


「ふむ。ではそこで良いか」


　カナメは凜りんとした表情で頷くと歩み寄ってくる。そして、そっとマルクの胸に両手を添そえた。風に流れる白い髪かみ。幽かすかに赤く染まった頰ほお。瑠璃猫ドミニトンの双眸はなにかをねだるようにマルクを見上げてくる。


　自分自身好意と呼べる気持ちを抱いだいており、その上自分のことを好きと言ってくれた少女からこのように積極的に抱きつかれては、マルクとて情じよう緒ちよに流されてしまう。


　思わずそのまま抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられながらも、鉄の自制心で押し返す。マルクは仰のけ反ぞる姿勢になった。


「ちょ、ちょっとカナメ？　こ、困ります。今はまだ答え────わああああああっ？」





　ドンッ──なにを思ったのか、カナメはマルクを突き飛ばした。





　マルクは、絶ぜつ叫きようを上げた。仰け反っていた彼に抵てい抗こうの術はなく、荒こう野やを爆ばく走そうする車両から転落した。


「──な、なななななにをなさるのですかっ！」


　転落しながらも、その手は執しゆう念ねんで手すりを摑つかんでいた。片足が地面に触ふれてガリガリと恐ろしい音を立てる。


「……しぶといの。早く落ちるがよかろ──〈沙波イサナミ〉」


　細かい装そう飾しよくを凝こらされた手すりに水面のような波は紋もんが走る。カナメの能力は触れたものを〝液状化〟する。手の中から手すりの感かん触しよくが消え、マルクの体は宙に放り出された。


　──ああ、これは死にますね……。


　数時間前、自分のことを好きだと言ってくれた少女から殺される。これはきっと悪い夢なのだろう。幼い頃ころ、兄のクリスが作ってくれた玩がん具ぐで遊んでいた記き憶おくから、エルミナに紅茶を注いでいた現在の記憶までが、走そう馬ま灯とうのように駆け抜ぬける。


　中でも隠れ家がを燃やされ有り金の全てを失った瞬しゆん間かんは悲しかった。もうあれだけの大金を得ることはできないだろう。マルクがアルバを許せない理由の根幹は、そこにあるのだと思い出した。


「──こんなところで、死ねませんっ！」


　ガンッ──車両に銀ナイフを突き立たてる。


　銀は金属の中でも強度が低い。それが車両の装そう甲こうに突き立てられたのはマルクの技量だからこそなせる業である。


　銀ナイフにマルクの体重を支える強度はない。瞬またたく間まにグニャリと歪ゆがむが、そのときにはマルクも窓の出っ張りに手をかけていた。


　──て、手が、滑すべります……！


　絹シルクの手て袋ぶくろは摩ま擦さつを殺す。摑まった手が見る見るうちにずり落ちていく。


　──こ、これまでなのですか。


　マルクが観念しかけたとき、車両の窓がガラリと開いた。


「……そこで、なにをしているのでしょうか」


　窓から顔を見せたのは、美しい少女だった。クルクルとした癖くせのある髪。大きな瞳。エルミナやカナメと比べても見み劣おとりしないだろう。美少女と呼べる顔立ちだった。


　少女にしてみればどうしてこうなったかなど、ちょっと想像がつかないだろう。非常に困こん惑わくした表情だった。


　マルクは残された力を振ふり絞しぼって口を開いた。


「た……助け、て、ください」


「分かりました」


　少女は驚おどろいたように瞬きをしたが、すぐにマルクの腕うでを摑んでくれた。それから──


「──はい？」


　自分の体が浮ふ遊ゆうしたことに、マルクは間の抜けた声を漏もらした。


　少女はマルクを軽々と、部屋の中に放り込んでいた。





　マルクが放り込まれたのは特等車両の一室だった。この車両には三つの部屋が存在し、エルミナの部屋は中央だったので、ここはその隣となり──進行方向側の部屋になる。


　一方、マルクを放り込んだ少女は、倒たおれたマルクを心配そうに覗のぞき込んでいた。


「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」


「あ、ええ……助かりました。ありがとうございます。部屋を、汚よごしてしまいましたね」


　マルクが転がり込んだことで、部屋の絨じゆう毯たんがずれ、テーブルの上のものも落下していた。


　謝罪を述べると、少女はなんでもなさそうに首を横に振った。


「自分の部屋ではありませんから」


　マルクは首を傾げた。


　──連れの方が取った部屋……という意味でしょうか？


　少女は奇き妙みような服装をしていた。エルミナのように社交界で着るようなドレスを着ているのだが、その袖そでやあちこちにメモのような紙片が貼はり付つけられている。加えて片手でマルクを放り投げるような腕わん力りよく。マルクは少女の腕がやけに硬かたかったことに気づいた。


　──義手……でしょうか？


　ともかく、確かに特等車両の客には思えなかった。しかし空き巣がいちいちマルクのことを助けるとも思えない。恐らく言い回しを間ま違ちがえたのだろう。


　マルクは速やかに乱れた室内を整えると、丁てい寧ねいに腰を折った。


「ともかく、助かりました。お礼をさせていただきたいのですが、今急いでおります。お部屋はこちらでよろしいのでしょうか？」


　少女は首を横に振った。


「人として当然のことをしただけです。お礼は必要ないです」


　なんという真っ直ぐな娘むすめなのだろう。マルクは感極まって泣き出しそうになった。


「ですが────？」


　せめてもの謝礼になにか手て渡わたそうとしたマルクは、言葉の先を見失った。少女が、忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。


　この部屋には隠れられそうな場所はベッドくらいしかない。そもそも契けい約やく者たるマルクに気け取どられず移動することなどまず不可能である。


「消えた……？」


　呆ぼう然ぜんとしながらも、自分が他人の客室に上がり込んでいるのだということを思いだし、通路に出た。
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　通路に飛び出すと、そこには白い髪の少女が立っていた。


「確かに、落としたつもりだったのじゃがな……」


　感かん嘆たんとも落らく胆たんともつかぬ声音。マルクはヒクヒクと自分の顔が引きつるのを感じた。


「何な故ぜいきなり私が殺されなければならないのです……いえ、その前に、誰だれかここを通りませんでしたか？」


「……？　いや、見ておらぬが」


「そうですか。おかしいですね……。まあいいでしょう。話を元に戻もどします。いきなりなにをするのです。あなたは、私を殺すつもりでしたね」


「たわけ。おんしも契約者ならばあの程度で死にはすまい？」


「死にますよ！　契約者とて人間なのですよ？」


　カナメは心底意外そうな声を上げた。


「何度か契約者を列車から蹴け落おとしたことがあるが、みな生きておったぞ？」


　──何故、人を列車から蹴落とすようなことを平気で何度も行えるのですか……！


　絶句しながらも、マルクはこれ以上カナメと口論しても意味がないと気づいた。


「まったく……。なんのつもりかは知りませんが、事情くらいは話していただきたい」


　カナメの方も、マルクを放り出したところでまた追ってくると理解したのだろう。観念したように口を開いた。


「たわけ。おんしに来てほしくないから、エルミナは私を従者ヴアレツトに選んだのであろ。主を思うなら、それくらいは気にかけんでどうするのじゃ」


「それは分かりますが、こんな書き置きを見てあなたはじっとしていられますか？」


「書き置き……？」


　首を傾げるカナメに、マルクは燕えん尾び服ふくの内ポケットからエルミナの書き置きを取り出す。


「なんじゃ〈遠くに行く〉〈しばらく戻らない〉……？」


　文面を確認したカナメは目を丸くし、それから盛大なため息をついた。


「はあ……。あやつは自殺でもするつもりか？　どこまで不器用なのじゃ」


　カナメは仕方なさそうに答える。


「まあ、この文面ではそう取られても仕方がないが、エルミナは自分から死ぬほど弱い人間ではない。今回おんしを連れてきたくなかったのは、私的プライベートな問題だからじゃ」


　──私的プライベート──


　そう言われると、マルクにはなにも言い返せない。それでも、マルクは引き下がりはしなかった。その程度の覚かく悟ごでここまで追ってきたわけではない。


「ヴィルヘルム枢すう機き卿きよう──エルミナはその男に用があるのでしょう？」


　マルクがそう言うと、カナメはピクリと肩かたを揺ゆらした。どうやら正解だったらしい。


「〈宣教師〉のことならば私たちも無関係ではありません」


　カナメはなにかを堪こらえるように目を伏ふせるが、切れ長の双そう眸ぼうを毅き然ぜんとして開く。


「私はエルミナと約束した。あやつの秘密を守る義務がある。エルミナが望まぬ以上、おんしの存在を認めるわけにはいかぬ」


「それでかまいません。私は私のためにここにいる。エルミナの隣にはあなたがいてくれれば十分です」


　エルミナの隣でなくてもいい。触れられなくてもいい。それでもマルクはエルミナを支えると誓ちかったのだ。エルミナがマルクを必要としなくとも、側で支えたい。


　何故ならば、マルクはエルミナの執しつ事じになったのだから。


　じっと睨にらみ合うマルクとカナメ。


　どうあってもマルクが引き下がる様子はないと諦あきらめたのだろう。やがてカナメは仕方なさそうに呟つぶやいた。


「エルミナの視界に入らないことはもちろん、声も絶対に聞くな。私以外の誰と話していたとしてもじゃ。それが条件じゃ」


　どうやら、よほど聞かれたくないことがあるらしい。どの道、カナメの目を盗ぬすんでエルミナに近づくことは不可能である。現に車両の外に潜ひそんでいたにも拘かかわらず、カナメには見破られてしまったのだから。


　マルクが頷うなずくと、カナメは何故か恥はじらうように頰ほおを赤く染めた。


「あと……私とも、駄だ目めじゃからな」


「あ……、ええっと…………、はい」


　カナメは今、エルミナにとって唯ゆい一いつの従者である。それがこそこそマルクと接せつ触しよくしていれば、エルミナは間違いなく不ふ審しんに思う。カナメとも接触を控ひかえるのは当然である。


　──と、納得していただろう。以前ならば。


　カナメはマルクがエルミナに気持ちを寄せていることを知っている。それでもマルクのことを好きだと言ってくれた。マルクとエルミナの接触を禁じたのだから、自分もマルクと接触を控えると言ってくれているのだ。


　──気づきませんでした。カナメは、これほどいじらしい娘だったのですか。


　思わず感極まっていると、カナメの方も狼狽うろたえた声を漏らす。


「あ、ち、違ちがうぞ？　私はなにも……いや、違うわけではないが……」


　なにやらお互たがい意識し合いながらも、やがてカナメは名残なごり惜おしそうに踵きびすを返した。


「それでは、の……」


　後うしろ髪がみを引かれるようなカナメに、マルクも名残を惜しむように返した。


「ええ」





「「屋や敷しきに戻る、そのときまで……」」





　そして、二人の契約者は別れた。


　カナメがエルミナの客室に戻ると、入いれ替かわりでセリアが出てきた。


「痴ち話わ喧げん嘩か。収拾？」


「何故あなたまで知っているのですか？」


　屋敷でカナメとのことを問とい詰つめられたとき、セリアはいなかった。だというのに、何故知っているのか？


　マルクが驚きよう愕がくに目を見開いていると、セリアも驚いたように目を大きくした。


「驚愕。漸ようやく自覚？」


　どうやらからかわれただけだったらしい。マルクは墓穴を掘ほったのだと気づいた。


　呻うめいていると、セリアは珍めずらしく優しげに微笑した。


「気づいているならば大切にしてあげてください。そういった幸せは、しっかり守ってあげないと簡単に壊こわれます」


　セリアらしからぬひと言に、マルクはポカンと口を開けた。それからやはり本日のセリアは様子がおかしいと再認識した。


「セリアさん。なにがあったのかは存じませんが、私はあなたを仲間だと考えています。手を貸すことはできると思いますが」


　セリアは驚いたように瞬またたきをした。それからふむ、と頷く。


「では、女装をしてもらえますか」


「容易いご用です。女装くら……女装っ？」


　マルクが耳を疑うと、セリアは楽しそうに笑った。


「エルミナちゃんとカナメちゃんを笑わせてあげてください。それがマルク君のやるべきことでしょう？」


　それだけ言うと、セリアは去っていった。マルクはその背中と客室の扉とびらを交こう互ごに見た。


　確かに、マルクはエルミナの力になるためにここまで来たのだ。セリアとはたまたまいっしょだっただけであり、彼女を追ってエルミナの側を離はなれるのでは本ほん末まつ転てん倒とうである。


　──ですが、引っかかりますね……。


　今日のセリアは様子がおかしい。エルミナの書き置きではないが、妙みようなことを考えていなければ良いのだが。


　──もう少し、セリアさんとも話しておくべきだったのかもしれません。


　マルクはセリアが苦手である。何度も交戦したことがある宿敵であり、屋敷の仲間となってからも度々攻こう撃げきされてきた。できるだけ側には寄りたくない相手であり、今までまともに会話をしたことは少なかった。


　マルクはセリアのことをなにも知らない。カナメやエルミナ、アイシャのときとは違い、彼女がなにを考えているのか、どうするべきなのか分からなかった。


　しばらく悩なやむうちに、セリアの背中は見えなくなってしまった。


　──セリアとて〈魔ま弾だんの射手〉の名で呼ばれた契約者です。相手が何者であってもそうそう後れを取ることはないでしょう。


　セリアの実力はマルクは身を以もつて知っている。彼女の能力自体はそれほど強力ではないが、あの能力の厄やつ介かいなところは〝速さ〟なのだ。


　マルクやカナメの能力は強力な反面、対象に干かん渉しようできるまでに時間がかかる。マルクには〝影かげを操作する〟という手順が存在し、カナメの場合は直接触ふれた上で波は紋もんを走らせなければならない。それゆえ、投げナイフや剣けん術じゆつといった技で弱点を補う必要があるのだ。


　セリアにはそういった隙すきがない。干渉速度ならば屋敷でも最速である。あの速度をかいくぐることなど、並の契約者はもちろんのこと、あるいはドミニクでもできるかどうか。





　マルクは客室の壁かべに背中を預けた。


　たった壁一枚向こうにはエルミナとカナメがいる。愛しいと想った少女が揃そろってそこにいる。そして、それ以上近づくことはできなくなった。


　今は、エルミナの側にいてやりたい。壁を隔へだてた先にしかいられないとしても、近くにいたい。眠ねむり姫ひめに近づいていくエルミナから目を逸そらしたくはない。


　──エミリオが目覚めたら、私も自分の気持ちをハッキリできるのでしょうか……。


　マルクはエルミナに恋こいをした。しかしカナメの気持ちを知ってしまったら、もう一度気持ちがぐらついてしまった。何故ならば、カナメはマルクのために今まで危険な戦場に身を置いてくれていたのだから。


　──私は、もう、人が殺せない。殺したくない──


　そう言って泣いたカナメを忘れられるわけがない。それでも剣けんを持ち、傷つきながら戦ってくれた。ずっとマルクの背中を守ってきてくれたのだ。


　グレリオのときも、オウマのときも、ジェノバのときも、ペインたちのときも、そしてエミリオとエルミナが入れ替わったときでも、カナメは常にマルクのために戦ってくれたのだ。なにか見返りを求めるでもなしに……。


　今まで、自分のためにそこまでしてくれた人間などいない。


　それでも、また眠り姫に近づいたエルミナを見ると、胸が締しめ付つけられるような気持ちになる。彼女を一切の苦痛から解き放ってやりたい。なんの心配もさせず、隣となりで紅茶を注いでやりたい。


　マルクは小さなため息を漏もらした。


　──私は、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのですね……。


　エルミナも、カナメも、自分にとってかけがえのない人なのだ。どちらも失いたくない。どちらのためにでも、マルクは命をかけられる。


　不意に、足下で影がざわついた気がした。


「なにか言いましたか〈クフ・リーン〉……？」


　問いかけるが、返事はない。それも当然だろう。ここは地上を〝移動〟する列車なのだ。


　マルクの能力は、行使に際して〝自身の位置が動いてはならない〟という制約がかかっている。歩くことはもちろん、乗り物に乗っていても自身の位置は動いてしまう。


　つまり、マルクは列車が動いていると能力が使えない。〈クフ・リーン〉がマルクの呼びかけに応えることはないのだ。


　首を傾かしげていると、目の前でなにかが光ったように見えた。


「尖晶螢オルネイロ……？」


　目の前をヒラヒラと漂ただよっているのは、昆こん虫ちゆうの尖晶螢オルネイロだった。尾おが発光するという珍しい特性を持っているが、繊せん細さいな昆虫で水が綺き麗れいな運河にしか生息できない。活動も夏の始まりという僅わずかな期間だけである。冬の列車の中を漂っているのは、ありとあらゆる意味で異常である。


　それにマルクはこの昆虫にあまり良い思い出がない。にわかに警けい戒かいして、ふとその気配に気づいた。


「……どうにも。すでに面めん倒どうが起こっているようですね」


　マルクは壁から離れた。


　一等客車側の通路から、一人の男が姿を現していた。
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「こちらは特等客車になりますが、なにかご用でしょうか？」


　マルクはそっと中指でメガネの位置を修正しつつ、冷ややかな声で問いかける。


　男は通路の天てん井じように頭を擦こすりかねない巨きよ体たいだった。


　アーロンの巨きよ軀くを見慣れているとそう大したものには見えないが、マルクより頭一つ分は高い。もみあげが異常に長く前まえ髪がみはソリの縁へりのように逆立っている。薄うす汚よごれた外套コートの裾すそからは膝ひざの破れた綿布ジーンズのズボンが覗のぞいている。たれ目の下には泣き黒子ぼくろがあり、顔の原型はそう酷ひどいものではないというのに服装の感性センスは最悪である。


　堅かた気ぎの人間には見えない上に、特等車両に乗車が許されるとは思えない服装。これが招かざる客でないならばなんであろう。


　男はニヤッと口くちの端はしをつり上げた。


「はっは、番犬付きたあ良いご身分だ。いいねえ。こう、緊きん迫ぱく感かんってものがビンビン漂ってるねえ」


　あまり、頭が良い人間には見えない。マルクがうんざりしていると、男はズンズンと足音を立てて進む。


「ただいま、体調を崩くずして寝ねている方がいらっしゃいます。それ以上騒さわがれるようでしたら、立ち退のいていただくことになりますが」


　一応、警告は投げかけてみるが、男の耳に届いている様子はなかった。


「俺の名はヴィンセント＝ドラッケン。お前がこの世で最後に耳にする名だ。しっかりと覚えておきな！」


　最近、もめ事になる相手といえば理知的であったり狡こう猾かつであったり、知性を感じさせるものばかりだった。こういった頭の悪そうな相手は久しぶりで、逆に対応に困った。


「はあ……。警告はしましたよ？」


　マルクはスタスタと男──ヴィンセントに向かって進む。


　この車両でガタガタ騒がれてはエルミナを起こしてしまう。平和的な話し合いにしろ、眠ってもらうにしろ、まずは出て行ってもらわなければならない。


　ヴィンセントは胸を張って指を突つき出だす。盛り上がった前髪がぼわんと揺ゆれた。


「ふん。やる気か小こ僧ぞう。まあ〈東方不敗〉への見せしめに、召めし使つかいを殺してやるのも悪くない──貪むさぼれ〈メー・ヴー〉！」


　ヴィンセントは蠟ろう燭そく立てに偽ぎ装そうされた照明をへし折る。
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　マルクは目を細めた。相手が能力を使ったからではない。相手が口にした名前がマルクにとって特別だからである。


　へし折られた照明がヴィンセントの手の中でグニャリと歪ゆがむ。パラパラとガラスの破片がこぼれ落ち、後には一本の銛もりができあがっていた。


　──物体操作。ガラスが変化しなかった点を見ると、金属限定のようですね。


　制約は触れることだろう。マルクは初見でそこまで看破した。能力が使えたなら、指一本動かす必要がないだろう相手である。


　能力が使えなくとも、マルクは微み塵じんも気後れすることはなかった。今ここで戦う理由を持ってしまったのだから。守りたいと想う少女は二人になったのだから。


　そもそもこの数ヶ月の間に遭そう遇ぐうした契けい約やく者はどれも並より上のものばかりであり、状じよう況きようが優位なことも数えるほどしかなかった。


　今さら、能力が使えない程度のことは逆境のうちにも入らない。それに列車という乗り物は、使いようによっては能力よりもよほど凶きよう悪あくな武器になりうる。


「そら喰くらいな！」


　ヴィンセントが銛を投げつける。マルクはそれを一歩横に移動してやり過ごす。接近と同時に破は裂れつするような事態も想定したのだが、そういった能力はこもっていなかった。


「うお？　躱かわした？」


　ヴィンセントが驚きよう愕がくの声を上げる。この程度でいちいち狼狽うろたえる辺りは演技だろう。狙ねらいを外した銛はそのまま後部扉を直ちよく撃げきし、粉ふん砕さいする。威い力りよくはそれなりにあるらしい。


　──まったく……。結局騒がせてしまいました。


　嘆たん息そくしながらも、マルクはメガネを押さえて勢いよく踏ふみ込む。セリアのように〝引き寄せ〟られる可能性を考こう慮りよし、銛とヴィンセントの直線には踏み入らない。


　数歩分の間合いを一気に詰つめたマルクは、そのままヴィンセントの顎あごを鷲わし摑づかみにする。人間は下からの力には案外抵てい抗こう力がない。


　体勢を崩して仰のけ反ぞるヴィンセント。後方に倒たおれるのを確かめながら、マルクは速やかに扉を開く。


「うおっとぉっ！」


　愉ゆ快かいな声を上げてヴィンセントは扉と壁にしがみつく。なんとかバランスを取ろうとする大男を、マルクは──優しく蹴け飛とばしてあげた。


　ゴロンと転がり車外の踊おどり場ばに倒れ込むヴィンセント。マルクは落ち着いた足取りでそれを追うと、後ろ手に扉を閉めた。





　警告から僅か五秒で、マルクは確かにヴィンセントを車両から退去させていた。


　能力が使えずとも、マルクは契約者である。相手がいちいち自分にとって有利な場所にいてくれる理由はない。不利な状況でも冷静に勝機を拾うのが、真に優れた契約者というものである。


　ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれた手て袋ぶくろをはめ直すと、マルクは冷ややかな声で語りかけた。


「さて。お客様がどちら様かは存じませんが、ただいま少々気がかりな名前を仰おつしやいましたね。〈東方不敗〉になんの用です？」


〈東方不敗〉とは、カナメの通り名である。エルミナに危害を加えるものは当然生かしておくわけにはいかないが、カナメを狙うものとて同様である。


　ヴィンセントは身を起こすと、口の端をつり上げた。


「はっはあ。てめえも〈東方不敗〉が狙いってわけか」


「どういう意味です？　何な故ぜカナメ……〈東方不敗〉が狙われているのです」


　マルクが眉まゆを顰ひそめると、ヴィンセントは呆あきれたような顔をした。


「なんだてめえ。知らねえのか？　〈東方不敗〉つったら四強の一角だぞ。契約者なら挑いどむのが礼れい儀ぎだろうが」


「四強……？」


　聞き慣れない単語にマルクが訊きき返すと、ヴィンセントは田舎者でも見たかのように嘆息した。それから勢いよく立ち上がると再び胸を張る。高く盛り上がった前髪がたゆんと揺れた。


「──契約者は異能であって万能ではない──これは名言だ。どんな能力だって条件次第じゃ最強にも最弱にもなりうる」


　恐おそろしく頭が悪そうな男だが、意外にまともなこともしゃべれるようだ。マルクは思わず褒ほめてあげたくなった。


「だがしかし！　どんな条件でも強さが損なわれない契約者や、圧あつ倒とう的てきすぎてどうしようもねえ契約者ってのはたまにいやがる。そういった連中の中でも頂点に君臨するのが四強ってわけさ。どうだ！」


「どうだと申されましても……」


　マルクが対応に困っていると、ヴィンセントは一本ずつ指を立てた。


「〈東方不敗〉、〈鳳おおとり〉、〈夜や刀との神かみ〉、そして〈黒衣〉。現存する契約者の頂点たる、こいつらの一角でも崩せば、最強の名が手に入る！」


　まったくの偶ぐう然ぜんだがマルクの通り名は〈黒衣〉で、屋や敷しきに残ったアイシャの通り名は〈鳳〉である。


　どうやらただの腕うで自じ慢まんの手合いらしい。マルクは気を張っていた自分が愚おろかに思えてきた。ヴィンセントはそんなマルクの様子に気づくことなく、豊かな前髪を揺らす。


「〈鳳〉は実在するかも怪あやしい。〈夜刀神〉は姿を消した。そして今度は〈東方不敗〉と〈黒衣〉がやり合って共とも倒だおれになりやがった。それがこの車両に〈東方不敗〉が乗ってるって言うじゃねえか。契約者ならここで立たずにはいられねえ。違ちがうか？」


　マルクはすでにヴィンセントの話を半分聞き流していた。特にエルミナを狙う相手でもなく、本当にただの腕自慢のようだ。これ以上付き合っても得るものはないだろう。


　──さっさと、御ご降車願いますか。


　ここは先ほどマルクがカナメから突き落おとされた場所であり、車両の連結器部分である。この大男ならば軽く突き飛とばすだけで楽に列車から転落してくれるだろう。


　ヴィンセントはマルクの考えなど知るよしもなく、手を差し出していた。


「よし！　良いだろう。てめえの目的も〈東方不敗〉なんだろう？　手伝わせてやる」


　マルクは涼すずやかに微笑した。


「せっかくの提案ですが、ご遠えん慮りよさせていただきます。カナメは私の大切な────」


　大切な──なんであろう。僅わずかに逡しゆん巡じゆんしながらも、マルクは毅き然ぜんとした口調で答えた。


「──相棒ですから」


　それが、マルクにとってのカナメである。どんなときでも無条件に信しん頼らいでき、そして背中を預けられる相手。そして、それ以上の気持ちを抱いだいてしまった女性。


　それから、マルクは挑ちよう発はつ的な眼差しでヴィンセントを睨ねめ付つける。


「それに、あなたが仰るその四強とやらは目の前におりますが？」


「あ？」


「一応、名乗っておきましょう。ヴァレンシュタイン家執事バトラーマルク＝マルドゥーク。〈黒衣〉などと呼ばれた時期もあります」


　ヴィンセントは感極まったように天を仰あおいだ。


「はっはーっ！　〈黒衣〉だと！　そうか。〈東方不敗〉が生きてるなら〈黒衣〉が生きてたっておかしくはねえな。俺は運が良いぜえ。四強のうち二人を一気に片付けられるんだからよおっ！」


　その言葉を聞いて、マルクは僅かな疑問を抱いた。


　──屋敷に来てからの情報は、出回っていないのでしょうか……？


　マルクやカナメが蜃しん気き楼ろうの屋敷の住人になってからも、幾いく度どとなく契約者と交戦している。ただ単にヴィンセントが知らないだけかもしれないが、情報自体が止められているように思えた。


　──ドミニクさん、でしょうか。


　ドミニクは情報の力で〈宣教師〉を活動不能にまで追い込んだ。彼ならば、屋敷の情報が外に漏もれないように細工をするのも難しくはないだろう。


　納得のいく説明を思いつけたので、マルクは冷たく笑いかけた。


「できると、良いですね」


「応ともよ！　それにしても、四強のうち二人が揃そろって同じ列車に乗ってるたあな」


　実際のところ、屋敷に戻もどれば二人どころか三人が揃って生活しているのだが。マルクがそれを教えてあげるべきか悩なやんでいると、ヴィンセントは愉快で堪たまらないというように笑い声を上げた。


「こいつは〈精杯グレイル〉ってやつが本物だってこったな！」


　マルクは鋭するどく目を細めた。どうやらこの男は本当に排はい除じよしておく必要があるらしい。


　ヴィンセントはなおも愉快そうに笑い続ける。


「はっはあ！　興味が湧わくなあ。一体どんな〈精せい霊れいの器〉なんだろうな、〈精杯グレイル〉ってやつはよお。なあ──〈メー・ヴー〉！」


　ヴィンセントが手をかけた手すりが見る見る融ゆう解かいし、反面ヴィンセントの腕うでが見る見る膨ふくれあがっていく。指だったものが異形の刃は物ものへと変へん貌ぼうし、その大きさもちょっとした鞄かばんほどに膨ぼう張ちようする。やがて腕だったものは巨きよ大だいなかぎ爪づめに変異していた。


　──金属を溶とかして手て甲こうに組み直したのですか。


　金属操作というよりは、同化に近いかもしれない。なかなか強力な能力である。


　ブン──ブン──重たい音を響ひびかせ、かぎ爪が振ふり回される。見た目通りの質量ならば相当な重量のはずだが、ヴィンセントは軽々と振り回す。扱あつかいこなすだけの腕わん力りよくは持ち合わせているようだ。


　能力を観察しながら、マルクは冷れい淡たんに呟つぶやく。


「〈精杯グレイル〉のことを、あなたが知る必要はありませんよ」


　そう言ったときには、マルクは銀ナイフを放っていた。


　この待機場所は広くはない。避よけるにしろ防ぐにしろ、取れる行動は限られている。ある程度の力量を持った人間は飛び退いて躱すだろう。大した腕のないものは防ごうと身構える。カナメ級の達人になると回かい避ひらしい素そ振ぶりも見せずに躱してみせる。


　連結器の上で仁王立ちするヴィンセントは躱す素振りも見せず──ナイフが直撃した。


「ぐあっ？　痛てえ」


　マルクの想像を超こえて──頭が悪かった。


　いささか予想外の行動で呆あつ気けにとられてしまったが、マルクはすでに行動に移っていた。


　肩かたを押さえて喚わめくヴィンセントの懐ふところに飛び込むと、左足で踏ん張ばり右足を前へ踏み込む。右手の上に左手を重ね、相手の脇わきへと添そえて押し出す。


「──っぎゃああああああ！」


　あれだけ巨大なかぎ爪に重量を取られているのだ。マルクの力でも容易に体勢を崩くずすことができる。さらには手すりがなくなったおかげで支えるものはなにもない。ヴィンセントは、為なす術もなく列車から転落した。


　──格下……でしたね。


　そう思いながらも、相手は一応契けい約やく者である。マルクは油断なく、ヴィンセントを突つき落とした手すりに近づいた。


「あがががが、がが、だ、助げでえええええっ！」


　ヴィンセントの悲鳴がすぐ足下から聞こえてきた。


　手すりから身を乗り出してみると、ヴィンセントは連結器にしがみついていた。この巨きよ体たいゆえ、下半身は線路で削けずられ続けており、今にも車輪に巻き込まれそうである。


　マルクは食器にこびりついた汚よごれでも見るかのように、そんな光景を見下ろしていた。


　──このまま落とすと死ぬでしょうか……？


　仮にも契約者なのだ。金属を操る能力ならばなんとか生き延びそうなものだが、本当に死なれると困ったことになる。これでもマルクはエルミナの隣となりに傅かしずくならば〝人は殺さない〟と自分に義務づけているのだから。


　──まあ、あとで引き上げてやっても良いですか。


　マルクはヴィンセントに慈じ父ふのごとき温かな微笑を投げかける。


「さて。それであなたはどこで〈精杯グレイル〉の情報を手に入れたのでしょうか？」


〈精杯グレイル〉はエルミナが持つ〈アルス・マグナ〉の別べつ称しようである。つまりこの男はエルミナの情報を追ってきたことになる。その情報をどこから手に入れたのか、訊き出しておく必要がある。


「い、言うと思ってるのかよ！」


　意外に、根性はあるのかもしれない。マルクは敬意を表する代わりに──ヴィンセントの顔を踏ふみつけた。


「どうやら、立場が分かっていないようです」


　少し力を込めてやると、ヴィンセントは下に押しつけられ、足をガリガリと地面に擦こすりつける。火花が飛び散っているあたり、足も金属で補強されているのだろう。


「言う！　言うから助ぢげで！」


　根性の欠片かけらも見当たらなかった。マルクは少しだけ足の力を緩ゆるめてやった。


「あ、ある男との契約なんだよ。〈精杯グレイル〉の持ち主を殺して来いってよ！」


　マルクはもう一度足に力を込める。


「何者です？　その男は」


「じ、知らねえ！　ほ、本当だ。どっかの貴族みたいだった。それ以上は分からねえ！」


　泣なき叫さけぶヴィンセントは、噓うそを言っているようには思えなかった。


　──ヴィルヘルム枢すう機き卿きようでしょうか？


　貴族と聞いてまず思おもい浮うかぶのはその男である。エルミナが追って来たことに気づいて先手を打ってきたのかもしれない。〈宣教師〉が活動不能なのだから、この国の契約者を雇やとうのも自然だろう。


　マルクが考え込んでいると、ヴィンセントの絶ぜつ叫きようじみた怒ど声せいが響いた。


「た、助けろ〈狭はざ間ま猫ねこ〉！　このままじゃ死んじまう！」


　──〈狭間猫〉……？


　狭間猫というのは鏡の世界のアリア──エルミナが好む物語──に登場する、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな猫のことである。マルクが眉まゆを顰ひそめたときだった。





　ニァァァァァァァァァ──あたかも猫のような鳴き声が聞こえた。





　なにかが〝ズレた〟気がした。そして、フワリ──目の前にクルクルとした癖くせのある髪かみが揺ゆれる。


　マルクは、動けなかった。すぐ目の前に、少女が佇たたずんでいた。


　能力が使えない分、マルクの警けい戒かい心は普ふ段だんよりも鋭い。カナメやドミニク級の相手ですら、気取られずに間合いに踏み込まれるなど考えられることではない。にも拘かかわらず、こうも易やす々やすと踏み込まれてしまった。しかも現れた瞬しゆん間かんがまったく意識できなかった。


　少女の手には、半月型に伸びる巨大な鎌かまが握にぎられていた。それが自分に向けられたことで、マルクはようやく硬こう直ちよくから脱だつした。


　ブンッ──仰のけ反ぞったマルクの鼻先を、半月型の刃やいばが駆かけ抜ぬける。濃こ緑みどりの紐ひもネクタイが切断された。


　──鋭い……！


　カナメに比べればいくらか劣おとるものの、この重量の物体を達人と呼べる鋭さで振るうのだから十分に脅きよう威いである。


　少女は空から振ぶりした大鎌を手の中で捻ひねる。刃が綺き麗れいな円を描えがいて旋せん回かいして迫せまる。マルクは後退を余よ儀ぎなくされる。


　──反はん撃げきしないと、やられます！


　手の中に銀ナイフを滑すべり込ませ、一息に撃うち出す。少女は大鎌を時計回りに旋回させ、造作もなくそれを撃げき墜ついする。ただ振り回すだけでなく、距きよ離りを詰つめてでの扱いも精練されている。


　ヴィンセントは能力こそ強力だったが、三流以下の契約者だった。それがこちらの少女は紛まぎれもなく一流である。


　マルクはあまり凶きよう器きを持ち歩く手合いの契約者ではない。銀ナイフ以外の得え物ものは持ち合わせていなかった。たかが銀食器でこの大鎌に挑いどむのは、爪つま楊よう枝じを武器に軍隊に挑むようなものだろう。


　それでもマルクはさほど動どう揺ようはしていなかった。強力な武器にはそれ相応の弱点が存在するものである。


　女性相手には気が引けるが、マルクはその手を狙ねらって次の銀ナイフを投げる。


「──っ？」


　手元を狙われ、少女が思わず大鎌から片手を放す。その隙すきを見み逃のがすマルクではない。大鎌──それも握った手元を狙って鋭く蹴けりを撃ち込む。


　大鎌が弧こを描いて宙に舞まった。


　──少し、眠ねむっていただきます。


　列車から蹴け落おとすのが一番確実であるが、あいにく少女は得物を失ってもその隙を見せなかった。当て身を打ち込むのが精せい一いつ杯ぱいである。


　マルクが少女の腹部めがけて拳こぶしを打とうとした瞬間だった。


「誘いざなえ──〈ニーア・ヴー〉」


　少女の囁ささやきとともに──ニァァァ──猫の鳴き声が聞こえた。


　そして、突とつ然ぜん目の前が真っ暗になった。


「──が、はっ……？」


　息をしようとして、肺が押おし潰つぶされたかのように痛んだ。呼吸ができずもがきながら、マルクはようやく自分が床ゆかに倒たおれていることを自覚した。


　──なにを、されたのですか……？


　まったく見えなかった。気がついたら倒れていた。なんとか僅わずかながらも呼吸が回復し、周囲を見み渡わたしてみるとどうやら壁かべに叩たたきつけられたらしいと分かった。


「ぐっ……」


　喘あえぎながらも、マルクはなんとか立ち上がる。この少女を前に寝ねそべるのは、殺してくれと言っているようなものである。


　距離を置いてみて、ようやく目の前の少女が先ほど助けてくれた少女だと気がついた。


　──くっ、契約者でしたか……。


　呻うめいていると、少女はマルクから関心をなくしたように列車の下を覗のぞき込んでいた。そして──ニァァァ──またあの猫の声。


「うおっ？」


　少女の隣に、左手をかぎ爪にした大男が出現した。たった今、足下の車輪で挽ひき肉にくにされかかっていたヴィンセントである。こちらも何な故ぜ自分が移動しているのか理解できないように目を白黒させていた。


　──空間跳躍能力だというのですか……！


　マルクの間合いに突然出現した力。マルクを壁に叩きつけた力。そしてヴィンセントを移動させた力。どれも瞬間移動のような現象である。


　──ですが、なにかが違ちがいます。


　少女の身のこなしを考えると、能力の使い方に無む駄だが多すぎる。射しや程てい距きよ離りというものがあるのかもしれないが、それでもわざわざマルクの正面に現れる必要はなかったはずだ。


　それに、ズレ……とでもいえば適切だろうか。能力を使われる度に聞こえる猫の声。あれを聞いた後と前では、なにかがズレているような気がした。なにが、と問われれば答えようもないのだが。


　マルクが少女の能力を観察していると、ヴィンセントがようやく立ち上がった。


「助かったぜ。……紹しよう介かいしとくぜ。こいつは〈狭間猫〉。次の四強に名前を挙げるだろう俺の切り札だ」


　どうやらこの少女がヴィンセントの自信の根こん拠きよらしい。確かにこの能力は不可解かつ強力である。カナメあたりでも不意を衝つかれれば危うい。


　それから今度は両りよう腕うでを刃は物ものに変化させる。


「さあて〈黒衣〉。四強なんだから、二人がかりくらい大目に見てくれるよな？」


　ヴィンセントがニタリと笑うと、少女──〈狭間猫〉はクルリと踵きびすを返した。足下の床には大鎌が突き刺ささっていた。


　それを見て、マルクはまた違い和わ感かんを覚える。


　──あの大鎌、初めからあそこにあったのでしょうか……？


　マルクは〈狭間猫〉の手から大鎌を蹴り飛ばした。その後、どこに落下したか確かめる前に能力で吹ふき飛とばされたのだが、何故かそこに突き刺さっていることに違和感を覚える。なんというか、突然そこに現れた、ように思えたのだ。


〈狭間猫〉は床に突き刺さった大鎌を引ひき抜くと、その持ち手を綺麗に三等分で折り曲げる。どうやら折おり畳たたむことができるようだ。持ち手を三分の一の長さにすると、今度は刃の部分を半分に折る。続けて持ち手と刃の接続部も折り曲げる。


　瞬またたく間まに小さくなった大鎌を〈狭間猫〉は自分のスカートの中に隠かくした。続いて体についているメモの一枚を剝はがすと、ビリビリ破き始める。破かれた紙片は強風に煽あおられ、瞬く間に霧む散さんした。


「お、おい。なんのつもりだ〈狭間猫〉？」


「ヴィンセントは悪い人です。自分は命を助けられましたからヴィンセントを守ります。ですが、協力はしません」


　明確な拒きよ絶ぜつに、ヴィンセントがいらだたしげに舌打ちを漏もらす。


「堅かた物ぶつめ。まあいいさ。確かにてめえは俺に借りを返した。これ以上は俺が借りを作ることになる」


〈狭間猫〉はペコリと頭を下げる。


「ヴィンセントの力はたくさんの人を助けられます。自分はそのためなら協力を惜おしみません」


「お前の言いたいことは分からんでもないが、契けい約やくは契約だ。全てが終わったとき、お互たがいが生きていたら考えようじゃねえか」


「期待しています」


　それだけ呟つぶやくと、〈狭間猫〉は何事かを囁いた。


　ニァァ──またあの耳みみ障ざわりな鳴き声が聞こえた。そして──


「──っ──消えた？」


〈狭間猫〉は前まえ触ぶれもなくその姿を消していた。


　──敵に回られなかったことを、感謝するべきなのでしょうね……。


　どうにも、今の少女はなにか弱みでも握られていたようだ。この男一人が相手なら今のマルクでも問題はない。


　ヴィンセントは、さもおかしそうに笑みを浮かべた。


「あばよ〈狭間猫〉。八十五分後までな」


「八十五分……？」


「てめえが知る必要はねえし、その時間もねえ。今度はさっきみたいにはいかねえぞ」


　膨ふくらみ豊かな前まえ髪がみを揺らすと、ヴィンセントの足下──車両の床がグニャリと歪ゆがんだ。どうやら床に使われている金属と〝同化〟して自分の足を固定したらしい。


　マルクは同情するように呟いた。


「それで、どうやってこれを防ぐのです？」


　そう言って、手の中の銀ナイフをヴィンセントに向かって放る。ゆっくりと放物線を描くナイフ。今度はヴィンセントもかぎ爪づめで弾はじくことに成功した。


「はっ！　無む駄だ無む駄だ。それはもう──痛あぁぁぁぁあっ？」


　ヴィンセントの両りよう肩かたに銀ナイフが突つき刺さっていた。一本目のナイフに注意が向いた隙に二本目、三本目を撃ち込んだのだ。子供でも防げるように放った一本目は囮おとりである。


　傷は浅くはない。そして大きなかぎ爪に変へん貌ぼうした両腕を支える肩に打だ撃げきを受けたのだ。もはや戦せん闘とう不能である。


「さて。ご自分の席でおとなしくしていただけるならば、命までは取りませんが」


　威い圧あつ的にそう言うが、ヴィンセントの耳には届いていそうもなかった。


「痛え！　痛え痛え痛え痛え痛え痛え痛え痛え痛え痛え痛え──痛えな〈メー・ヴー〉！」


　ヴィンセントの絶ぜつ叫きようとともに、両肩の銀ナイフがグニャリと歪んだ。能力で溶とかしたのだろう。それでナイフは除去できても傷までは塞ふさがらない。


　所しよ詮せんは、無駄な足あ搔がきである。そう思ったマルクは、自分がこの男を舐なめすぎていたことを思い知った。


「あー……痛かった。うん。今のは痛かったな。どうしてくれようかこの野や郎ろう」


　そう言って、ヴィンセントはグルグルと肩を回した。両腕は、未だに重たいかぎ爪のままである。


　そしてマルクは、あれだけ傷を負っていながらヴィンセントがまったく出血していないことに気づいた。


　破れてボロボロになった外套コートの下からは、鈍にぶい鉛なまり色いろの皮ひ膚ふが覗いていた。


「その体……金属で覆おおっているのですか……？」


　皮膚呼吸などを考えると、交戦中に限定してのことだろうが、この男は全身を能力で覆っているようだ。


　マルクがそう観察していると、ヴィンセントは肩を竦すくめた。


「ああ？　この体か？　俺の対価はなあ。〝末まつ梢しよう神しん経けい〟ってやつだったんだよ。せっかく契約者になったってのに、指一本動かせなくなっちまった」


　だがヴィンセントはこうして目の前に立っている。ヴィンセントの瞳ひとみに色いろ濃こい狂きよう気きが揺ゆれた。





「だからよお。そんな役立たずの手足は切り捨ててやったんだ」





　マルクは自分の耳を疑った。


「な、ん……ですって？」


　ヴィンセントは右手を掲かかげる。


「最初に引きちぎったのはこの腕うでだったなあ。能力で腕を作り直したら良い具合に動くようになった。次は足だ。だけどよお。手足だけ作っても立ち上がれねえんだ。だから骨も肉も全部作り直したんだよ」


　狂くるっている──マルクは、そう思った。


　ヴィンセントは馬ば鹿かなのではない。壊こわれているのだ。だから行動に一いつ貫かん性がなく、愚ぐ鈍どんとも取れる言動を繰くり返かえす。


　マルクが戦せん慄りつしていると、ヴィンセントは瞳に仄ほの暗ぐらい契約者の翳かげを揺らした。


「この体が無敵だぜ？　どんだけぶっ壊されたって金属さえありゃあすぐに直せる。だってのによお。消えねえんだ」


「消えない……？」


　ヴィンセントは大きく仰のけ反ぞった。


「どんだけ頑がん丈じようにしたって作り直したって〝痛み〟が消えねんだよ！」


　幻肢痛というものだろう。ヴィンセントの話が事実ならば、彼の体には痛覚を司つかさどる神経も残ってはいまい。それでも脳は〝痛み〟というものを忘れてはいないのだ。


「なあ。この〝痛み〟はどうやったら消えるんだ？　無敵なのになんで痛えんだ？　まだ無敵じゃねえってのか？　だったらどうすりゃ無敵になれるんだ？」


　一息に捲まくし立たてると、ヴィンセントは狂気に歪んだ笑みを浮うかべた。


「だったらよお。最強って奴やつをぶっ殺したら無敵だって証明できるんじゃねえか？　最強ってのは無敵だってことだろ？　俺以外に最強って呼ばれてる奴がいるからいつまでも痛みが消えねえんだよ。そうだろうっ！」


　ヴィンセントはかぎ爪の両腕を振ふり上げて突とつ進しんする。マルクならば造作もなくいなせる程度の動きだった。


　だというのに、マルクは動けなかった。ヴィンセントの狂気に気け圧おされてしまったのだ。


　──避よけないと……！


　マルクが硬こう直ちよくから脱だつしたのは、ほんの少しだけ遅おそかった。ヴィンセントのかぎ爪は、頭の上に迫せまっていた。


　──こんなところで……！


　マルクが死を覚かく悟ごしたときだった。なにかが、凄すさまじい勢いで頭の横を駆かけ抜ぬけた。





　ドゴンッ──ヴィンセントの右みぎ腕うでが、風船のように破は裂れつした。





「痛でええぇぇぇぇぇぇぇぇぇええっ？」


　絶叫を上げ、ヴィンセントが床ゆかを転がる。衝しよう撃げきのせいか、足の同化も解けていた。


　──今の一いち撃げき……。


　風を砕くだく音。針の穴に糸を通すような精密さ。そして金属の塊かたまりであるあの腕を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする破は壊かい力。


　全てが身に染みて覚えがある。こんな一撃を放つ契約者は、マルクの知る限り一人しかいない。


「セリアさん……？」


　振り返るとそこには砕けた扉とびら。その向こうには藍らん玉ぎよくの瞳にゆらゆらと契約者の翳を揺らしたセリアの姿が見えた。


　セリアの姿を確認したマルクは、寒気を感じた。


「標的。捕ほ捉そく」


　それは、屋や敷しきで悪戯いたずらをする彼女の顔ではなかった。仄暗い闇やみを抱かかえた契約者の顔である。セリアの手の中に黎胡桃フルカーヌほどの大きさの鉄てつ塊かいが浮かぶ。そして、それが瞬しゆん時じに消失した。


「──っ！」


　マルクは慌あわてて飛び退いた。直後、ヴィンセントの膝ひざが砕け散ちる。


「おごああああぁぁぁあっ？」


　のたうち回るヴィンセントを氷の瞳で眺ながめつつ、セリアはスタスタと歩み寄る。


「その程度ならば再生できるはずです。腕を復元しなさい。足を修復しなさい。的としてただ射い貫ぬかれるためだけに立ち上がりなさい」


　普ふ段だんの単語メモのような口調とはまるで違ちがう。


　マルクがゾッとして身を退くと、ヴィンセントが咆ほう吼こうを上げていた。


「痛えじゃねえかぁぁぁぁぁぁあっ──〈メー・ヴー〉！」


　すでに穴だらけになった床からさらに金属が削けずり取られる。融ゆう解かいした金属はヴィンセントの残された腕に纏まとわり付く。反はん撃げきするのか、あるいは防ぼう御ぎよのためか。


　いずれにせよ、それはセリアが命じた行動ではなかった。


　ドゴンッ──無情にも、残された一方の腕が砕け散る。


　獣けもののようなうなり声を上げて悶もん絶ぜつするヴィンセント。セリアはさらにそこへ追い打ちをかけようと鉄塊を取り出す。


　──殺す、つもりですか！


　マルクは、とっさにセリアの腕を押さえつけた。


「あなたは、なにをやっているのです！」


「邪じや魔ま」


　能力で腕がはじき飛ばされる。マルクはなんとか踏ふみとどまるが、その隙すきにヴィンセントは抜け目めなく床の下へと潜もぐり込んでいた。


　それを追つい撃げきするつもりか、セリアは鉄塊を握にぎった腕を振りかぶる。


「おやめなさい！　線路が壊れます」


　セリアの能力ならば床ゆか板いたごとき紙切れのように粉砕する。そしてその下を走る線路まで破壊するだろう。そうなれば、後部車両に残してきたエルミナとカナメも巻き込まれる。


　腕に飛びついてそれを止めると、セリアは不快そうな眼差しを向けてきた。


「抹まつ殺さつ失敗。標的逃とう亡ぼう」


　それは、普段〝遊び〟で攻こう撃げきを仕し掛かけてくるセリアの目ではなかった。


「何な故ぜ邪魔？」


　触ふれるもの全てを切きり裂さくような敵意の瞳。もはやマルクがどう答えようともセリアの行動は変わらないだろう──獲え物ものを狩かる邪魔をしたマルクを排はい除じよする──それでも「何故」と問いかけるのは、引き金を引くきっかけが欲しい程度の心理なのだろう。


　そんな目で睨ねめ付つけられ、マルクは逆に落ち着きを取とり戻もどしていた。以前、これと同じ瞳を見たことがあるのだ。


　それは〝契けい約やく者狩がり〟時代のカナメであり、ドミニクへの復ふく讐しゆうを誓ちかったペインである。そしてマルクは彼らと交戦し、止めてきたのだ。


　落ち着いた動作で燕えん尾び服ふくの乱れを直し、マルクは丸メガネの位置を修正する。


「あなたが、屋敷の料理人だからです」


　セリアは〈魔ま弾だん〉を撃うちはしなかった。代わりに、不快そうに目を細める。


「汚よごれた手で料理を作るなとでも？　〈魔弾の射手〉の経歴を知らないわけではないはずです」


〈魔弾の射手〉は彼女が標的を一撃で仕留めることからついた名である。契約者として契約を交わした回数だけ、人を殺している。血で手が汚れるというなら、セリアの手は初めから汚れている。


　マルクは首を横に振った。


「それは確かに困りますが、同じ屋敷の執事バトラーとして、あなたが道を誤っているならば正す義務があります」


「知ったふうな口を────」


　声を荒あららげるセリアの唇くちびるを、マルクは人差し指で塞ぐ。本当に触れるつもりはなかったので内心狼狽うろたえたが、マルクは毅き然ぜんとした口調で答える。


「あなたが本気で暴れれば、この列車が壊れてしまいます。お嬢じよう様さまが乗っていらっしゃるのに、それは困ります」


　先ほど〈魔弾〉で線路を破壊しかけたことを思い出したのだろう。セリアはグッと口を結んだ。


　マルクは丸メガネの位置を修正して、困ったように苦笑した。





「それに、仲間がそんな顔をしているのです。放っておく理由がありません」





　セリアが驚おどろいたように目を丸くした。それから小さく舌打ち。ポケットの中に手を突つっ込こむ。そして──


「──ぐあっ？」


　額に容よう赦しやのない衝撃が襲おそいかかり、なにかが砕ける。


「生意気」


　セリアの手の中で踊おどっているのは小さなドングリだった。あれを撃ち込まれたらしい。その〝手加減〟で、ひとまずセリアがいつもの彼女に戻ったらしいと分かった。


　痛みでマルクが呻うめいていると、セリアは踵きびすを返した。そしてついてくるよう促うながす。


「あ、どちらに行かれるのです？」


「特等車両。切きつ符ぷ無し」


　今回、マルクはエルミナを追って来たが彼女の従者を務めているわけではない。列車代は自費だった。当然、切符も最下等の三等車両である。


　ここをウロウロしていては追加料金を請せい求きゆうされかねない。マルクはおとなしくセリアに従った。
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「アーロンさん」


　昼食が終わり、庭園に出ていた──何故かみんな自分に洗い物をさせてくれない──アイシャは、目の前を歩く巨きよ体たいを呼び止めていた。


　アーロンはゆっくりとした動作で振り返かえる。


「うぬ。なんであるかアイシャ殿どの」


　いつも通りの朗らかな声を聞いて、アイシャはその質問をしても良いのか迷った。


　──セリアさんのこと、やっぱり訊きいたらいけないことかな？


　アーロンが困ったように頭をかいた。


「うぬう。やはり気になるであるか」


　アーロンの能力は相手の思考を読む。アイシャの考えは口にするまでもなく伝わる。


「貴き殿でんらがセリアを身内と考えてくれるのはよく分かるのである。然しからば我わが輩はいもやはり語るべきなのであろうな」


「あ……ごめんなさい」


「良いのである。……茶でも出すのである」


　アーロンがのっしのっしと門番小屋へと向かう。その後を、アイシャは小走りで追いかける。アーロンはアイシャの三歩分の距きよ離りを一歩で進んでしまうのだ。


　門番小屋にたどり着くと、アーロンは小屋前の切り株に紅茶を並べていた。


「朝の紅茶であるが、飲むのである」


「あ、ありがとうございます」


　礼を述べて地面に座り込むと、切り株からティーカップを手に取る。


「さて、どこから話したものであるか」


　紅茶を飲むためにフクロウの仮面をずらす。その拍ひよう子しに顔の引ひっ搔かき傷が少し見えた。


「うぬ。そうであるな。この傷のことから話すのが良いのであろう」


　そう言うと、仮面を外して頰ほおから眉み間けんにかけての傷を顕あらわにする。


「この傷は〈鉄人〉という契約者にやられたものなのである。当時、我が輩は家を出たセリアを捜さがしていたのである」


「え？　セリアさんって、家出しちゃってたんですか？」


「うぬ。どうにも元々は我が輩のことを捜していたらしいのであるがな。ともかく噂うわさを頼たよりに追っていたのであるが、行いき違いばかりであった。それで情報屋を頼ってセリアの本当の目的を知ったのである」


「ええっと……〈精せい霊れいの器〉っていうのですか？」


　セリアが〈精霊の器〉を追っていたという話は、マルクやアルバから聞いたことがある。


「アイシャ殿ならば存じているだろうが、〈精霊の器〉は契約者を圧あつ倒とうする力を振ふるうことができるのである。情報は滅めつ多たに出回ることはなかったが、それでもその噂を多くのものたちが求めていたのである」


「じゃあ、その〈鉄人〉って人もですか？」


「うぬ。しかし我が輩が不ふ甲が斐いなかったがゆえに、セリアの連れ殿を死なせてしまったのである。セリアはそれが原因で契約者になったのである。我が輩、どちらも助けられなかったのである」


　契約者は心に闇やみを抱かかえた人間である。大切な誰だれかを失ってそうなる場合も多い。


　──セリアさんも、大事な人を亡くしちゃったんですね。


　そして、セリアが屋や敷しきに来るまでずっと〈器〉を追っていたことを思い出した。


「セリアさんって、どうしてそんなに〈器〉にこだわってたのかな」


　やはり、アルバのように死者を呼よび戻したかったのだろうか？　アーロンは静かに首を横に振る。


「どうにも、セリアの連れ殿の夢だったらしいのである。その夢を、叶かなえてやりたいのであろうな」


　アイシャが胸を痛めていると、アーロンは続きを語る。


「あれは、我が輩の失態であった。我が輩、この通り顔面に一いち撃げきを受けて〈鉄人〉を止められなかったのである。それで連れの殿との御ごはセリアを庇かばってくれたのである」


「そうだったんですか……。でも、アーロンさんがそんな怪け我がさせられるなんて、よっぽど強い人だったんですね」


　相手の思考を読めるアーロンは、まず攻撃を受けない。受ける前に防げる上、相手の思考にも干かん渉しようすることができる。以前、交戦したマルクが能力を解除させられたのを見たことがある。そのアーロンに一撃を与あたえたのだから、よほどの凄すご腕うでだったのだろう。


　アーロンは首を横に振った。


「……能力を使ったがゆえに、我が輩は後れを取ったのである。〈鉄人〉は狂っているのである。それを迂う闊かつに覗のぞいた我が輩は、怯ひるんでしまった。その隙すきにこの様であった」


　狂った人間の思考というものが想像できなかったアイシャは、首を傾かしげた。


「アイシャ殿は知らなくても良いのである。ただ……」


「ただ？」


「この屋敷にいると、忘れそうになるのである。契約者とは〝対価〟を背負った人間であるということを」


　その意味は、アイシャにも理解できた。


　──灰色の世界──それがアイシャの対価だった。


　目に見えるもの全てが灰色にしか見えない。水も花も人も肉も、全てが濃のう淡たんだけで表された灰色のキャンバス。食事もろくに摂とれなくなり、アイシャは自分の目を塞ふさいだ。それでもアイシャの能力は〝遠視〟という形で灰色の世界を突きつけた。


　もしもエルミナと出会えなかったならば、アイシャはその対価に押おし潰つぶされていたことだろう。


　──そういえば、あたし〝あの人〟にお礼も言えなかったんだよね……。


　自分の目を塞いだアイシャは、当然のことながら生活能力を失った。のたれ死にしそうだったところ、ある少年が助けてくれたのだ。少年はアイシャに浮ふ浪ろう児じの仲間を与えてくれた。浮浪児たちから食料を分けてもらうことで、アイシャは生き存ながらえられたのだ。


　だというのに、少年は気がついたときにはいなくなっていた。その頃ころはまだ能力の制せい御ぎよがまるでできなかったため、少年の顔すらも分からなかった。


「セリアさんにも、そういう人ができたらいいのになあ……あ」


　つい声に出してしまい、アイシャは慌あわてたが、アーロンは仮面をつけ直して首を横に振った。


「手を差さし伸のべてくれる人間は、すでにいるのである。あとはセリアがそれを受け入れられるかの話である。あれももう、子供ではないのであるから」


　アイシャは自分の頰に手を当てた。


　自分が契けい約やく者として抱えた闇を抱えきれなくなったとき、止めに来てくれた人がいた。グランドヒル──アイシャが消してしまった街──その事件を知っても、エルミナの隣となりにいろと言ってくれた。


　──でも、セリアさんとマルクさん、仲悪いからなあ。


　ほぼ毎朝、アイシャはマルクが角砂糖を撃うち込まれるのを目もく撃げきしている。セリアは本当に腹を立てているようには見えないのだが、それでも過激だと思う。それだけ嫌きらわれていて、マルクがセリアを助けてくれるとは、あまり思えない。


　そう考えていると、アーロンがポンポンと頭を撫なでてきた。


「マルク殿どのはお人好しであるからなあ。そちらは心配していないのである」


「アーロンさん、それは酷ひどいですよ」


　思わず噴ふき出してしまった。アーロンは神しん妙みような声──表情は見えないが──で呟つぶやいた。


「それに、セリアはあれでマルク殿を気に入っているのである」


「え？　そうなんですか？　あんまりそうは見えないんですけど……」


「まあ、セリアはあれで困ったことに我が輩に似て不器用であるからなあ。気に入りすぎて〝つい〟やり過ぎてしまうようである」


「ふうん……？　そういうものなんですか。でも、セリアさんが好きなのって、アルバさんですよね？」


　気のせいか、アーロンが肩かたを落としたように見えた。


「アイシャ殿。それは我が輩の前では言わないでもらいたいのである」


「ご、ごめんなさい」


　なにが悪かったのかは分からなかったが、アーロンはその巨体が消えてなくなりそうなほど落ち込んで見えた。アイシャは慌てて謝った。


　アーロンが立ち直るまで少しの時間が必要だった。やがてアーロンは言いにくそうに続けた。


「まあ、愛するという気持ちは恋こい以外の場合もあるのである」


「マルクさんは恋じゃないんですか？」





「うぬ。マルク殿はどことなくリオ殿に似ているのである」
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　ワイアット号食堂車──一等車両と二等車両を繫つなぐ、列車の中間位置に存在するその車両で、二人分の席を取るとセリアは面めん倒どう臭くさそうに語り始めた。


「〈鉄人〉」


　マルクは首を傾げた。それから確かめるように問いかける。


「先ほどの契約者の名ですか？」


　セリアは頷うなずく。


「四年前。父捜そう索さく」


　四年前、セリアは父親を捜していたという意味なのだろう。相変わらず嫌いやがらせのように頭を使わせる。


「アーロンですか？」


「父。〈精霊の器〉所望」


　マルクは眉まゆを顰ひそめた。アーロンが〈器〉を追っていたなどという話は初めて聞いた。マルクの表情をどう受け取ったのか、セリアはようやく単語ではなく、ちゃんとした言葉で語り始める。


「〈鉄人〉が追っていたのは父と〈精霊の器〉の両方でした」


「〈器〉の方は分かりますが、何な故ぜアーロンまで？」


〈精霊の器〉の存在を知るものならば、欲しいと思うのは普ふ通つうである。ただその情報は恐おそろしく高額で、その上滅多に出回ることがないらしい。マルクも屋敷に来るまで聞いたこともなかった。


　セリアはなんでもなさそうに呟く。


「〈牧神〉は当時の四強に名を連ねていました。〈器〉の試し切りにしたかったのでしょう」


　マルクは絶句した。その〝四強〟という名は一いつ般ぱん的なものだったらしい。


　──それにしても、あのアーロンがカナメと並ぶ名で呼ばれていたのですか……。


　アーロンは屋敷の中で温厚な性格の持ち主である。動物や植物とまで意思を通わせ、他の使用人の面めん倒どうもよく見てくれる。マルクも頼りにしている庭師なのだ。


　──ですがまあ、仮面を外せば確かに屋敷の中でも最強になり得ますか。


　かつて一度だけ、アーロンが仮面を外すほど怒おこったことがあった。そのときマルクは為なす術もなく打うち倒たおされた。彼の能力は一いつ瞬しゆんではあるが相手の思考に干渉できるのだ。あとはその巨きよ体たいで殴なぐりつけるだけで、おおよその相手は死ぬ。


　それを思い出しながら、疑問を投げかける。


「アーロンは手を下さなかったのですか？」


　契約者として、彼は優し過ぎる一面はあるが、契約で躊ちゆう躇ちよをするほど未熟ではない。老練であるがゆえ、有事には非情であるとも言える。


　セリアは平然とした顔で答える。


「下しました。頭まで叩たたき潰したのですから、あれで生きてるとは思いませんでした」


　マルクは絶句した。人間の頭を叩き潰すアーロンもアーロンだが、あの男──ヴィンセントは頭を潰されても修復するらしい。不死身ぶりではあるいはジェノバすらも凌しのぐかもしれない。


　それからマルクは本題を促うながす。いつの間にか話が逸それていた。


「それで、あの男は一体なにをしたのですか？」


　セリアは、藍らん玉ぎよくの瞳ひとみに契約者の暗い翳かげを揺ゆらした。


「仇かたき」


　それは完結にして、全てを物語っているひと言だった。


「何故、今まで動かなかったのですか？」


　セリアは〈精霊の器〉を追ってアルバに接せつ触しよくし、エルミナを狙ねらった。仇あだ討うちを求めているようには見えなかった。


　マルクがなんとかそう問いかけると、セリアは自じ嘲ちようするような笑みを浮うかべた。


「頭部粉ふん砕さい。以降、情報皆かい無む。死亡暫ざん定てい」


　なるほど、とマルクは頷いた。


　復ふく讐しゆうする相手が見つからなかったから、セリアは〈精霊の器〉を追っていたのだ。それは失ったものの面おも影かげを追いかけていたのか、それともそこに仇を見つけられると思ったのか。いずれにせよ〈器〉自体を求めていたわけではなかったのだ。


　──それで、アルバに〈器〉を投げ返したのですね。


　セリアの事情は理解できたし、納得もできた。だが分からないことがある。


「〈鉄人〉は何故今ごろ行動を再開したのでしょうか？」


「否。活動継けい続ぞく。通り名変異」


「ええっと……違ちがう通り名で行動していたというのですか？」


　首しゆ肯こう。


「〈狭はざ間ま猫ねこ〉」


　マルクはピクッと眉を揺らした。


　──〈狭間猫〉というのは、あの少女のことですね……。


　あの少女は確かにヴィンセントと行動をともにしていたが、望んでそうしていたわけではなさそうだった。


「〈狭間猫〉。行動類似〈鉄人〉。過去履り歴れき確認。同一人物」


　どうやら朝からごそごそと伝聞紙を漁っていたのはそれを調べていたらしい。


　マルクは首を横に振ふった。


「〈狭間猫〉と呼ばれる契約者には私も会いました。〈鉄人〉とは別人です。なにか弱みを握にぎられて行動をともにしているように見えましたが」


　セリアはさも不思議そうに首を傾かしげた。


「契約者。弱み？」


「はあ……。なんでも命を助けられたように言っていました」


「何者？」


「女の子でした。そうですね……カナメやエルミナと同年代でしょうか。ただ……」


「ただ？」


「あれは強力です。あるいは、カナメに並ぶほどに」


　マルクは誰だれよりもカナメの実力を認めている。そのカナメの名前を出したのだ。セリアも戯ざれ言ごとだとは切り捨てなかった。


「其それ程？」


「身しん体たい能力はまあ私と同程度でしょうか。カナメには及およばないと思います。ですが……あの能力は不可解です」


　マルクはそこで言葉を切った。あの能力をどう説明すれば良いのだろうか。


「私自身、なにをされたのか把は握あくできませんでした。瞬しゆん間かん移動……に近いような気がしますが、それとはどこか異質なものに思えました」


「高速移動？」


　マルクは首を横に振った。


「空間を飛んだように、突とつ然ぜん現れるのです。他にも列車からたたき落とした〈鉄人〉を、手品のように出現させました」


　それだけならば、物体を移動させる能力と割り切って良いかもしれない。


「もう一つ。これが一番不可解なのですが、能力を使われたと思ったときには壁かべに叩きつけられていました。吹ふき飛とばされた感覚さえありませんでした。瞬間移動とは、なにかが違います」


　あの能力は厄やつ介かいである。攻こう撃げきに使われれば防ぎようがない。


　セリアは首を横に振った。


「契約者は異能。非万能」


　確かに、強力な能力ほど制約や対価も大きい。


　マルクは迷いを振り払はらうように頭を横に振った。


「まあ、彼女はあまり、協力的には見えませんでしたし、今回ももう関わるつもりはなさそうに見えました。敵だとは限りません」


　セリアが呆あきれたようなため息を漏もらした。


「脳天気」


　マルクは肩を竦すくめる代わりに、鋭するどく目を細めた。


「そうでもありません。〈鉄人〉は今回〈精杯グレイル〉と〈東方不敗〉を狙っています」


　戦う理由には、十分すぎる。


　セリアは驚おどろいたように瞬またたきをしたが、やがてフンと鼻を鳴らした。この仕草はどこかアルバに似ている。


「〈鉄人〉排はい除じよ？」


「はい。お嬢じよう様さまに仇なす以上、お引き取り願わねばなりません」


「なら何故妨ぼう害がい？」


　結局問題はそこに戻もどるらしい。


　それに関しては、マルクも上手く説明できなかった。ただ、セリアにあのままヴィンセントを殺させてはいけないと感じたのだ。


　ひとしきり呻ってから、マルクは途と方ほうに暮れたように答えた。


「あのままヴィンセントを始末して、あなたは帰ってきてくれるのでしょうか？」


　セリアが、ポカンと口を開いた。マルクの言ったことが理解できないかのように。


　それから、怖ず怖ずと──セリアでもこういった態度を取ることがあるのか──テーブルの隅すみに置かれた角砂糖を手に取った。


　身構える暇ひまは、なかった。


　ドゴッ──容よう赦しやのない衝しよう撃げきが額を直ちよく撃げきした。周りの乗客たちがギョッとした顔を向けてくる。


「ぐおぉ……なにを、するのです」


　セリアは心配そうにマルクの顔を覗のぞき込む。


「目は覚めましたか？」


「私は初めから起きています」


　何な故ぜ、寝ねぼけていると感じたら角砂糖を撃うち込んでくるのか。セリアはクスリと笑うと席を立った。


「〈鉄人〉追つい跡せき」


「それに関しては異論ありません」


　そう答えてから、先ほど聞き忘れたことを思い出した。


「それで〈鉄人〉の手口とはどんなものなのです？」


　セリアは〈鉄人〉と〈狭間猫〉の手口は同一なのだと言った。マルクがそう訊きくと、セリアは露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを顕あらわにした。





「無差別殺人」
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　ガタンゴトン──無骨な車輪の音に、マルクは小さなため息を漏らした。


「何故、こういうことになるのでしょうね……」


　すぐ頭の後ろでは凄すさまじい勢いで地面が流れていく。マルクは列車の下に潜もぐり込んでいた。もちろん支えなどなにもない。


　──ふふふ。特急というものはこれほど速度を出すものなのですね……。


　体感速度は90オーシクどころか、すでに１００オーシクに達しているように思える。90オーシクはあくまで平均時速なのだからそれ以上出すこともあるだろうが、なにも自分がこんなところに潜り込んでいるときに出さなくても良いだろうと思う。


　セリアが言うには、〈鉄人〉は周囲を巻き込む破は壊かいを好むのだという。セリアのときも炭鉱ごと崩ほう落らくさせられたらしい。


　つまり、この列車も同様の危険に晒さらされている。列車という乗り物は元々事故を起こせば乗客全員が危険に晒される。脱だつ線せんさせるだけで大事故になるのだ。


　しかし、それだけでは乗客全員を殺すことはできない。〈鉄人〉は一見愚ぐ鈍どんだが、確実性に欠ける手段は取らない。無差別殺人は〝標的を確実に仕留める〟ための手段なのだ。


　なにか細工をしているはずである。それを暴いて防ぎ、ヴィンセントを捕とらえる。それがマルクたちのなすべきことだった。


　……なのだが、マルクはこんなところを探させられていた。あのときヴィンセントが車両の下に逃にげ込んだから、というのがセリアの主張である。マルクは八つ当たりにしか感じられない。


　車両の下には機械が敷しき詰つめられているわけではなかった。車輪部分にはそれ相応に機械が詰まっているが、それ以外には隙すき間まが多く存在する。そしてその機械の間を縫ぬって無数のパイプが走っているので、マルクはそれに手足をかけて張り付いていた。


　機械の隙間に体をねじ込んでいると、点てん滅めつするランプやなにかのスイッチなども見受けられ、爆ばく弾だんかなにかではないかと思いたくなる。表記を見る限りではブレーキ等の配線だったり、手洗い場の排はい水すい溝こうであったり……。


　──間ま違ちがってもこのようなところにいるとは思えないのですが……！


　憤ふん慨がいしながらも、連結器の位置までたどり着く。ひとまずこんなところに潜り込むのはもう限界だったため、車両側に上がることにする。


　しかしながら車両一つ分とはいえ、逆さまに張り付いてほとんど腕うでの力だけで移動してきたのだ。マルクの腕はすでに疲ひ労ろうで限界を来していた。


　伸のばした手がプルプルと震ふるえる。手すりを摑つかむが、まるで力が入っていなかった。そして──


「──あ」


　マルクは本日二度目の転落を味わっていた。


　──こ、こんなところで……！


　いろんなものに恨うらみをぶつけていると、宙を搔かいた腕をなにかが摑んだ。そして、ヒョイと車両の上に放り出される。


　──あれ？　前も同じようなことがあったような気が……。


　既き視し感かんを覚えたマルクは、やはりもう一度同じ感覚を覚えた。


「大だい丈じよう夫ぶでしょうか」


　そこにいたのは、体中に紙片を貼はり付つけた少女──〈狭はざ間ま猫ねこ〉だった。


　マルクは鋭く警けい戒かいした。三流のヴィンセントとは違い、能力を使えない今の自分では、この少女の相手は難しい。


　──ですが、また助けられたのも事実です。


〈狭間猫〉は不思議そうに首を傾かしげる。


「怪け我がはないでしょうか。あんなところにいると危ないです」


　そこには、まったく敵意というものが存在しなかった。マルクは拍ひよう子し抜ぬけしたが、最低限の警戒心を保ったまま問いかける。


「あなたに助けられるのは、二度目になりますね。一体、あなたは誰の味方なのです？」


　やはりヴィンセントの仲間だと言うだろうか。それとも誰の味方でもないという答えだろうか。出会ったばかりのマルクの味方だという答えが一番信用できない。いつ攻撃されても対処できるよう、マルクが身構えていると〈狭間猫〉はもう一度首を傾げた。


「自分はあなたと出会っているのでしょうか」


「……どういう、意味です？」


　なにかの謎なぞかけだろうか？　マルクが警戒心を強めるが、〈狭間猫〉は自分の体に貼り付いた紙片とマルクを交こう互ごに見つめるだけだった。


　それから、首を横に振ふった。


「あなたの記録はありません。初対面だと思われます」


　──記録……？


　よく見ると、少女のドレスに貼り付いている紙片には、人の名前と簡単な特とく徴ちようが記されていた。標的の情報……などだろうか？


　首を傾げていると、少女は袖そでの中から新たな紙片とペンを取り出す。その仕草は以前のセリアを彷ほう彿ふつさせた。それからマルクの顔を見上げると、なにかを書かき綴つづる。チラリと内容を覗き見みると、マルクの容姿に関して綴られていた。


〈燕えん尾び服ふく〉〈運の悪そうな顔〉〈メガネの人〉〈列車から落ちかけていた〉


　あまり、良いことは書かれていないようだが……。


　その紙片を、安全ピンで自分の衣服へと貼り付ける。一連の行動が理解できなかったが、マルクはまずなによりも確認すべきことを問いかけた。


「よく分かりませんが、敵ではないのですね……？」


「自分にはあなたと敵対する理由はないようですが」


　ひとまず、本当に敵意はなさそうである。マルクはようやく警戒を緩ゆるめた。


「今は、あなたのことを信用します。それと、助けていただいたことに礼を言っておきます。助かりました」


　礼を述べると、少女は子供のように無む邪じや気きな笑みを浮うかべた。


「良かったです。いけないことをしたかと思いました」


　それは本当に屈くつ託たくのない言葉だった。噓うそをついているようには思えない。マルクはますます困こん惑わくした。


「分かりませんね。あなたのような方が何故ヴィンセントなどに協力しているのです？」


　そう訊くと、少女は再び体に貼り付けたメモを探し始める。それから申し訳なさそうに頭を下げる。


「その名前は記録にありません。自分はその方に協力しているのでしょうか」


「協力もなにも……」


　言いかけて、マルクはようやく違い和わ感かんの原因に気づいた。


　──この少女、記き憶おくを失っているのですか……？


　マルクのことだけでなく〈鉄人〉のことすら覚えていない。一体なにがあったのかは分からないが、記き憶おく喪そう失しつとしか思えなかった。


　見たところ、外傷があるようには思えない。精神になにかよほどの衝撃を受けたのだろうか？　マルクはかつて記憶喪失の人間というものに会ったことがある。そのときは大切な人を傷付けてしまったという心ト的ラ外ウ傷マが原因だった。


　マルクは慎しん重ちように問いかけた。


「なにも、覚えていないのですか？」


「ごめんなさい。記録に残っていません」


　あたかも機械のように答える〈狭間猫〉。どういうわけか、彼女は自分の体に貼ったメモを判断の指針にしているようだ。マルクは次第にこの少女が不ふ憫びんに思えてきた。


　──これでは〈鉄人〉の計画を訊いても無む駄だでしょうね。


〈鉄人〉は無差別殺人を好む。今のところ、特に異常は見当たらない。気になるところと言えば、少し列車が速すぎるように思えることくらいだが、この辺りは線路も真っ直ぐ延びている。豪ごう華か客車とはいえ、特急列車なのだから速度を出すのは必然だ。


　少女から情報を聞き出したかったが、覚えていないのならばどうしようもない。


　マルクは少女に目を向けた。


「あなたには二度も助けられた借りがあります。可能なことならば手を貸しますが、いっしょに来ますか？」


　自分でも甘いとは思うが、マルクにはこの少女と敵対する理由が見つけられなかった。


　少女はいくらか躊ちゆう躇ちよの仕草をみせたが、やがて怖ず怖ずと口を開いた。


「実は、人を捜さがしています。とても大切な人です。自分はその人のことを守りたいのです」


「その方の名前は？」


　マルクが訊くと、〈狭間猫〉はまるで予想しなかった名前を口にした。





「──セリア＝アルコーネ──自分にとって誰だれよりも大切な人です」





　マルクは、自分の耳を疑った。


「セリアさん……ですか？」


〈狭間猫〉が表情をパッと明るくした。


「ご存じなんですか！」


　マルクは困ったように頭を搔く。


「え、ええ……。それはもう。私にあのようなところに潜れなどと言い出したのは、セリアさんですから」


　少女がマルクの手を取った。


「いるんですね？　セリアさんは近くにいるんですね？」


「え、ええ……」


「良かった。会わせてください！」


　マルクはハッとした。


　少女は義手である。過去に重傷を負ったことがあるのだろう。


　──この方、もしやセリアさんの仲間だった方ではないでしょうか？


　セリアの仲間は崩落に巻き込まれたのだと言った。死亡を確認する余よ裕ゆうはなかったはずだ。重傷を負ったかもしれないが、生き延びていたのではないだろうか？


　マルクは言葉を選んで語る。


「もしも、私が知るセリアさんがあなたの言う方ならば、恐おそらくセリアさんはあなたのことを必要としています」


　少女は緊きん張ちようした面持ちで頷うなずく。


「実は────」





「──いよう、〈狭間猫〉。捜したぜえ」





　マルクの言葉を遮さえぎるように、頭上から不ふ愉ゆ快かいな声が聞こえた。


「ヴィンセント！」


　屋根の上に〈鉄人〉がしゃがみ込んでいた。


「はっはあ！　〈黒衣〉もいっしょか。ここで決着と行くか」


　嘲ちよう笑しようするヴィンセントの前に、〈狭間猫〉が立ちはだかる。スカートの中から折おり畳たたまれた刃は物ものを取り出すと、流れるような動作で大おお鎌がまに組み立てる。


「あなたが誰かは知りませんが、自分はこの人から訊ききたいことがあります。危害は加えさせません」


　毅き然ぜんとした宣言に、ヴィンセントがふくよかな前まえ髪がみを揺ゆらして首を横に振る。


「おいおいおいおい。話が違ちがうぜ〈狭間猫〉。てめえは俺に借りがあるんじゃあなかったのか？」


「記録にありません」


　即そく答とうする少女に、ヴィンセントは一枚の紙片を取り出す。先ほど少女が破り捨てたものによく似ていた。


「記録なら、ここにあるぜえ？」


　少女は僅わずかに眉まゆを揺らすと、片手を上げた。そして──ニアァ──またあの猫ねこの鳴き声。気がついたときには、紙片はヴィンセントの手から少女の手に移っていた。


「……確かに、自分の字です」


　ヴィンセントはニヤリと笑みを浮かべ、金属製の腕を突つきつける。


「なら分かるな？　てめえの右みぎ腕うでと右足をくれてやったのは俺だ」


　マルクと〈狭間猫〉は、同時に少女の手に目を向けた。少女の体に似合わぬ無骨な手足。それはヴィンセントのものとよく似ていた。


　少女は観念したように紙片を自分の服に貼り付ける。


　──借用書のようなものでしょうか？


　ともかくあの紙片には、少女の義ぎ肢しがヴィンセントから譲ゆずり受うけたものだという旨むねが書かれているらしい。


「はっはあ！　そういうことだ。協力しろ。貸しを返せ。てめえの用事はそれからだ。こいつは契けい約やくさ。契約者にとって、契約は絶対だろ──っ？」


　ヴィンセントが戯たわ言ごとを吐はく間に、マルクは屋根へ飛び乗っていた。そしてそのまま〈鉄人〉の頭に足をかける。


「貸しは返してもらったはずでしょう？　いつまでも利子を請せい求きゆうするのは感心しません」


　そう言って、マルクは足に力を込めた。金属製のヴィンセントの体は、それだけでバランスを崩くずして転落した。


　景気の良い音を立てて、木製の床ゆかと口づけを交わすヴィンセント。そのまま床ゆか板いたに頭がめり込んでいた。


　──この狂きよう人じんには、ここで退場願いましょう。


　素早く屋根から飛び降りると、マルクは金属の巨きよ体たいを車両からたたき落とそうと駆かけ寄よる。が──


「──っ！　なんのおつもりです？」


　なにを思ったのか、〈狭はざ間ま猫ねこ〉が大鎌を向けていた。


「あなたとは戦いたくないです。ですけど、自分はこの人に助けられています」


　マルクは愕がく然ぜんとした。この少女は今のヴィンセントの戯言を真に受けてしまったらしい。


「あなたがこの男を庇かばう理由はありません。この男が言う〝貸し〟は、すでに返したはずです」


　少女は首を横に振ふる。


「それは、記録にありません」


　そうこうしているうちに、ヴィンセントは床から這はい上がっていた。


「助かったぜ〈狭間猫〉。じゃあ、こいつを片付けちまおうぜ」


　少女はヴィンセントにも首を横に振る。


「あなたが自分を助けたというならば、自分はあなたを守ります。ですがこの人を傷付けることはできません」


　ヴィンセントはいらだたしそうに舌打ちをした。


「堅かた物ぶつめ。八十五分経ってもそれだけは変わらねえか」


　──八十五分……？


　そういえば最初のときも同じことを言っていたように思える。


　ヴィンセントは根負けしたようにため息を漏もらす。


「まあいい。今てめえを失うわけにはいかねえからな。ここはてめえの頼たのみを聞いてやるさ。退くぞ」


　ヴィンセントが再び車両の屋根に飛び乗る。〈狭間猫〉もそれに倣ならう。


「感謝します」


　マルクは屋根に移ろうとする少女の手を取った。


　──このまま行かせてはなりません！


「お待ちなさい！　あの男と行ってはなりません。セリアさんの力になるのでしょう？」


　少女は物悲しい笑みを浮うかべた。


「セリアさんに、必ず戻もどると伝えてください──〈ニーア・ヴー〉」


　ニアアア──そして、少女の姿はマルクの前から消失した。


　同時に、手に痛みが走る。少女の腕うでを摑つかんでいたはずの手は、指を曲げたままこじ開けられていた。手の平がなにかで擦こすったように熱かった。


　自分の手を見下ろし、マルクは神しん妙みような声で呟つぶやいた。


「なんです？　これは……いえ、今はあの娘むすめです」


　マルクは屋根の上によじ登るが、少女もヴィンセントの背中も見つけることはできなかった。〈狭間猫〉は能力があるが、ヴィンセントまで見失うほどの時間は経っていないはずなのだが……。


　──止められませんでした……。


　落らく胆たんしながらも、自分の手に目を落とす。ほんの数秒前まで少女の手を握にぎっていたはずの手を。振り払はらわれた感かん触しよくが未だに残っていた。


　──振り払われた……？


　それから、周囲を慌あわてて見み渡わたす。列車の速度は凄すさまじく、赤い荒こう野やが滝たきのように流れていく。ギュッと目を閉じ、それからもう一度周囲を見渡す。景色が少し跳とんで見えた。


　そして思い返す。〈狭間猫〉が能力を使う度につきまとう違い和わ感かん。


「まさか……」


　バラバラだった違和感の欠片かけらが、瞬またたく間まに組み上がっていく。疑ぎ惑わくを確信に変えていると、すぐ下の床でなにかが光った。


　飛び降りて拾い上げると、それは長方形の鉄板だった。片面には細かな文字が浮き彫ぼりにされており、反対側には持ち手がついている印章スタンプの一種らしい。


　鏡写しになっているその文字を読み取ると──〈ヴィンセントから義肢をもらった〉〈守らないといけない〉──とあった。


　──あの男、このスタンプで紙片を作っていたのですか……。


　あれだけ金属を自在に操るヴィンセントの能力なら、難しいことではないだろう。少女が最初にメモを書いたときにこの模写版を作ったに違いない。あれだけ人の良い少女なのだから、目を盗ぬすむことくらい造作もないはずだ。


　しかし何な故ぜこんな紙切れ一つに、あの少女はそこまで従順なのだろうか。


　マルクはグッと拳こぶしを握る。


　──次は、止めてみせます。


　あの少女は、ヴィンセントとは違う。間ま違ちがいを犯す前に、止めなければならない。
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　車両の中に戻ると、ずいぶん騒さわがしかった。


「はて？　なにかあったのでしょうか」


　ここは二等車両。一等車両のような個室ではないが、折りたたみ式のベッドが設置された六人部屋になっている。ここからさらに前に向かうと三等車両。そちらはベッドですらない二人がけの椅い子すが二列に並ぶ形で、椅子に座ったまま眠ねむるのだ。


　二等車両は左右に小部屋が並んでいるのだが、どの部屋からも怪け訝げんそうに乗客たちが顔を覗のぞかせている。不快そうに顔を歪ゆがめる男もいれば、怯おびえる女性もいる。


　やがて、乗客の一人──無ぶ精しよう髭ひげが目立つ中年で僅かにアルコールのにおいがする──が、マルクに目を向けるとそのまま摑みかかってきた。


「おい、これは一体どういうことだ！」


　何故いきなり絡からまれたのか分からなかったマルクは、優しく男の手を捻ひねってあげた。


「なにをお怒いかりなのかは存じませんが、人にものを尋たずねる態度には思えませんね」


「痛だだだだだだだごごごめんななさい！」


　少しやり過ぎたかとマルクが手を放してやると、男は踏鞴たたらを踏ふんだ。


「あ、わ、悪い。車しや掌しようじゃなかったのか」


　列車に乗り慣れていない人間にとっては、燕えん尾び服ふくも車掌の制服も似たように見えるのかもしれない。


　なにも腕を捻り上げる必要はなかった。マルクは自分が今、苛いら立だっていると自覚した。


「いえ、こちらも失礼いたしました。それで、ずいぶん騒がしいようですがなにかあったのでしょうか？」


「お、おう。列車が駅に止まらなかったからよ」


「止まらなかった？」


　男は神妙な顔で頷いた。


「もう、二つも通り過ぎてるんだ。で、どうなってるのかって車掌を捜さがしてるんだがな」


「いないのですか？」


「少なくとも、向こうにはいないみたいだな。あとはそっちの一等と特等なんだけどよ」


　マルクはふむ、と腕を組んだ。


　──〈鉄人〉は無差別殺人を好みます。


　二駅も通過したということは、この列車も過か剰じように加速している可能性がある。いや、加速しているだろう。先ほど外を見ただけでもそう感じた。カーブで脱だつ線せんでもすれば、ただでは済まない。状じよう況きよう次第では本当に乗客全員が殺されるだろう。


　この国には山というものがほとんど存在しない。西に一つ、この大陸を断ち割るように南北へ延びる岩山──カリバーン山脈以外は、荒野しかない。上り坂が減速を促うながしてくれることもない。一度加速すると、自然に減速することはほとんどない。


　単純にして確実なやり口。そしてヴィンセントの能力ならば衝しよう突とつの衝しよう撃げきにも生き残ることだろう。頭を潰つぶされて生きているような生き物なのだから。


　──これは今回のやり方なのですね。


　マルクは丸メガネを押し上げると、男に礼を述べた。


「事情は分かりました。もう一度お訊ききしますが、先頭車両にも車掌はいらっしゃらなかったのですね？」


「先頭って言っても機関車両は入れねえからその前までだけどよ」


　この特急は蒸気機関車に牽けん引いんされている。終着駅で機関車両を前と後ろに連結し直すのだ。そちらは一いつ般ぱん車両との間に石炭車両が連結されているため、通路が繫つながっていない。


　──では〈鉄人〉の行き先もそちらでしょうね。


　ただの脱線事故では助かる人間が出てくる。谷間に落とすなりどこかにぶつけるなりという手段を考えているはずだ。そこまで列車を止めぬため、そして加速させるために機関室を押さえているはずだ。


「しかし、車掌がいないのはどういうことでしょうね……」


　列車に乗務する車掌は一人ではない。ヴィンセントに始末されたのかもしれないが、それが人目につかなかったとは考え難い。


　マルクが考え込んでいると、男が言いにくそうに口を開いた。


「それなんだけどよ……。後ろの車両を見に行って、そのまま帰って来ないらしいんだ」


「後ろの車両？」


「ああ。元々後ろの車両で銃じゆう声せいがしたらしいんだ」


「銃声ですって？」


　マルクたちは気づかなかった。


　後部車両は一等と特等である。マルクはヴィンセントが特等車両に侵しん入にゆうする前に排はい除じよした。その向こうでもセリアが巡じゆん回かいしていたのだ。人が殺されているのに気づかなかったとは思えない。


　──〈鉄人〉の凶きよう行こう以外にも、なにかが起こっているのですか……？


　車掌が帰ってこないという後部車両には、エルミナとカナメがいる。そして、エルミナはまた眠りに苛さいなまれ、身動きが取れない。カナメは一人でエルミナを守らなければならないことになる。


　しばし悩なやんでから、マルクは首を横に振った。


　──カナメたちがトラブルに巻き込まれているというならば、なおさら列車を止めなければなりません。


　カナメが身動きが取れない状態ならば、マルク以外の誰だれが列車を止めるのだ。セリアとて様子がおかしいというのに。





　マルクはもう一度男に礼を言ってから通路を進む。騒ぎに気づいてウロウロしている客の合間を縫ぬっているとなかなか進めない。列車が揺ゆれる度に他の客にぶつかり、マルクはメガネが傷つかないよう、必死で守らなければならなかった。


　──これは、ヴィンセントのように屋根に上った方が早いかもしれませんね。


　そう考えて、マルクはセリアのことを思い出した。


　セリアは車両内を捜していた。マルクよりも先に異常に気づいているだろう。そして状況を考えればすぐにマルクと同じ結論に至るはずだ。


　つまり、セリアも機関車両に向かっているのだろうが、今のマルク同様先に進めなくて苦労しているはずだ。


　──これは、都合が良いかもしれませんね。


　今はセリアも思い直してくれたが、〈鉄人〉を前にすればまた暴走するかもしれない。セリアの仇かたきをマルクが討っては逆に殺されかねないが、〈狭はざ間ま猫ねこ〉を説得できればセリアを止められる。


　マルクの考えが正しいならば〈狭間猫〉は、セリアの仲間だった人間である。彼女が生きていると知れば、セリアの復ふく讐しゆうする理由もなくなる。


　そう考えながらもようやく車両を抜ぬける。さすがに風も冷たくなってきたこの季節、異常を感じたとはいえ、ここをうろつく物好きはいない。


　屋根によじ登ろうとして、マルクはポケットの中から銀時計を取り出した。時間を確かめると短針は三を、長針は六を指していた。午後三時半である。ワイアット号が走り始めて二時間半が経過していた。


　銀時計を大切にしまってから、マルクは屋根によじ登る。風が強い。息が詰つまるほどの強風が吹ふき抜ける。これはやはり相当な速度に達しているはずだ。


　──この列車の平均時速は90オーシクでしたね……。


　最高速度になると１３４オーシクまで出るという話だが、それ以前にカーブは１００オーシクも出ていれば転てん覆ぷくする。この辺りに急なカーブはないはずだが、それでも周囲に森や建物などの遮しや蔽へい物が存在しないため、常に強風に煽あおられる場所である。列車は条件が悪ければ70オーシクでも転覆するという話だ。


　陽ひは傾かたむき始めており、西の空が薄うすい赤に染まっている。あと数時間で夜が訪れる。夜になれば、マルクの能力は制約が外れ、列車の中でも能力が行使できる。


　──ですが、そこまで待つわけにはいかないでしょうね。


　マルクの記き憶おくが確かならば、あと三時間ほどで列車はカーネギーという都市にさしかかる。あの街の駅は鋭えい角かくに曲がっており、速度を落とさずに突とつ入にゆうすれば脱線してプラットホームに衝突する。それまでに決着をつけなければならない。


　そこまで考えて、マルクは自分が笑みを浮うかべていることに気がついた。


　状況は最悪である。敵は契けい約やく者が二人。いつも背中を任せてきた相棒カナメを頼たよるわけにもいかず、能力も使えない。おまけに三時間という時間制限までかかった。


　だというのに、マルクは愉ゆ快かいで堪たまらない気分だった。


　──これは、なかなかやり甲が斐いがありますね。


　エルミナとカナメ。どちらも愛しいと思う少女。カナメから告白され、マルクが抱いだく気持ちはエルミナと同じものになってしまった。


　今は会えない。二人が屋や敷しきに戻もどるそのときまで、マルクは姿を見せてはならない。同じ場所にいるというのに、触ふれることも声を交わすこともできない。


　存外に、辛つらいものだった。どちらの少女も、同じ屋敷の中でとても近くにいられたというのに、愛しいという気持ちを自覚したとたん、大きな隔へだたりができた。


　それでも、マルクには彼女たちのためにできることがある。彼女たちが無事目的地にたどり着くため、邪じや魔まな障害を排除するという実にやりがいのある仕事である。なかなか悪くない気分だった。


　屋根の上は車両内以上に揺れが大きく、足場も平へい坦たんではないので、ふとした拍ひよう子しに足を滑すべらせかねない。そこに強風が煽ってくるのだ。真っ直ぐ立って歩くこともままならなかった。


　それでも、車両の中を進むよりはいくらか早い。中ちゆう腰ごしで歩を進めていたときだった。


　前方に一つの人ひと影かげが見つけられた。マルクが気づくのと同時に、向こうもマルクに気づいたらしく、振ふり返かえってきた。


「…………………………」


　それは、今一番会いたくない人物だった。マルクが硬こう直ちよくしていると、相手はなにかをたぐり寄せるように腕うでを振るう。そして──


「うわあ？」


　マルクは、車両一つ分ほど宙を舞まった。屋根に叩たたきつけられ、そのまま転げ落ちそうになって慌あわてる。


「何用？」


　ひたすら迷めい惑わくそうにそう言ったのは、セリアだった。どうやら彼女も車両内を進むことを諦あきらめ、屋根に上っていたらしい。


　マルクは苦虫をかみつぶしたような顔をしながらも、微び笑しようを浮かべるよう、努力する。


「ええっと、セリアさん、このようなところでなにをしていらっしゃるのでしょうか？」


　セリアは前方を指さす。


「列車不停車。〈鉄人〉機関車両占せん拠きよ」


　──やはりそう考えますよね！


　マルクは肩かたを落とした。今さらセリアを止めようとしても、逆にマルクが列車からたたき落とされるだけである。


　嘆たん息そくしながらも、まだ失敗したわけではない。


「セリアさん、先ほど一つ訊き忘れていました。あなたは、誰を失ったのですか？」


　マルクの問いに、セリアは苛立ちを顕あらわにした。


「執事バトラー。無関係」


　マルクには関係ないと言いたいらしい。マルクは首を横に振る。


「いいえ、関係あります」


「何な故ぜ？」


「先ほども言いましたが、あなたが仲間だからです」


　そう答えると、セリアはキョトンとして瞬またたきをした。それからポケットに手を入れる。


「いえ、真ま面じ目めに言っているのですって」


　またなにか投げつけられるのだろうと察したマルクは先にそう制した。


　セリアはつまらなさそうに手を出すと──逆に何故いつも楽しむのかを問いたい──しぶしぶと言った様子で口を開いた。


「子犬みたいな子でした。たった一度、気まぐれで助けただけで命の恩人だと、ずっと私の後ろをついてきていました」


　──やはり……。


　マルクの疑ぎ惑わくは確信に変わった。


「もしも……もしも、ですが、その方が生きているとしたら、どうされますか？」


　そう訊くと、セリアはピクリと肩を揺らした。マルクはそれを確かめてから口を開く。


「この列車の中で、それらしい方に会いました。セリアさん、あなたを捜さがしていました」


　セリアはその表情になにかを期待するような色を浮かべたが、すぐに首を横に振った。


「あり得ません」


「事実です。私やエルミナと同年代で、いささか奇き妙みような格好をしていましたが、クルクルとした髪かみの女の子です。名前は訊きそびれてしまいましたが、あなたの元に必ず戻ると、そう仰おつしやっていました」


　そう言うと、セリアはマルクの口を人差し指で塞ふさいだ。先ほどヴィンセントを始末しようとするセリアに、マルクがやったことである。やり返されてしまった。


　それから、セリアはやはり首を横に振った。


「リオは、女の子ではありません」


「はい？」


「リオ……私が言っている子は、男の子です」


　マルクは、自分の耳を疑った。そして、愕がく然ぜんとした声を漏もらす。


「そんな……」


　確かにセリアの仲間だと思ったのだ。あの少女はセリアに会いたがっていたのだ。


　マルクが肩を落としていると、セリアにしては珍めずらしい──いや、マルクに対しては珍しい──微笑を見せた。


「心配しなくとも、もうこの列車を壊こわしはしません。それに、エルミナちゃんの食事も作りに戻ります」


　どうやら、無理に励はげまそうとしているのだと思われたらしい。それから、マルクの頭をポンポンと撫なでた。


「心配するならば自分のことを心配した方が良いです。能力が使えないのでしょう？」


「────っ！」


　マルクは分かりやすく動どう揺ようしてしまった。カナメの前でも微み塵じんも気取らせなかったというのに、見み抜ぬかれてしまった。


　セリアはクスクスと笑う。


「あれだけ立ち会えば、能力の制約くらいは分かります」


　確かに、マルクとセリアが交戦した回数は多い。そして、戦う度にセリアは新しい手を編み出していた。好敵手というならば、セリアこそがそうだった。


　マルクが閉口していると、セリアはようやく前を向いた。


「リオが生きているならば、きっとまた別の誰かのために走り回っているでしょう。そういう子でした」


　懐なつかしむような言葉とは裏腹に、どこまでも悲しい声音だった。本当に、大切にしていたのだろう。


　そして毅き然ぜんとした声でこう言った。


「〈鉄人〉は私がやります。マルク君は列車を止めてください」


　それは、マルクが初めて見た──他の使用人に対しては普ふ段だんから見せていたが──笑顔だった。


　──私が、心配するようなことではなかったのですね……。


　セリアは、もう大だい丈じよう夫ぶのようだ。〈鉄人〉と相対しても怒いかりに我を失うことはないだろう。それから、マルクは〈鉄人〉と行動をともにする少女のことを思った。


　──助けが必要、というならばあちらの方でしたか。


　セリアは違ちがうと言ったが、彼女がセリアの知り合いであることは間ま違ちがいない。


　マルクはすでに彼女に二度も助けられている。放ってはおけない。ヴィンセントが目的を果たせば──この列車で衝しよう突とつ事故を起こせば──彼女はそれをヴィンセントのせいとは考えないだろう。


　事故を起こして絶望する前に、止めなければならない。


　と、そのとき列車が大きなカーブを通過した。フワリと体が浮いたような感覚とともに、車体が僅わずかに傾いた。


　車輪が浮いたのだと、分かってしまった。セリアと顔を見合わせると、マルクは呻うめくように呟つぶやいた。


「どうやら、急ぐ必要があるようですね」


　この程度のカーブで片輪が浮くようでは、カーネギーにたどり着く前に脱だつ線せんしかねない。





　すれ違いに気づけぬままに、列車は駆かけていく。


　その先に、道がないことさえ知らぬままに。
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「やはり、いますね」


　客車の先頭までたどり着いたマルクは、苦々しくそう呟いた。


　先頭車両は機関車である。そこに燃料である石炭と水を積せき載さいした炭水車が連結されている。先ごろラチナスの方では、石炭に代わる液体燃料を使用したディーゼル機関というものが発明されたらしいが、まだまだ実用には至っていない。


　炭水車の陰かげから覗のぞくと、機関車両には大きな人影が見受けられた。機関士や車しや掌しようには見えない。ヴィンセントだ。その頭部はユラユラと揺ゆれており、燃料の石炭でも補ほ充じゆうしているのか、なにか作業をしているのが分かる。


　それを確かめてからセリアに視線を向けると、向こうも一つ頷うなずいた。


　セリアがまともに能力を使えば──〈魔ま弾だん〉を撃うち込めば、機関車両に甚じん大だいな被ひ害がいが出てしまう。それで止められれば良いが、制動機ブレーキを壊してしまう場合もある。それ以前に衝しよう撃げきで脱線させてしまう可能性も低くない。


〈鉄人〉を機関車両から引きずり出すのが必ひつ須す条件だった。そして、セリアにとってそれは実に簡単な要件だった。


　炭水車の脇わきにはパイプ製の足場が存在する。走行中はそちらから機関車両に行き来するのだ。この速度の列車で小さな足場を通るのはなかなか勇気のいることだが、マルクは息を整えてから足をかける。


　思いの外、揺れが激しい。正直なところ、捕つかまっているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。これはすでに最高速度１３４オーシクに達しているかもしれない。


　──ですが、こんなところで手間取っているわけにはいかないのです。


　炭水車の縁ふちに手をかけ、マルクは一歩ずつ慎しん重ちように進み始める。揺れだけでなく、風も横よこ殴なぐりに襲おそってくる。せめてこの半分の速度で走っていてくれたならば、もう少し楽だったろうに。


　それでもいずれは終わりが来るものである。機関車両にマルクの手が届いた。


　マルクが炭水車を渡わたりきるのを確認して、セリアも炭水車の上に飛び乗る。なにかをたぐり寄せるように手を伸のばし、そして──


「──なにが起こったんだあぁぁぁぁあ？」


　ヴィンセントの悲鳴が愉ゆ快かいに響ひびいた。同時に車両が大きく揺れ、危うく線路へ放り出されそうになる。


　セリアの能力は引力と斥せき力りよくである。対象の大きさに影えい響きようは受けるものの、純然な力比べならばマルクのそれよりも上だった。


　機関車両の壁かべを突つき破やぶって引きずり出されるヴィンセント。衣服は破れ、ガラスの破片があちこちに突き刺ささっている。鋼鉄の体ゆえ、さして打だ撃げきはうけていないはずだが、戦う前から無残な姿だった。


「うぐおぉぉ……い、痛え、い、一体、なに──ぎゃあっ！」


　なにが起きたかも理解できないヴィンセントに、セリアが〈魔弾〉──足下に転がっていた石炭──を撃ち込む。


　セリアは本来、接近戦が苦手である。彼女の能力は物体を加速させることで真価を発揮する。近きん距きよ離りでは威い力りよくが乗せられないのである。が──


「転がっていないで立っていただけますか。あまり重要な部位を撃ち抜ぬいて早死にさせたくありません」


　現状に於おいては、非常に有効のようだ。セリアは威力の低い〈魔弾〉を心ゆくまで撃ち込む。その都度ヴィンセントが無様な悲鳴を上げる。もはや〈鉄人〉の命運は尽つきているとしか思えない。


　──ですが、あれは通常の人間とは思考が異なります。


　追おい詰つめすぎると予測のできない行動に走りかねない。セリアは仕留められるだけの能力を持ちながら、マルクが列車を止めるまでの時じ間かん稼かせぎに徹てつしてくれている。


「まだ手足をもいだだけです。その程度で死にはしないでしょう？　早く立ちなさい」


　……そう、時間稼ぎ、のはずである。


　耳を覆おおいたくなる悲鳴に身み震ぶるいしながらも、マルクは機関室を覗き込む。顔を焼くような熱気が襲ってきた。換かん気き……というより、熱気を逃にがすためだろうか。窓にガラスは嵌はまっていなかった。どうやら石炭室は最大まで燃焼されているらしい。


　機関室の中では、〈狭はざ間ま猫ねこ〉が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。突とつ然ぜんの出来事に呆あつ気けに取られているらしい。それでもようやく我に返ったのだろう。スカートを翻ひるがえし、愛用の大おお鎌がまを組み立て始める。


　瞬またたく間まに鎌を組み立てると、少女は己の契けい約やく精せい霊れいに呼びかけた。


「誘いざなえ──〈ニーア・ヴー〉」


　ニアァァァァァァ──猫ねこの鳴き声が響くが、その前にマルクは動いていた。ガラスのない窓に手をかけて体を持ち上げると、振ふり子この要領で足から飛び込む。


「──させませんよ！」


　機関室から飛び出そうとした〈狭間猫〉の大鎌を、マルクは踏ふみつけて止めた。


　少女が、驚きよう愕がくに目を見開いた。当然だろう。能力を使っている最中に攻こう撃げきされたことなど、恐おそらくは初めてに違いない。


「どうして……」


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、怯おびえる少女にそっと微笑ほほえみかけた。機関室の熱気で瞬く間に汗あせが流れてくる。


「不思議でしょうか？　私が動けることが」


　背後では、セリアがヴィンセントをなぶり続けているはずだ。そのはずなのだが、ヴィンセントの悲鳴がピタリと止んでいた。


「相手の時間……いえ、認識を止めるのが、あなたの能力ですね〈狭間猫〉」


「──っ！」


　少女は大きく息を呑のんだ。そしてそれこそがマルクの推測が正しかった証しよう拠こだった。


　セリアもヴィンセントも、時間を止めたように動きを止めていた。やがて、セリアが再び〈魔弾〉を撃ち込み、ヴィンセントが悲鳴を上げる。彼らは自分たちが止められていたことにも気づいていない。


「初めは、空間跳ちよう躍やく能力かと思いました。あなたはとうとつに現れ、とうとつに消える。『鏡の世界のアリア』に出てくる〈狭間猫〉のごとくね」


　マルクの間合いに、まったく気取られずに現れ、そしてヴィンセントを移動させた。


　だが、その都度奇き妙みようなズレた感覚が纏まとわり付いていたのだ。


「気がついたのは、あなたが私の手を振り払はらったからです。私にはそれが意識できなかったというのに、手にはその感覚が残っていました。あなたに空間跳躍能力があるならばそれはおかしい。そして──」


　マルクは己の主のことを思い浮うかべた。


「〝時間を止める〟という能力は、一個人の契けい約やく者が支し払はらえる〝対価〟で手に入る力ではありません」


　それは、すでに証明されたことだった。現存する契約者の頂点は〈アルス・マグナ〉を操り、契約の〝対価〟という法則を超こえた超ちよう越えつ者──エルミナ姉妹である。


　その彼女たちでさえ、時間を戻すことはもちろん、止めることもできなかった。完全に止めることができたならば、エミリオが死の危機に晒さらされることもなかったのだから。


　つまり、時間を止めるという能力は存在しない。


「ならば、人間の認識を止める催さい眠みん術じゆつのような能力なのではないでしょうか。だとすればなにかしらの〝制約〟が存在するはずです」


　強力な能力ほど、厄やつ介かいな制約がついているものである。マルクが列車の中では能力が使えないのと同じように。


「あなたの制約はなんなのか。真っ先に思いつくのはあの奇妙な猫の鳴き声でした。〝音〟が能力の媒ばい体たいなのではないでしょうか。ならば聴きかないように耳を塞ふさげばいい」


　そう言って、マルクは自分の耳を塞いだ。たった今、少女の能力を破ったのと同じように。それだけで、無効化できてしまう能力だったのだ。


「あなたは、私の前で能力を使いすぎたのです」


　列車という舞ぶ台たいも彼女にとっては不利だったのだろう。生き物の認識時間は止められても、列車は止められない。高速で流れていく周囲の景色が違い和わ感かんを伝えてくる。それに風と列車の騒そう音おんが鳴き声を搔かき消けしてしまう。そうでなければ、マルクは今も能力を見破れずにいたかもしれない。


　少女は大鎌を引き、マルクから距きよ離りを取る。


「どいてください。自分はヴィンセントを助けなければなりません」


「目を覚ましなさい。あなたが本当に助けるべきなのは誰だれですか？　ヴィンセントはただの殺さつ人じん鬼きです。あなたが命をかけてまで守る価値のある人間ではありません」


「それは関係ありません。恩には恩を以て報いる。それがランチェスター家の家訓です」


　あまりの頭の固さにマルクは閉口しかけたが、セリアが口にした名前を思い出した。


「リオ」


　少女は、分かりやすく動どう揺ようしてくれた。


「自分は、名前を名乗ったのでしょうか？」


　マルクは首を横に振った。


「やはり、あなたがリオなのですね？　セリアさんの仲間だった」


　少女は躊ちゆう躇ちよする仕草を見せたが、すぐに頷いた。マルクはホッと胸をなで下ろした。何な故ぜセリアが彼女を男だと称しようしたのかは分からないが、誤解は解けそうである。


「セリアさんは、あなたが死んだと思い込んでいます。そしてあなたのことを今でも大切に思っているようです」


　少女──リオが動揺しているのは明らかだった。それでも躊躇ためらうような声を漏もらす。


「ですが……」


「ですが、ではありません。あなたが知るセリアさんは、あなたがヴィンセントのような男の言いなりになっていることを許す方でしたか？」


　そう言うと、とうとうリオは大鎌を下ろした。


「セリアさんは、怒おこると思います」


　戦意消失を確かめ、マルクは心の中でホッと胸をなで下ろした。


　リオが、窺うかがうような視線を向けてくる。エルミナやカナメのそれとはまた異なるが、この少女は恐ろしく愛らしい容姿だった。アイシャが大きくなればこんな感じになるかもしれない。


　思わず動揺しながらも、マルクは毅き然ぜんとした態度を保つ。


「あの、セリアさんは近くにいるのですか？」


　マルクは苦笑した。


「後ろで暴れているのがそうですが」


　ヴィンセントの悲鳴は未だに続いていた。さすがにリオも絶句する。


「その前に、一度列車を止めましょう。この列車は停車駅を過ぎて暴走しています。このまま駅に突っ込めばどれだけ被ひ害がいが出るか見当もつきません」


　機関士が見当たらないところを見ると、やはり始末されたのだろう。列車から放り出されたのかもしれないが。


　そう説明すると、リオも緊きん張ちようした表情を見せた。


「わ、分かりました。でも、どうやって止めるのですか？」


「ブレーキがあるはずです」


　マルクも列車の運転席を見るのは初めてだが、機器にはそれぞれ名めい称しようが記されている。制動機ブレーキのレバーはすぐに見つかった。


　レバーに手をかけて、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「……動きません」


「ええっ？」


　両手を添そえて力ちから一いつ杯ぱい引いてみるが、レバーはびくともしなかった。


　──やられました。


　ヴィンセントの能力ならば制動機ブレーキに細工を施ほどこすことくらいは簡単だろう。動かないように融ゆう解かいさせたらしい。無差別殺人に徹てつ底ていしているあの男ならば、細工もレバーだけには留とどまらないだろう。


　──いいえ。他にも止める手段……それがなくとも、減速の手段くらいはあるはずです。


　機関車は蒸気の圧力で動いているのだ。圧力弁を解放すればシリンダーも止まるのではないか？　あるいは圧力となっている水自体がなくなれば停車せざるをえないのではないだろうか？


　操作盤ばんを調べ、思いつく限りのことを試してみるが、どの機器も破は壊かい、あるいは溶よう接せつされており、動かすことはできなかった。そうしている間にも、列車の加速は続いていく。最高速度を超えかねないほどに。


　──能力を使えれば、機関車ごと破壊することもできるというのに……！


　今のマルクに列車を止める術はない。生物しか止められないリオも同様である。


「仕方がありませんね。ヴィンセントに止めさせましょう」


　ヴィンセントには痛覚──幻げん肢し痛がある。脅きよう迫はくは簡単である。





　炭水車に身を乗り出すと、ヴィンセントの顔が転がってきた。見事に整えられていた前まえ髪がみは見みる影かげもない。手足は一応くっついているものの──何度も再生した跡あとが残っている──すでに千切れかかっており機能しているようには思えない。


　身震いしていると、セリアもマルクに気づいたらしい。


「機関車。停車開始？」


　マルクは首を横に振ふった。


「ブレーキが壊こわされています。この男に止めさせましょう」


　セリアは頷うなずくと、足下に転がる石炭の一つを能力で浮ふ遊ゆうさせる。それから──躊躇なくヴィンセントに叩たたき込む。


「ぐぎゃあっ？」


「機関車。要停車」


　セリアの冷れい淡たんな声に、ヴィンセントがガタガタ震ふるえる。


「〈狭はざ間ま猫ねこ〉！　助けてくれ。こ、殺される。いやもう殺してくれ！」


　セリアの拷ごう問もんはよほど恐ろしかったのだろう。最強がどうとか言っていたヴィンセントは見る影もなかった。


　助けを求められるが、リオは首を横に振った。


「ヴィンセントは自分の恩人です。殺すことはできません」


　方向性の狂くるった無情なひと言に、とうとうヴィンセントが嗚お咽えつを漏らした。





　そして、それはリオとセリアが再会した瞬しゆん間かんだった。





「リオ……？」


　セリアの声に、リオが首を傾かしげた。


「誰ですか？」


　リオの反応が理解できず、マルクは頓とん狂きような声を上げた。


「だ、誰って、セリアさんですよ。あなたが捜さがしていた」


　しかしリオは首を横に振る。


「セリアさんはまだ十六歳です。この人はセリアさんにとてもよく似ていますが、セリアさんではありません。セリアさんのお姉さんでしょうか？」


　──十六歳……？


　マルクは、二度目に再会したとき、リオがそれまでのことを覚えていなかったことを思い出した。


　ひと月前、エルミナが記憶喪失──厳密には違ちがったのだが──になったことがあった。そのときのエルミナは失った記憶の分、数年前の性格に立ち戻もどっていたのだ。リオも同じなのではないだろうか。


　──対価でしょうか……。


　リオの能力は、契約者の中でも相当強力な部類のものである。対価もそれに比例して大きいはずだ。


　そう推測していると、セリアが呆あきれたようなため息を漏らした。





「その服……まだ着ていたのですね。同性の私が見てもムラムラとするほど似合っています。罪作りですね」





　とてもセリアが口にしたとは思えない言葉に、マルクは自分の耳を疑った。そして、それにリオが過か剰じように反応した。


「こんな格好で春情を燃やされても嬉うれしくないです！　あと自分は男です。男だって何回言ったら分かってくれるんですか！」


「男？」


　マルクは思わず口に出して驚おどろいてしまった。


　──男？　この方、今自分が男だと仰おつしやったのですか？


　女装した男性と言えば、マルクは兄のクリスを思い浮うかべてしまう。厚あつ化げ粧しようで美女と呼べる顔は形成しているものの、体格はマルクのそれよりしっかりしている。女性と呼ぶには苦しい。


　それがリオの場合は、線も細く色も白い。化粧メイクをしているわけでもないのに美少女と呼べる顔立ちである。ドレスも奇き妙みような紙片こそ貼はり付つけているものの、見事に着こなしているのだ。これで男などと言われても信じられない。


　困こん惑わくするマルクを余よ所そに、リオはハッとした顔をした。こういう言動で本人だと認識できてしまうのは、なにかがおかしいと思う。


「セリアさん……なんですか？　でも、なんで……」


　セリアは悲しげに微笑した。


「覚えていないのですね。リオが私の前からいなくなって、もう四年も経っています」


「そんな……」


　リオが、愕がく然ぜんとした声を漏らす。


「どこまで覚えているのですか？」


「セリアさんといっしょに、炭鉱に行きました。〈精せい霊れいの器〉があるんだって……。そこで……それから、分かりません。気がついたら、この列車に乗っていました」


　セリアは、落らく胆たんとも安あん堵どともつかぬ吐と息いきを漏らした。


「あの炭鉱は崩ほう落らくしました。リオは私の代わりに岩に押おし潰つぶされました」


　リオの右手と右足は義ぎ肢しである。恐おそらくセリアはその潰された手足を見て死んだと思ったのだろう。


「生きて、いたのですね……」


　セリアは、ベルトから装そう飾しよく品を取り出した。革製のポケットに長い紐ひもがついたものである。しばらく考えて、マルクはそれが投石器だと理解できた。


　──思い出の品かなにかでしょうか……？


　投石器などを取り出した意味が理解できず、マルクがそう考えていると、セリアは再び足下から石炭の一欠片をたぐり寄せる。石炭は命じられたように投石器に装塡された。





　そして──ヒュンッ──投石器が、風を裂さいて弾だん丸がんを射出した。





「うあっ？」


　セリアの〈魔ま弾だん〉が、リオを襲おそっていた。


　リオが、悲鳴を上げた。攻こう撃げきされるなど、夢にも思わなかったのだろう。とっさに飛び退き致ち命めい傷しようは避さけたようだが、躱かわしきれず〈魔弾〉が足を掠かすめていた。


「お、お待ちなさい。セリアさん、あなたはなにを──」


　言いかけて、セリアの瞳ひとみを覗のぞいてしまった。そこには、契けい約やく者の暗い翳かげが色いろ濃こく揺ゆれていた。


「何な故ぜ、生き残ったのですか」


　そう言って、また〈魔弾〉を撃うち込む。


「おやめなさい──っ？」


　セリアを止めようとマルクは前に出るが、立たち塞ふさがる間もなく地面に押しつけられてしまう。能力で圧力をかけられたのだ。


　一方、突とつ然ぜん攻こう撃げきされたリオの方は、ひたすら困惑した声を上げていた。


「ど、どうしてですか。どうしてこんなことをするんですか！　自分は……自分がセリアさんの前からいなくなったからですか？」


　セリアは首を横に振った。


「あなたは、あのときあの場所で死ぬべきでした」


　そして、また躊躇ためらうことなく〈魔弾〉を撃ち込む。このままではやられる。そう感じたのだろう、リオが大おお鎌がまを抜ぬいた。


　──どうして、こんなことになっているのです……！


　マルクは、セリアの暴走を止めたいと思った。マルクの説得で思い直してはくれたようだったが、抱かかえ込んだ闇やみが消えたわけではない。その闇が晴れるかもしれないならば、手を貸したいと思った。


　お人好しで、悪党のヴィンセントですら助けようとしてしまうリオを助けたいと思った。弱みを握にぎられ、望まぬ悪事の片棒を担がされる重荷から解放してやりたかった。


　二人が再会すれば、全てが丸く収まるのだと、そう考えた。


　だというのに、何故この二人が戦っているというのだ。


　セリアは〈鉄人〉に撃ち込んだ〈魔弾〉をリオに向かって撃ち、リオは守りたいと言ったセリアに大鎌を向けている。


　セリアが干かん渉しようできるのは一度に一つの対象だけである。〈魔弾〉を使った時点でマルクの拘こう束そくも解かれていた。


　投石器から撃ち出される〈魔弾〉は、近きん距きよ離りといえど確かな威い力りよくを持っていた。あれだけの力がありながら、何故今まで使わなかったのか。


　疑問は後から後からこみ上げるが、マルクは立ち上がるとセリアの腕うで──投石器を摑つかんで止める。


「おやめなさい。大切な人ではなかったのですか？　一体なにがあったというのです！」


　今のセリアには、〈鉄人〉に復ふく讐しゆうしようとしたあのときよりも、鬼き気き迫せまるものがある。本当に、リオを殺すつもりなのだ。


　セリアがマルクを睨にらみつける。それで対象をマルクに定めたのだろう。暴風になぶられたかのような圧力が襲いかかる。


　マルクはそれをセリアの両腕を摑むことでなんとか堪たえた。


「離はなしません。私はあなたを屋や敷しきに連れ戻すと言いました」


　マルクを睨ねめ付けたセリアの瞳には、憎ぞう悪おではなく哀あい憐れんの色が浮かんでいた。彼女はなにかの怨えん恨こんで攻撃しているわけではないのだ。


　執しつ拗ように食い下がるマルクに、セリアは苛いら立だちと苦く渋じゆうの入り交じった瞳を向ける。


「邪じや魔ま。退去」


「お断りします」


　ここでセリアを離してはならない。理り屈くつではなく、直感的にそう感じた。


「どうしてもというならば、理由を話してください。リオのことを語るあなたは、寂さびしそうでしたが幸せそうでした」


　セリアが唇くちびるを嚙かみしめた。それから、悲痛な声音でこう言った。


「リオは〈狭間猫〉です」


　リオが〈狭間猫〉──そんなことは初めから分かっている。マルクは眉まゆを顰ひそめ──そして、セリアが言わんとしていることを直感してしまった。


　マルクはリオを振り返かえる。──四年間の空白──それを覚えていないリオ。


「まさか……」


　セリアが〈鉄人〉を追ってきたのは、〈狭はざ間ま猫ねこ〉の行動が〈鉄人〉のそれに酷こく似じしていたからである。そして、実際にヴィンセントの隣となりにリオはいた。


　四年間、リオはヴィンセントと行動をともにしていたのだ。無差別殺人を好むという〈鉄人〉の傍かたわらに。


　つまり、リオも〈狭間猫〉としてヴィンセントの凶きよう行こうに協力してきたのだ。


　──初めから、手て遅おくれだったというのですか？


　セリアの言う通り、リオは生き残るべきではなかったのだ。ヴィンセントの凶行に荷担してしまうくらいならば。


　腕の力がゆるんでしまった。その隙すきに、セリアはマルクの手を振ふり払はらう。


「撃ち抜け──〈ルー・グー〉！」


　動どう揺ようしていたマルクは、それを止められなかった。〈魔弾〉は真っ直ぐリオに迫せまり──


　バキンッ──その鎌に、打うち砕くだかれた。


「──っ！」


　セリアが息を呑のんだ。やはり、〈狭間猫〉は強い。動揺していても、それだけで後れをとりはしない。


「なにがあったのかは分からないですけど、自分はセリアさんに殺されるつもりはないです。自分を殺したら、セリアさんはその分苦しみます。自分が知ってるセリアさんは、怖こわいですけど誰だれよりも優しい人なんですから」


　リオは疑わない。なにがあろうともセリアを信じている。


　しかし真実に気づいてしまったマルクたちから見れば、痛々しいだけだった。彼女……いや彼は、自分の空白を理解していない。


　──どうします……。


〈狭間猫〉は強い。ヴィンセントのような三流相手ならばともかく、〈狭間猫〉ほど強力な契約者を相手に、接近戦が苦手なセリアでは勝ち目は薄うすい。


　マルクは頭を振った。


　──どの道、セリアさんにそういったことをさせるわけにはいきませんね。


　マルクが覚かく悟ごを決めるのと、リオが動くのは同時だった。


「誘いざなえ──〈ニーア・ヴー〉」


　リオがそう呼びかけたときには、マルクも耳を塞いでいた。


　投石器を振るおうとしたセリアがピタリと硬こう直ちよくし、大鎌を担いだリオが駆かける。その間に割って入るマルク。


「──っ？」


　と、リオはセリアではなくマルクに向かって突つっ込こんできた。


　対応が遅おくれたマルクはその体当たりをまともに受ける。炭水車の後方まで突き飛とばされ、マルクが呻うめいているとリオが上に乗ってきた。


「答えてください。あなたは知っているのでしょう？　何故セリアさんが自分を攻撃するのです」


「それは……」


　マルクには答えられなかった。マルクに向けられた瞳はとても真っ直ぐなものである。リオが無差別殺人に関わっているなどと、言えるわけがない。


「なにかやむを得ない事情がある。そうなんですよね？」


　その目はあくまでセリアを信じる目だった。


　──言えません……。


〈狭間猫〉は凶行を続ける〈鉄人〉の側にいた。この少女……いや、少年ならば、止められたはずなのだ。覚えていないで許される話ではないだろう。彼が記き憶おくをなくしているのは、その自責の念に堪えられなかったからではないだろうか。


　いずれにせよ、今目の前にいるリオはなにも知らない。自分の手が血まみれであることなど知るよしもなく──困っている人がいたら助けたい──そんなことを自然と口にできる人間なのだ。


　だから、セリアは彼を撃ち抜こうと考えた。なにも知らぬまま、死なせてやろうと。自分が恨うらまれることになろうとも、その恨みを背負おうと考えた。


　──ですが、それで良いのですか？


「うわ？」


　マルクはリオを突き飛ばした。


　直後、リオがいた場所で風が弾はじける。リオがマルクに気を取られている隙に、能力が解けたのだろう。セリアが〈魔弾〉を撃っていた。マルクが突き飛ばさなければ命中していた。


「執事バトラー」


　邪魔をするなという意味だろう。マルクは立ち上がり、セリアと睨み合う。


「言ったはずです。私はあなたを連れ戻もどすと。彼を殺してしまったら、あなたは帰ってこない」


　それから、リオに目を向ける。


「話します」


「やめて──」


　初めて聞く、セリアの懇こん願がんの声。にわかに狼狽うろたえながらも、マルクはそれを無視してリオに全てを告げんと口を開く。


　そのときだった。





「てめえら、俺を無視するんじゃねええええええええええええっ──〈メー・ヴー〉！」





　ヴィンセントが、咆吼していた。


　そして、足下の石炭が大きく蠢うごめく。


　炭水車──そもそも、列車という乗り物自体が金属の塊かたまりである。


　──炭水車そのものに干渉したというのですか……！


「下です！」


　叫さけびながら、マルクは飛び退く。セリアも華か麗れいに跳ちよう躍やくしてそれを回かい避ひするが、もう一人はそうはいかなかった。


「あ……！」


　リオが体勢を崩くずしていた。掠かすめただけとはいえセリアの〈魔ま弾だん〉を受けているのだ。義足に不調が生じたらしい。


　直後、足下から無数の針が突き出だす。割れたガラスのような針は、触ふれるもの全てを切きり裂さいてリオへと迫る。


　マルクは、針の合間を縫ぬってリオに駆け寄よる。突き出した針が頰ほおや腕、足を引ひき裂く。体中を切りつけられながらも、なんとかリオの体を抱えるも、勢いがありすぎて体勢を崩してしまった。


　ズルリ──車の屋根から足が滑すべった。


「カナ……セリアさん！」


　思わずカナメの名前を呼びそうになった。こういった状じよう況きように於おいても、マルクは彼女を頼たよってしまう。


　そんな自分に舌打ちをもらしながら、マルクはセリアに向かって手を伸のばす。彼女の能力ならば拾ってくれる。


　そう、思ったときだった。


　マルクに向かって手を伸ばすセリアの背中で、ヴィンセントが腕を振り上げていた。


「後ろです！」


「捕とらえろ──〈ルー・グー〉！」


　マルクの声が届かなかったのか、セリアはマルクの体を引き寄せる。そして、その背中を金属の腕が打ち据すえた。


　マルクに見えたのは、そこまでだった。


　ヴィンセントに妨ぼう害がいされたセリアは、マルクたちを引き上げることはできなかった。


　──セリアさん……！


　そして、高速で流れる地面が背中を打ち付けた。
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　ガラリ──足下が崩れ、セリアは小さな悲鳴を漏もらした。


「大だい丈じよう夫ぶですかセリアさん？」


　転びそうになったセリアの手を、リオが摑つかんでいた。もう片方の手にはランタンが揺ゆれている。


　小さな手。指も女の自分よりも細い。力などまるでなさそうだというのに、何故か今はその手がとても頼たのもしく感じられた。


　ここはとある街の片かた隅すみに存在する小さな炭鉱だった。開かい拓たく民に住処を追われたクーランが〈精せい霊れいの器〉──〈ニーア・ヴー〉を隠かくした、という情報を〝買った〟のだ。恐おそらく、逃にげ延のびてから回収するつもりだったのだろう。その機会は永遠に失われたようだが。


　その情報を手に入れたセリアは、一も二もなく直行した。


　──今度こそ、父に会えます。


　そう思いながらも、父との再会にさほど胸を躍おどらせていない自分に気づく。


　セリアはこの一年、〈精霊の器〉を追ってきた。だがそれはなんのためにだろう。父のため？　それとも──


　セリアは、そっと手を差し出した。


「手を出してください」


　首を傾かしげながらも、リオは右手を差し出してくる。その手に、セリアは自分の右手を重ねた。


「ここは暗くて危ないです。はぐれたら、大変だと思います」


　素っ気なくそう言うと、リオは顔中の筋肉を弛し緩かんさせて微笑ほほえんだ。しっぽがあったなら、きっと千切れるほど振ふっているのだろう。


「はい。セリアさん」


　リオの手はセリアのそれよりも小さい。だというのに、握にぎっていると何故か安心してしまう。温かい。そう、感じてしまった。思えば、一年も行動をともにしているというのに、リオと手を繫つなぐのは初めてだった。


「セリアさん」


　リオの声は固かった。セリアは上うわ擦ずりそうになる声を必死で抑え、極めて平静な声を返す。


「なんですか？」


「セリアさんは、どうして強くなれたんですか？」


「強くならないと自分の身は守れません」


「でも強ければ自分以外の人も守れますよね」


「そうかもしれません」


　そう答えると、リオは満足そうな笑みを浮うかべる。


「自分は〈精霊の器〉を手に入れたら〝なりたいもの〟があります」


　リオが〈精霊の器〉──力を手に入れたい──という話は何度か聞いた。しかし力を手に入れてなにをしたいのかは聞いたことがないかもしれない。


　セリアは、父の足取りを摑むために〈器〉を追っている。リオの理由というものにも興味が湧わいた。


「なにになりたいのですか？」


　リオは乙女おとめのように顔を赤らめる。衣服はセリアが買い与あたえたドレスなのだ。どこからどう見ても美少女だった。


「〈精霊の器〉には、凄すごい力があるのだと聞きました。自分がなりたいものは、力がないと駄だ目めなのです。自分は、強くならないといけないのです」


　そう語るリオは、確かに少年の顔をしていた。


　──こんな顔もできたのですか……。


　何故か胸が高鳴ってしまった。自分の顔が赤くなったのを感じた。セリアはここが暗いことに感謝した。でなければ、リオに乙女そのものの顔をしている自分の姿を見られてしまっただろう。


「どうかしましたか？」


　セリアが黙だまり込んでいることを不思議に感じたらしく、リオが顔を覗のぞき込んでくる。


「痛っ？」


　そんなリオの足を、セリアはギュッと踏ふみつけた。


「生意気です」


「酷ひどいですよセリアさん」


　情けない声を漏らすリオを見て、セリアはホッと胸をなで下ろした。


「リオは、リオのままで良いと思います」


　リオは驚おどろいたように瞬またたきをしたが、少し拗すねたように首を横に振った。


「それでは、自分の夢は叶かなえられないのです」


「リオの夢とはなんなのですか？」


　リオは乙女のようにはにかんだ顔をした。


「それは────」


　続きは、聞くことができなかった。


　セリアの手が急に重たくなった。見ればリオの手を握ったままである。それからもう一度リオに目を向けると、その腕うでは肘ひじから先がなくなっていた。





「あ、れ……？」





　そして、セリアとリオの運命は捻ねじれてしまった。
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　──そう。その子、エルミナっていうの──





　それは、子供の声に聞こえた。女の子だろうか？　どこか聞き覚えがあるような気がするのだが、ハッキリとは思い出せない。アイシャのそれに少し似ているが、違ちがう。あれくらいの歳の娘むすめに、知り合いなどいただろうか？


　朧おぼろがかった意識でぼんやり考えていると、なおも女の子は続ける。





　──いい。お前の頼みなら断らないの──





　誰だれと話しているのだろうか。女の子の声は外から聞こえるというのに、その相手と思おぼしき声はマルクの頭の中でざわざわと響ひびいた。上手く、聞き取れない。





　──楽しかった。お前と、この子に会えて。お前たちと話ができて──





　頭を、撫なでられたのが分かった。


　誰だろうか？　まともに働かない頭で必死に思い出そうとするが、女の子の正体は思い出せなかった。


　それから、女の子は凜りんとした力強い声でこう言った。





　──エルミナを守ってあげる──





　なんとか目を開けると、目の前で小さな灯りが舞まっていた。ゆらゆらと揺れるその灯りは、尖晶螢オルネイロに似ているように思えた。


　そして、頭の中にざわめく声が響く。謝罪と感謝。そして別れの言葉。





　──うん。〈クフ・リーン〉も元気で──





「〈クフ・リーン〉……？」


　マルクが目を開けると、見知らぬ男の顔が飛び込んできた。


「よう。起きたか〈黒衣〉さんよ」


　マルクは瞬きを繰くり返かえした。


　男は鋭えい角かくに尖とがったサングラスをかけていた。真っ白なスーツに身を包んでおり、身なりも良い。しゃがみ込んでマルクの顔を覗いているが、長身だろうことが窺うかがえた。


　どことなく、見覚えがあるような気がするが誰だろう。


「誰です……？」


　マルクがそう言うと、男はやれやれと言うように肩かたを竦すくめた。


「おいおい。勘かん弁べんしてくれよ。この俺が誰だか分からないっていうのかい？」


　そう言って完かん璧ぺきな歯並びを見せつけて微笑。その芝しば居いがかった仕草はどこかで見たような気がするのだが、やはり思い出せない。


　マルクが呻っていると、男はとうとう落らく胆たんしたように肩を落とした。


「いやほら、俺だよ俺。な？　分かるだろ？　頼むよ。分かるって言ってくれよ」


　後半は涙なみだぐんでいた。なにやら自分が悪いことをしているような気がして、マルクは必死で頭を働かせるがやはり思い出せなかった。


「〈神風〉。貴公が我が友と面識があるとは、初耳だな」


　こちらは露ろ骨こつに聞き覚えのある声だった。目を向けると、そこには真っ黒なドレスに身を包んだジェノバの姿があった。……おかしい。屋や敷しきを飛び出したときは使用人のお仕着せだったはずだが。背中にはもちろん棺ひつぎを担いでいる。


「ジェノバ……。どうしてここに──っ！」


　かがみ込むジェノバの前には、一人の少女──本当は少年らしいが──が横たわっていた。それを見て、ようやく頭がまともに動き始める。


「リオ！」


　マルクが声を上げると、〈神風〉と呼ばれた男もそちらに目を向ける。


「そっちの嬢じようちゃんは助かりそうかい、ジェノバ？」


　ジェノバは小さく肩を竦める。


「怪け我が自体はマルクよりも軽いさ。ただ、義ぎ肢しの方は我の専門外だ。どうにもならんな。あと、このものは男児さ。残念ながら黒を着こなす素質は見いだせぬ」


　見ればリオの義肢は完全にへし折れ無残な有りさまだった。どういう落ち方をしたのか、まだ意識を取とり戻もどす様子はない。


「男児……？　男児って男のことか？　冗じよう談だん……じゃないのか？」


〈神風〉は信じられないとでもいうように顔を覆おおった。


　マルクはジェノバに視線を戻した。


「何な故ぜあなたがここにいるのです？」


「なあ、〈黒衣〉。お前さん、今俺のことなかったことにしたよな？」


　そういうわけではないが、あれだけ異様な格好をしたジェノバの前には、男の存在感などオウマ並みに霞かすんで見えた。


「あ、いえ……」


　マルクが口ごもっていると、ジェノバは見事な黒くろ髪かみをたなびかせて立ち上がった。


「それを聞きたいのは我の方さ。友よ。カナメ嬢を追うのに、何故我を置いて行った」


「置いて行くもなにもあなたが勝手に飛び出していったのでしょう？」


「くふふ。人間だらけの街に入れず、屋敷に戻ったときには貴公はもういなかった。貴公の行き先はドミニク氏が教えてくれたが、誰もそこまでついてきてくれなかったさ！」


　ジェノバは血の色の瞳ひとみに溢あふれんばかりの涙を浮かべていた。よほど悲しかったらしい。


「当たり前でしょうに……」


　カナメに加え、セリア、マルクまで留守にしたのだ。屋敷の中は人手不足どころの話ではない。この上無断欠勤をしたジェノバの引率を買って出る暇ひま人じんは存在しない。


「ともかく、セリアさんを知りませんか？」


　マルクたちを助けようとして、セリアはヴィンセントの一いち撃げきを無防備に受けてしまった。ヴィンセントは契けい約やく者としては三流だが、能力が他に劣おとるわけではない。むしろ強力な部類である。セリアといえど、ただでは済まなかったはずだ。


　ジェノバは首を横に振ふる。


「いや、我が見つけたのは貴公ら以外では、機関士を名乗る人間が一人だけさ」


　機関士──ヴィンセントが機関車両を占せん拠きよした際に排はい除じよされたものだろう。ジェノバの口ぶりでは命は助かったらしい。


　──セリアさんは、落ちなかったのですね……。


　それは幸運なのか不運なのか。いずれにせよ、まだ死んだとは決まっていない。いかに隙すきを突つかれたとはいえ、セリアほどの契約者がただでやられるとは思えない。


　──今は、無事を信じましょう。


　ともかく、列車から落ちてしまったマルクにはどうしようもない。現代の技術で特急列車よりも速い乗り物は、飛行機くらいしか開発されていないのだから。


「こちらからも聞きたいものだな。この少年は何者だ。契約者なのだろう？」


　マルクはどう答えたものか躊ちゆう躇ちよしたが、素直に答えることにした。


「セリアさんの相棒だった方です。通り名は〈狭はざ間ま猫ねこ〉です」


〈神風〉が口笛を吹ふいた。


「ほう？　可愛い顔して……いや男だったか。ともかく、こんなガキが〈狭間猫〉とはな」


「ご存じなのですか？」


「ご存じもなにも、殺さつ人じん鬼きとして賞しよう金きん首に指名されてるぜ。グラストンビルの虐ぎやく殺さつ事件なんざ俺でも吐はき気けを覚えたさ。それもとうとつに現れ、とうとつに消える」


「どんな事件だったのですか……？」


「訊ききたいのか？　……ビルの中を、一面針の山に変えたんだよ。標的以外のガキや女も関係なしさ。そんなやり口に対して懸かけられた賞金総額はなんと１０００００スピル」


　──十万スピル……！


　思わず、リオを保安官に突き出だしたくなってしまった。マルクは慌あわてて頭を振る。


　──そんなやり口だから、セリアさんもああいった行動に出ざるを得なかったのですね。


　大切にしていたリオだから、彼自身がそんな事件に関わっているなどと知らせたくなかったのだ。


「いえ、それは彼と行動をともにしていた〈鉄人〉の仕業です」


　だが、リオにまるで責任がないとは言えない。


　マルクが呻うめいていると、ジェノバはリオのドレスからメモの一枚をはぎ取る。


「しかし、奇き妙みような格好をしてる。対価によるものか？」


　そこで、マルクはジェノバが記き憶おく喪そう失しつの専門家だということを思い出した。


「ジェノバ。リオ……その契約者は、四年分の記憶を失っています。体に貼はり付つけたメモとなにか関係があるのですか？」


　ジェノバはふむ、と頷うなずいた。


「メモ……か。一種の記憶障害かもしれぬな。見るがよい」


　そう言ってジェノバが示したのは一枚のメモだった。


〈リオは契約者〉〈契約の対価は〝記憶力〟〉〈リオの記憶は八十五分〉


　記憶力が〝対価〟とは、どういうことだろうか。マルクが首を捻ひねっていると、ジェノバは見かねたように説明してくれた。


「このメモから察するに、このものは八十五分の間に起こったことしか記憶できないのさ」


　今一つ理解できない。記憶できないとはどういうことだろうか。確かにリオはマルクのことを覚えていないときもあれば、覚えていることもあったが。


「そうだな……。ここに八十五ページしかない本があるとしよう。一分間に一ページだけ記すことができるが、八十五分経つと最初のページから一枚ずつ白紙に戻っていくのだ。いくら書いても記録は蓄ちく積せきできないだろう」


「そんな対価が……？」


　それでは自分が契約者であることすら覚えていられないではないか。そう考えて、マルクはようやく理解した。


「あ……そのための、メモですか」


　リオはことあるごとに『記録にありません』と言っていた。メモにないことは、彼にとって存在しないことなのだ。


　──その対価を、〈鉄人〉は利用しているのですか……。


　思えばリオのような人間がヴィンセントの凶きよう行こうを無視するはずがない。にも拘かかわらず四年も行動をともにしてきたのは彼が八十五分でそれを忘れてしまうからなのだ。


　ヴィンセントは、八十五分経ってから恩を売りに行けばいい。メモを複写する印章スタンプがあるのだから簡単だ。リオは無効になったメモを破ることしかしないのだから。


　マルクが不快感を覚えていると、〈神風〉が地面に転がっていたリオの義手を拾い上げる。


「ま、いろいろと曰いわくがありそうじゃねえか。にしても酷ひどい義手だな。契約者ならもう少しマシなもん、手に入らなかったのか？」


「質の悪いものなのですか？」


　ほとんど生身の腕うでと変わらないように機能していたのだ。現在の技術では最さい高こう峰ほうに近いものだと思った。それが粗そ悪あく品に見えるなど、一体どんなものが存在するのだろう。


　マルクの疑問に、ジェノバが頷く。


「そうだな。世の中にはもっと性能の良いものは存在する」


「ああ。あそこまで行くと気味が悪いがな」


〈神風〉が身み震ぶるいする。過去によほど嫌いやなことがあったらしい。あまり訊いてはいけないことに思えたので、マルクは別の質問を投げかける。今は現状把は握あくである。


「それで、こちらの方は？」


　マルクが視線を向けると、〈神風〉は帽ぼう子しの位置を正し、ニッと口くちの端はしをつり上げる。


「リチャードは我の下僕さ」


「待つんだジェノバ。お前さんの子守を引き受けた心の広いこの俺が、どうして下僕扱あつかいなんだ。いい加減、もう帰っても良いか？　俺も仕事あるし忙いそがしいんだよ」


　どうやらこの男──リチャードもジェノバに懐なつかれた被ひ害がい者しやらしい。


「ふ。貴公ともあろうものがなんと器量の狭せまい。我はただ親愛を込めてそう呼んだだけさ。謝るゆえ許すがよい」


「分かったから放せ」


　尊大な言こと葉ば遣づかいとは裏腹に、ジェノバは地面に頭を擦こすりつけてリチャードのズボンを摑つかんでいた。


「ということはあなたは契約者ですか？」


「通り名があるだろうがよおっ！」


　とうとうリチャードが怒ど鳴なり声ごえを上げた。


　マルクは立ち上がって燕えん尾び服ふくから汚よごれを払はらい落とすと、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「申し訳ございません。ただいま寝ね起おきで現状を摑みかねているところでございます。非礼があったのでしたらお詫わびいたします」


　リチャードは仕方なさそうに肩かたを竦すくめた。


「いや、良いんだ。この嬢ちゃんといっしょにいると気が短くなるというか、俺も怒鳴って悪かった」


「ああ、ええ……。疲つかれますから。どうぞお気になさらず」


　奇妙な、友情が生まれていた。


「俺はリチャード＝ランナー。察しの通り、契約者さ」


　マルクは首を傾かしげた。


「映画俳優に、同じ名前の方がいたような気がしますね」


　リチャードは勢いよくマルクの手を摑むと、千切れんばかりにぶんぶん振った。


「ありがとう！　ありがとう〈黒衣〉！」


「マ、マルクで結構です」


　俳優のリチャードは若手として有望視されていたが、ある日突とつ然ぜん謎なぞの失しつ踪そうを遂とげた。三年前の話である。当時はあちこちで騒さわがれたものだが、三年も経てば話題も色いろ褪あせる。彼が出演した映画もそう多くはないのだから。


　──なるほど、契約者になって俳優から身を退いたのですね。


　この様子では辞めたくて辞めたわけではなさそうである。マルク自身も、契約者になったことでそれまでいた職場を追われた。事情はとてもよく分かる。


　マルクが納得していると、リチャードもようやく落ち着きを取り戻したようだ。


「どこから話したもんかな。とりあえず、ジェノバとは一度いっしょに仕事をしたんだがな……そのとき〈東方不敗〉に散々やられたんだ。それで少し面めん倒どうを見てやったら、この様ってわけさ。まあ、すぐ他に面倒を見てくれる奴やつができてな、その隙に逃にげ切きったのさ」


　──それで私が面倒を見る羽目になったのですか……！


　当時のマルクは夏でも黒コートに身を包んでいた。リチャードは当人を目の前にしているとは考えていないらしい。


　マルクが怒いかりに震ふるえていると、リチャードは帽子のつばを摘つまんで大きく胸を反らした。


「今は〝運び屋〟で通っている。重要物資から情報までなんだって運ぶぜ。まあ、昔のよしみで今は、ジェノバを〈東方不敗〉の元まで郵送中だがな」


　マルクはほう、と声を漏もらした。


　契約者の多くは裏稼か業ぎように身を置いている。能力の大半が攻こう撃げき的であり、それを欲ほつする人間も多いからだ。契約者というだけで莫ばく大だいな金額で雇こ用ようされる。通常の職に就く利点は少ないのだ。


　その中でも〝運び屋〟は襲しゆう撃げきされる危険性が極めて高く、それ相応の実力がなければ務まらない。


　それから、マルクはふと疑問を覚えた。


「一体、どうやってここまで来たのです？」


　機関車は馬車などより遥はるかに速い。ジェノバの脚きやく力りよくならばあるいは追いつけるかもしれないが、リチャードはどうやってここまで来たのだろうか。


　リチャードはニヤリと笑うとマルクの後ろを示した。


「なんです？　あれは」


　そこには、馬車のようなものがあった。ような、というのはそこに馬がいないからである。屋根はあるものの、前半分も切り取られたようになくなっており、車輪も一対しかなかった。あれがどうやって走るものなのか、マルクには分からなかった。


「あれは人力車というものさ」


「人力車？」


「キョクトの文化だ。あれを人間が引っ張って移動するのさ」


　ジェノバの説明に、マルクは驚きよう愕がくを通とおり越こして戦せん慄りつさえ覚えた。


「なっ……、キョクトの民はそれほどまでに力が強いというのですか……！」


　感心するマルクに、リチャードが自じ慢まんげな声を上げる。


「ふ……。だがキョクトの人間ですら俺より速い男はいないと断言するぜ」


「そんなに速く走れるのですか……いえ、あなたがこれを引くのですか？」


「その通り！　馬だろうが特急列車だろうが俺より速く走れるものは存在しねえ！」


　本当に、そんなことが可能なのだろうか。思わずジェノバに目を向けると、仕方なさそうに肩を竦めた。


「それが〈神風〉の能力なのさ。このものはなによりも速く走れる。我が呼び立ててからほんの二時間でここまで追いついたのだからな」


「はっ。お前さんという荷物がなければ、十分もかからなかったろうがな」


　特急列車が出発してからすでに五時間が経過している。その距きよ離りを、たった二時間で追いつける乗り物など存在しない。……ということは、リチャードは二時間、走り通しなのだろうか？


　その事実が、マルクにもう一度できることを与あたえてくれた。


「──では、今からでもあの特急に追いつけますか？」


　リチャードはサングラスをずらしてマルクの顔を覗のぞき込んだ。


「そいつは愚ぐ問もんだな。料金さえ支し払はらうなら、俺はどこでもなんでも運び届ける。それが走る列車だろうがな」


「では依い頼らいです。私をワイアット号まで連れて行ってください。報ほう酬しゆうは…………」


　と、そこで言葉を詰つまらせてしまう。マルクにはヴァレンシュタイン家の預金を引き出す権限が与えられているが、エルミナの許可なしに行えるものではない。かといって、マルクには契けい約やく者を雇やとうほどの予算はない。


　マルクが呻いていると、リチャードは口の端をつり上げていた。


「報酬なら、お前さんは格好のものを持っているじゃあないか」


「リオ……〈狭はざ間ま猫ねこ〉を売れと？」


〈狭間猫〉に莫大な賞金が懸かけられていると言ったのはリチャードである。マルクが警けい戒かいしていると、リチャードはチッチッと舌を鳴らし、指を左右に振ふった。


「マルク、お前さんはワイアット号から落ちたんだろう？　ならあの列車の中でなにが起こっているのか、その〝情報〟を俺に売ればいい」


「そんな情報手に入れてどうするのです？」


　マルクが素直に疑問を投げかけると、リチャードは愉ゆ快かいそうに笑った。


「情報ってもんは、欲しがるものがいるから価値があるのさ。今、ワイアット号の中じゃおもしろい事件が起きてるはずだ。解決できない事件の情報は解き明かそうと考えるものならいくらでも欲しがる。つまり、ワイアット号の情報の価値は、今うなぎ登りなのさ」


　エルミナの情報を売るわけにはいかないが、悪くない取引である。マルクはさほど迷うこともなく頷うなずいた。


　それから、もう一度リオに目を向ける。リチャードもその視線を追って、困ったような声を漏らす。


「それで、こいつの方はどうするんだ？」


「──自分も、連れて行ってください」


　いつの間にか、目を覚ましていたらしい。リオが身を起こした。


「自分が、なにをしたのか。四年の間になにがあったのか、知りたいのです。そしてもう一度セリアさんに会いたいのです」


「……だ、そうだ。どうするんだい？　雇い主ぬしはマルクってことになるんだが」


　マルクは、毅き然ぜんとした表情でリオの前にしゃがみ込んだ。


「私はセリアさんに、あなたはここで死んだ、と伝えることもできます。これ以上深入りせずに、引き返す道もありますが？」


　そう言うと、リオはマルクの胸ぐらに摑みかかってきた。


「自分は、逃げません！　逃げる程度の男じゃあ、セリアさんの支えにはなれない」


「後こう悔かいはしませんね？」


「しません」


　マルクは、リチャードに目を向けた。


「彼も連れて行きます」


「了りよう解かいだ。……というわけだジェノバ。ここでお別れさ。こいつは二人乗りなんでな」


「なんと！　我を裏切ると申すのか」


「やかましい！　お前、ここまでただ乗りじゃねえか。料金払はらってから文句を言え」


「貴公ともあろうものが異なことを言う。我が貴公に支払えるような大金を所持していると思うのか？」


「ああああああああああああこの野や郎ろう！　お前のおかげで俺がどれだけ金のやりくりに苦労したと思ってやがるんだ」


　どうやら、ジェノバにも仲間というものがいたらしい。マルクは不覚にも安心してしまった。


「ジェノバ。執事バトラーとして命令です。あなたならば走って列車にも追いつけるはずです。先に行ってください。カナメとセリアさんが助けを必要としているはずです」


「ふはははは！　良かろう。友である貴公にそこまで哀あい願がんされて断るほど、我も無ぶ粋すいではないさ。さあ、今行くぞカナメ嬢じよう！」


　ジェノバは棺ひつぎを担ぐとお利口に走っていった。その背中を見送って、リチャードが複雑そうな声を漏らしていた。


「なんつうか、相変わらずだな……」
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　ヒタリ、とセリアの顔に冷たいものが触ふれた。


「リ、オ……？」


　以前、セリアが気を失っていたとき、こうやって自分を介かい抱ほうしてくれたのはリオだった。


「目が覚めたか。起きられるか？」


　聞き覚えのある声に目を開けると、セリアの顔を真っ白な少女が覗き込んできていた。


「カナメちゃん……？」


　カナメは、どこかホッとしたような顔を見せた。


　それから、セリアは自分が服を脱ぬがされていることに気づいた。手当をしてもらっていたらしい。カナメが普ふ段だんから巻いている包帯──呪符というらしい──があちこちに巻かれている。


　ここは客室の一つ──一等客室だろうか？　エルミナの部屋ではない。


「すまぬが、時間がない。応急処置程度しかできておらぬ。あまり動かぬ方が良いぞ」


　確かに、出血は治まっている──あちこちに血の跡あとはある──が痛みはある。呪符も出血を抑おさえるためではなく、骨や靭じん帯たいを支えるために巻かれている。


　それを確かめてから、カナメの目が赤く充じゆう血けつしていることに気づいた。


「落らく涙るい？」


「な！　い、いや、泣いてなぞおらぬ……いや、少しは、その……」


　モゴモゴと口ごもるカナメ。なにがあったのかは分からないが、この様子では別に引きずっているわけではなさそうだ。


「手当。カナメ？」


「礼ならクリスに言うがよかろ。おんしを見つけてきたのはあやつじゃ」


　クリス──女装癖へきを持ったマルクの兄である。同じ女装でもあれはセリアの好みから外れていた。反面、マルクに女装をさせればリオのように愛らしいかもしれないとも思っているが……。ともかくあの男もこの列車に乗っているのだろうか？


　セリアは服に袖そでを通しながら、〈鉄人〉とのことを思い出した。


　マルクとリオが列車から転落し、それを助けようとして〈鉄人〉の攻撃をまともに受けてしまった。セリアも列車から転落したのだが、なんとか能力で列車にしがみついたのだ。


「酷ひどい怪け我がであったぞ。……まさかとは思うが〝あれ〟にやられたのか？」


「あれ……？」


　難しそうな顔をするカナメに、セリアは首を傾かしげた。


「〈鉄人〉がなにかやったのですか？」


「〈鉄人〉？　なんじゃそれは。契約者の名か？」


　今度はカナメの方が首を傾げた。〈鉄人〉とは別件なのかもしれない。


「詳くわしく話すのじゃ。〝あれ〟のおかげで時間の感覚が分からぬが、この列車、一度も止まっておらぬのであろ？　こちらはどうなっておるのじゃ？」


　そう急せかすカナメの表情には切せつ羽ぱ詰つまったものがあった。


　列車は嵐あらしの中を行くかのごとくガタガタと揺ゆれている。カナメですら立っているのが難しいらしく、手すりにしがみついている。そうした揺れは当然のこと傷にも響ひびき、セリアは呻うめき声ごえを漏もらす。


　カナメの話も聞きたかったが、確かに列車暴走は一刻を争う。セリアは自分が転落するまでの顚てん末まつを語った。


　セリアの話を聞くと、カナメは深いため息を漏らした。どうやら向こうも相当疲つかれているらしい。


「まったく……。次から次へよくもこう、面めん倒どうばかり起こるの」


「そちらはなにがあったのですか？」


「上手く、説明できぬの。ともかく、エルミナ……いやエミリオが目を覚ました……のじゃが、ちと困ったことが起きた」


「困ったこと？」


「ひと言で言うならば──〈アルス・マグナ〉が、誤作動を起こしておる」


　さすがに、それにはセリアもビクッと身を震ふるわした。あれの力はセリアとて知っている。あの日、ロックウォールの岩山でエルミナが振るった力。片かた腕うでをもぎ取られた神父。あれが暴走すれば、こんな列車など跡あと形かたも残らないだろう。


　そんなセリアの心境を読んだように、カナメは首を横に振った。


「まだ、人死には出ておらぬ……はずじゃ。じゃが、列車が止まらぬではいずれ死人も出よう」


　純白の髪かみをかきあげて頭を抱かかえると、それからもう一度セリアに目を向ける。


「マルク……は？」


　セリアはとっさに答えられなかった。マルクはリオとともに落ちた。この速度の列車から落下したのだ。ただでは済まないだろう。


　だが、黙だまっているわけにもいかないだろう。セリアは観念して答えた。


「マルク君は、落ちました」


「落ちた……？　列車に乗っておらぬのか？」


　セリアが頷くと、カナメは呆あきれたようなため息を漏らした。


「まったく……。あやつはなにをしに来たのじゃ。姿を見せるなとは言うたが、列車から降りることはなかろ」


　セリアは、呆あつ気けに取られてしまった。


「マルク君が無事だと信じているのですか？」


「列車から落ちたくらいで死にはすまい？」


　セリアは頭を抱えた。


「カナメちゃん。列車から落ちれば大方の人間は死にます」


　そう教えてあげると、カナメは信じられないというように大きく目を見開いた。


「なんじゃと？　あの程度なら、契けい約やく者ならどうとでもできるものではないのか？」


「マルク君は今、能力が使えません。ただでは済まなかったと思います」


「……能力が、使えない？」


「ええ。マルク君の制約は、足の位置の固定です。列車の中では定義を満たせないのです」


　どうやら気づいていなかったらしい。カナメがギュッと唇くちびるを嚙かみしめていた。


「たわけ……。それならそうと、何な故ぜ言わぬのじゃ」


　ガックリと肩かたを落とすが、カナメは気を引き締しめるように自分の顔を両手で叩たたいた。頰ほおが赤く染まる。


「よし。私はエミリオを捜さがす」


　セリアは、瞬またたきを繰くり返かえした。


「マルク君のことは、いいのですか？」


「あやつは、列車を止めると言ったのであろ？　ならば任せておけば良い。一度口にしたことはやり遂とげる男じゃ。ならば私も私がやるべきことをやる」


「仮に無事だったとして、走っている列車に追いつくと思うのですか？」


「さての？　それは私が考えても意味がなかろ」


　セリアが絶句していると、カナメは勝ち気な笑みを浮うかべた。


「そうじゃの。あやつふうに言うならば『その程度のこともできずに、なにがヴァレンシュタイン家の執事バトラーじゃ』かの？」


　言っていて、恥はずかしかったらしい。カナメは凄すごい勢いで顔を背けた。


「信じているのですね。マルク君のことを」


「う、うるさいの。その程度もできぬ男ならそれまでじゃと言っておるだけじゃ」


「恋こいをしているのですね。そういうところ、可愛いと思います」


　カナメは近くにあった椅い子すを引ひっ繰り返した。


「な、なななにを言うのじゃ！　……お、おんし、性格が変わっておらぬか？」


　セリアはクスリと笑い返した。
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「実は、元々こういう性格なのです」


　それから、セリアは立ち上がった。痛みはある。力も入らない。それでも、立てないほどではない。


　羽織った上着のポケットに手を入れると、硬かたいものが当たった。取り出すと銀の硬こう貨かだった。別れ際に、アルバが贈おくってくれたものだ。


　──幸運は、あったのかもしれません。


　セリアはカナメに向き直った。


「列車はなんとかします。カナメちゃんは、エルミナちゃんとエミリオちゃんのことをお願いします」


　カナメは片かた眉まゆを揺らした。


「〝様〟はつけぬのじゃな」


　セリアは普段、主を〝エルミナ様〟と呼んでいた。


「今は、休きゆう暇か中ですから」


　そう答えると、何故かカナメが笑みを溢こぼしていた。


「その方がおんしらしい。あやつのことは任せるがよかろ」


「私も列車を止めたらそちらに行きます」


　カナメは上手く説明できないらしく、なにが起こっているのかは分からないが、〈アルス・マグナ〉が暴走して、ただで済むはずがない。


　セリアがそう言うと、カナメは首を横に振ふった。


「不要じゃ。どこまで信しん頼らいできるものかは分からぬが、あてはある。おんしは自分の体でも心配しておれ」


　軽口を叩ける辺り、その〝あて〟というものは確かなものなのだろう。


　セリアはカナメの頭を撫なでた。


「あと、私はどちらかと言えばカナメちゃんを応おう援えんしています。カナメちゃんなら、マルク君のことを仕留められると思っています」


「わ、私はあやつを斬きりたいわけではない！」


「言葉のあやです」


　カナメはむくれて閉口するが、ぼそりとこう言った。


「いつだったか、おんしが見み繕つくろってくれた服は、悪くなかった。また、頼たのみたいのじゃ」


　セリアは小さく苦笑した。


「マルク君とのデートに必要ですからね」


「お、おんし！」


　クスクスと笑いながら、セリアは部屋を飛び出す。


「大だい丈じよう夫ぶです。私は、きちんと戻もどります」


　カナメも、マルク同様セリアが戻らないと感じたらしい。ここまで気を遣つかわれてしまっては仕方がない。


「分かっているなら、良いのじゃ」


　そう言って、セリアとカナメは逆の方向に進み始める。歩くのも困難な揺れだが、幸いなことにその揺れの中、移動しようと考える物好きは少ないらしい。通路を遮さえぎるものはなにもなかった。


　一度だけ振り返ると、カナメの隣となりに真っ赤なドレス姿の人ひと影かげが見えた。
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「行くぜ──〈マー・ハー〉！」


　かけ声とともに、人力車は人が引いているとは思えない速度で走り始めた。整地された道路とは違ちがい、石ころだらけの荒こう野やは凄すさまじく揺れた。クッションを敷しいているとはいえ椅子から放り出されそうだった。


「ああ、ちくしょう！　さすがに重量あると追いつけねえな。ジェノバの嬢じようちゃん、足が速くなってねえか？」


　ジェノバはすでに砂すな埃ぼこりを立てて遥はるか前方を駆かけていた。リチャードも人力車を引きながら尋じん常じようではない勢いだが、カナメへの情熱に暴走するジェノバを追い抜ぬくことは難しそうである。


　振り落とされないよう、手すりにしがみつきながら、マルクは〈狭はざ間ま猫ねこ〉と〈鉄人〉がなにをしてきたのか、又また聞ぎきではあるが全て語った。何故リオが四年間も〈鉄人〉に協力してきたのか、その推測も併あわせて。


　リオは本当に八十五分間のことしか記き憶おくできないらしく、マルクと三度目に会った辺りのことも、もう一度説明しなければならなかった。


　その八十五分で全てを忘れてしまう。だから〈鉄人〉はメモを複製することで、何度でも〈狭間猫〉に恩返しを要求することができた。〈狭間猫〉の記憶は、衣服に貼はり付つけたメモでしか〝記録〟されていないのだから。


　あるいは、リオが〈鉄人〉を止めようとしたこともあったのかもしれない。〈狭間猫〉の力ならば八十五分以内に追おい詰つめることもできただろう。だが止とどめを刺ささなかったか、あるいは止めを刺しても生きていたか、〈鉄人〉は飄ひよう々ひようと生き延び、また〈狭間猫〉の前に現れる。


　そうして、殺さつ人じん鬼きの名前は〈鉄人〉から〈狭間猫〉へと受うけ継つがれてしまった。


　ひとしきり聞き終わると、リオは短い沈ちん黙もくの後口を開いた。


「自分には、夢があります。……いえ、あったのです」


「夢……ですか」


「マルクさんには、夢はありますか？」


　丸メガネを押し上げ、マルクは嘆たん息そくとも自じ嘲ちようともつかぬ息をついた。


「それを〝夢〟と呼んでいいのかは分かりませんが、やりたいこと、やらなければならないこと、どちらもあります」


　エルミナとエミリオ──〈精杯グレイルの姫ひめ〉と呼ばれる彼女たちをその束そく縛ばくから解き放ってやりたい。そしてなにも悩なやむことなく紅茶を楽しませてやりたい。


　それとは別に、マルク自身が愛しいと想った少女たち──エルミナとカナメに対して、自分の気持ちをはっきりさせなければならない。


　そう答えると、リオは淡あわく微笑ほほえんだ。この顔だけを見れば紛まぎれもない美少女である。相手が男だと頭では理解していても、マルクは狼狽うろたえてしまう。


「ハッキリしてていいですね。自分の夢は──英雄ヒーローに、なることだったんです」


　英雄ヒーロー──開かい拓たく時代が終しゆう焉えんを告げた今でも、この国は英雄ヒーローを欲ほつしている。歴史の長い列強諸国がひしめく現代に於おいて、歴史の浅いこの国は常に明確な象しよう徴ちようを求めている。


「戦争にでも出たいのですか？」


　マルクがそう言うと、リオは首を横に振った。


「自分が言う英雄ヒーローというものは、物語に出てくるような英雄ヒーローです。悪ものを退治して、弱きものを守る。絵本に出てくるような分かりやすい英雄ヒーローです」


　リオは折おり畳たたんだ大おお鎌がまを手に取る。


「セリアさんには話してませんが、自分の一族は処しよ刑けい人の家系です。断頭台もなかった時代から、罪人の首を刎はねてきました」


　人間の首は、そう簡単に落とせるものではない。完かん璧ぺきな切れ味を誇ほこる刃は物ものがあったとしても、並の膂りよ力りよくでは骨を断つことはできない。加えて、罪人とはいえ無む抵てい抗こうの人間を前に迷わないものも少ない。


　断頭台がなかった時代には、鍛きたえ上げた技を持つ達人だけが処刑人になり得たのだ。リオの鎌は、その処刑人の技だったらしい。


「それでも、ランチェスター家には誇りがありました。罪人の首を刈かる自分たちですから、それ以外のいかなる場合に於いても人を傷付けない。人が背負えぬ咎とがを背負うがゆえ、誰だれよりも人間らしくいよう。恩を忘れず義を通し、正しいと信じたならば命を懸かけて貫つらぬこう」


　それから、どこか寂さびしげな顔を見せる。


「時代は変わりました。今では断頭台も銃じゆう器きも毒もある。処刑人の技は必要とされません。ですが、ランチェスター家は誇りまで失ったわけではありません。目の前の誰かを助けるために振るい続ければ、呪のろわれた技も報われるかもしれない。そうやって、自分たちは生きてきました」


　初めて会ったときから、リオは誰かを助けることを生いき甲が斐いにしているように見えた。それは彼がただお人好しなのではなく、強固な信念と宿命を背負っていたからなのだ。


　それから、リオは懐なつかしそうな笑みを浮かべた。


「だから自分もその誇りを貫きます。それこそが生き甲斐だったのです。ですが、そんなときにセリアさんに出会ったんです」


　セリア……英雄ヒーローとは対極に位置しているように思えるが、リオは嬉うれしそうに語る。


「そのとき、自分は鎌を取り上げられてなにもできませんでした。女の子一人くらい、なんとか守ろう。そう意気込んでいたのに、セリアさんはそのときいた悪漢たちをあっという間にやっつけてしまいました。契けい約やく者でもない、ただの女の子だったのに」


　──昔から、凶きよう暴ぼうだったのですね……。


　マルクが冷ひや汗あせを流していると、その心を読んだようにリオは笑う。


「やられた人は、男として再起不能になりました」


　思わず呻うめき声ごえが漏もれてしまった。


「自分は、セリアさんに助けられました。なのに、セリアさんは助けたなんて思ってなかったんです。そのとき、自分は恥はずかしくなりました。誰かを助ける。そんな押しつけがましい〝正義〟を振りかざしてきたのに、いざというときなにもできなかった」


　それから、今度こそ決意を秘めた眼差しでこう言った。


「セリアさんは、自分にとって英雄ヒーローだったんです。だから、自分は英雄ヒーローになろうと思いました。セリアさんのように、強く揺ゆるぎない人間になりたい。セリアさんを普ふ通つうの女の子として守れるくらい、強く」


　その言葉は、驚おどろくほど胸に響ひびいた。マルクも、守りたいと想う女性がいる。エルミナにカナメ。どちらも命を懸けて守りたいと想う少女である。


　マルクは苦笑した。


「それはとても困難な話です。女の子という生き物は、そう簡単に守らせてはくれません。困ったことにこちらよりもよほど強いのですから。だというのに──」


「──狙ねらったようにか弱い姿を見せるんです」


　言おうとしたことを先に言われ、マルクは肩かたを竦すくめた。


「そう。実にその通りです」


　二人、同時に噴ふき出した。そしてガタリと人力車が弾はずみ、危うく放り出されそうになる。


　リオは、毅き然ぜんとして顔を上げた。


「あのときもそうでした。自分が〝あること〟を嫌いやがって黙だまり込んでいたら、セリアさん、不安で堪たまらないような顔をしました」


　マルクにも、身に覚えがあった。


　片やまったく表情を動かさないエルミナ。片やいつでも強気のカナメ。どちらも不安とは無む縁えんのような顔をしているというのに、突とつ然ぜん泣き出しそうな顔を見せるのだ。あんな顔を見せられたら、マルクはなにも言えなくなってしまう。


「償つぐないに果てはないかもしれません。夢は幻げん想そうに過ぎないのかもしれません。自分は英雄ヒーローにはなれなかった。だから、自分は誇りを貫きます。自分に許された八十五分、セリアさんに会うまで諦あきらめません」


　そう言ったリオの顔は、美少女ではなく英雄ヒーローのそれに見えた。


「よう。楽しそうに話してるところ悪いが、列車が見えたぜ。……くっ、馬ば鹿かな。この俺が追いつけなかっただと？」


　目を向けると、黒こく煙えんを吐はく特急列車に、ジェノバが飛び乗るところだった。彼女の能力を差し引いても、棺ひつぎを担いでできる運動には思えなかった。


「これは運が良いのかもしれませんね。制限時間はもう八十五分もありません」


　列車のさらに前方には、商業都市カーネギーの街灯りが見えていた。


　──そういえば、あの街ではいろいろと出会いがありましたね……。


　マルクに契約者という存在を教えてくれた、元軍人の契約者リキッド。ジェノバと初めて仕事をしたのもあの街である。それ以前にも、目の見えない少女の面めん倒どうを見たこともあった。面倒とは言っても、他の浮ふ浪ろう児じたちに世話をしてやってほしいと頼たのんだだけだが。


　──あの子は、生き延びているでしょうか……。


　生きていても辛つらい目に遭あっているかもしれない。だが生きていれば、なんとかなるかもしれない。列車が突つっ込こめば、そういったもの全てが壊こわれてしまう。


　マルクは街の灯ひを見つめてから、もう一度リオに目を向けた。


「そういえば、……いえ、訊きいていいことなのかは分かりませんが」


　もしかしたら、彼とこうして会話ができるのは最後になるかもしれない。〈鉄人〉を仕留めても列車は止まらない。ワイアット号を止めるため、マルクもリオもそれ相応の危険を冒おかすのだ。


　リオは儚はかなく微笑した。


「言ってください。これ以上なにがあったとしても、自分は驚きませんし受け入れるつもりです」


「……ならば、お訊きします」


「はい」


　マルクは一度息を整えてから毅然とした表情で問いかけた。





「その格好は、あなたのご趣しゆ味みなのでしょうか」





　リオが、ポカンと口を開いた。それから、耳まで赤く染め少女のような悲鳴を上げる。


「ちっ、違ちがいます！　自分は歴とした男です！　女装癖へきだってありません！」


「……では、何な故ぜそのような格好を？」


「こ、これはその、この格好をしてると、セリアさんが…………」


「セリアさんが？」


　そう言えばマルクも先ほど女装をしろなどと言われた。この少年もセリアに女装を強要されたのだろうか。


　マルクが深い同情を示していると、リオは恥ずかしそうに呟つぶやいた。その姿は見事に恥じらう乙女おとめのそれなのだが……。


「セリアさんが……笑ってくれるんです。すごく嬉しそうに」


　その顔を見て、マルクにもなんとなく分かってしまった。リオにとってのセリアは、マルクにとってのエルミナのようなものなのだ。忠義や人情とは無関係にただ笑わせてやりたい。あるいはそれを恋こいとも呼ぶのかもしれない。


　マルクとリオの在り方は恐おそらくとても近いものなのだろう。


　納得していると、リオは不安定な人力車の上、片足で立ち上がった。


「列車に並びました。そろそろ行きます」


「ええ」


　交わす言葉は、それで十分だった。


　マルクとリオは、それぞれが守るべきもののため別れた。
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　ミシミシと車体が軋きしんでいた。列車を揺らす振しん動どうも、乗客の安全に支障を来すほどである。加速の時間は十分にあった。この列車はすでに設計上の最高速度の１３４オーシクを超こえている。設計上の最高速度とは、安全が保証される最高速度なのだから。


　立って進むのは不可能である。四つ這ばいになって屋根の上を進みながら、セリアは思う。


　エルミナの屋や敷しきは居い心ごこ地ちが好かった。他の使用人たちは可愛らしくもあり、つい面倒を見たくなってしまう。カナメやアイシャをはじめ、皆セリアにとっては弟妹のようなものだった。


　そんな彼らを可愛らしいと思う反面、ここは自分の居場所ではないという空くう虚きよさがいつも纏まとわり付いていた。


　エルミナの事情には同情するが、マルクのように命を懸けて守るほど入れ込んではいない。アイシャやジェノバのように大きな対価を抱かかえていたわけでもない。父はあの屋敷に居着いているが、いっしょに暮らさなければならない理由はない。


　自分は、余よ所そ者ものなのだ。


　──理由として、一番近いのはカナメちゃんのそれなのでしょうね。


　セリアには、あの屋敷に執しゆう着ちやくする理由がなかった。


　ただ、あの街に留まる理由が欲しかったのだ。自分と同じように大切な誰かを失い、取とり戻もどそうとした〝彼〟の側にいたかっただけなのだ。だから、セリアにはカナメが特に可愛く思える。自分よりもよほど素直に行動できるあの少女が。


　だから、屋敷の住人の中でも一人離はなれた位置からでしか、彼らと交わろうとしなかった。自分はあくまで傍ぼう観かんする観客なのだ。それぞれ恋や夢に夢中な彼らを眩まぶしいと思いながら、ただ眺ながめることしかできなかった。


　セリアが一番側にいてほしかった人間は、どちらも屋敷にはいなかったのだから……。


　──なのに、私は仲間なのですか……。


　カナメもマルクもセリアを仲間だと言った。他の使用人たちも、恐らく同じように言うのだろう。まったく以て契約者らしくない契約者たちである。


　それから、もう一度ポケットに手を入れる。小さな硬こう貨かの感かん触しよくに、これを贈おくってくれた男の、不器用な言葉が思い出される。


　──帰る理由は、たくさんもらいました。


　だから、セリアは行く。


「心して挑いどむには、ずいぶん小さな障害ですが」


　機関車両の前──客車の中では先頭車両の屋根に、ぼろ切れとなったコートを纏まとった男の姿があった。腕うでを組んで仁王立ちするヴィンセントである。


「待ってたぜ女！」


　セリアが嘆たん息そくしていることに気づきもせず、〈鉄人〉は言葉を続ける。


「〈黒衣〉は倒たおした。〈東方不敗〉ももうじき死ぬ。四強を倒したんだ。俺が最強だ。最強になったんだ！　なのに、痛みがなくならねえんだ。……てめえだ。てめえが俺をビビらせたからだ！　てめえを殺せば今度こそ俺が最強なんだよ！」


　セリアは妖よう艶えんに微笑した。


　リオは生きていた。もはや〈鉄人〉に対してはなにも感じない。


　……いや、不快感は相変わらずこみ上げてくる。まず顔が気に入らない。しゃべる声が気に入らない。服装のセンスが絶望的に気に入らない。ゆらゆら揺れる前まえ髪がみに至ってはこの場で火をつけてやりたいほど気に入らない。見ているだけで腹が立つのは、怨えん恨こんではなくただの生理的嫌けん悪おである。


　セリアは力の入らない足を踏ふみしめ、なんとか屋根の上に立ち上がる。風も揺れも尋じん常じようではなく、気を抜ぬけば今にも振ふり落とされそうだった。


「一応、名乗っておきます。セリア＝アルコーネ。〈魔ま弾だんの射手〉が通り名です」


「はっはあ！　〈魔弾の射手〉とはよく言ったもんだ。実は俺も〈魔弾〉を扱あつかうんだ」


　そう言って、組んだ腕を解く。腕の中には大量の石炭が抱えられていた。そのうちの一つを手に取ると、大きく振りかぶった。


「てめえに近づけねえなら、こっちだって〈魔弾〉を投げ込めばいいんだ。どうだ！」


　そして渾こん身しんの力で投げつける。無む駄だの多い姿勢ではあるが、あの巨きよ体たいと金属の手足が生む腕わん力りよくは砲ほう弾だんのごとき勢いで撃うち出される。


「捕とらえろ──〈ルー・グー〉」


　セリアは飛来する石炭を能力で搦からめ捕っていた。斥せき力りよくで自じ称しよう〈魔弾〉の勢いを殺し、引力で手元にたぐり寄せる。


　確かに当たれば人も死ぬだろうが、これを自分の〈魔弾〉と同列視されたのだと思うと、腹立たしさを通とおり越こして悲しくなる。


「〈魔弾〉はこう撃ちます」


　この不安定な場所で大きく振りかぶるのは難しい。セリアは肘ひじと手首の力だけで石炭を放る。能力で加速されたそれは、ヴィンセントの砲弾以上の速度で撃ち出される。


　ドゴンッ──景気の良い音を立てて、石炭が砕くだけ散ちった。


「はっはあ！　効かねえよ。さっきよりももっと頑がん丈じようにしたからなあ。てめえの力じゃ俺の体は撃うち抜けねえぞ」


　直ちよく撃げきしたにも拘かかわらず、〈鉄人〉はまるで無傷だった。しかしその腕から、バラバラと一つ残らず石炭がこぼれ落ちる。セリアは石炭を抱える腕を狙ねらったのだ。


　ヴィンセントが悲鳴を上げる。


「お、俺の〈魔弾〉が！」


　……誇ほこりを、汚けがされた気分だった。


　セリアは無言で手を伸のばすと、冷れい淡たんに囁ささやいた。


「ぶっ飛ばせ──〈ルー・グー〉」


〈鉄人〉の巨体が仰のけ反ぞり、車体が嫌な音を立てて軋んだ。


「ぎはははは！　そ、それ以上は、止めた方が、身のためだぜ！　列車が、ぶっ壊れるぞ」


　見れば〈鉄人〉の足は車両の屋根と一体化していた。


　──厄やつ介かいなことを……。


　セリアは呻うめいた。セリアの〈魔弾〉は距きよ離りを以て初めて真価を発揮する。近距離では十分な威い力りよくは引き出せず、また走行中の列車の上で精密な操作は不可能である。かつて対マルクに考案した中距離型ダーツの〈魔弾〉は使えず、空から打ち下ろす鉄てつ槌つい型では線路を破は壊かいしてしまう。


〈鉄人〉は狂きよう人じんである。駆かけ引ひきや細かい計算ができるとは思えないが、本能的に対処法を見いだしていた。


　──対処というよりも、能力の使い方をわきまえているということですね。


　契けい約やく者は異能であって万能ではない。不死身の体とはいえ、愚ぐ鈍どんな契約者が四年以上も生き延びはしない。無差別殺人などやっていればなおのことである。


　それがここまで生きてきたのは、計算とは無む縁えんの本能が優れていたからだ。セリアやマルク、カナメとは対極的な契約者である。そういった意味ではアイシャに近いかもしれない。あの愛らしい少女をこんなゴミと同列視するのは遺い憾かんであるが。


　そうする間にも、〈鉄人〉は一歩、また一歩と近づいてくる。屋根を同化していた足が片方だけ分ぶん離りし、一歩進むとまた屋根に同化する。


〈鉄人〉の腕力で殴なぐられれば、一いち撃げきで致ち命めい傷しようを負う。当たり所が悪ければ即そく死しだろう。


　じわじわと迫せまる〈鉄人〉の向こうには、街の灯りが揺ゆれて見えた。


　──もう、時間がありませんか。


〈鉄人〉を倒しても列車は止まらない。列車が止まらなければ、結局は〈鉄人〉の勝ちである。不死身の彼が負けを認めることもないだろう。この列車が街に突とつ入にゆうするまであと十数分といったところだ。その間だけ堪たえればいいのだから。


　セリアはポケットから一枚の硬貨を取り出した。アルバがくれたものである。


「撃ち抜け──〈ルー・グー〉！」


　そして、親指を弾はじいて撃ち出す。セリアの能力はどんな大きさのものにも干かん渉しようできるが、移動速度は対象の大きさと反比例する。小さなものほど速度が増し、威力も上がる。硬貨程度の大きさならば音速の壁かべを軽々と超える。


　撃ち出した〈魔弾〉は──


「──ぐあっ？」


〈鉄人〉の、頰ほおを掠かすめて彼方かなたへ消えた。


　身をよろけさせながらも、〈鉄人〉は不敵な笑みを浮うかべた。


「はっはあ！　外れだ」


　セリアは小さな吐と息いきを漏もらした。


「組曲の〈魔弾の射手〉を知っていますか？　悪あく魔まと契約し、必中の弾だん丸がんを手に入れた猟りよう師し──〈魔弾の射手〉は二人登場するのです」


「ああ？　それがどうしたって言うんだ？」


「片方の〈射手〉は恋こい人びととの婚こん約やくのため魔まの谷に入った猟師。もう片方は狩かりの快楽に溺おぼれた魔の狩人かりゆうど」


〈鉄人〉がいらだたしそうな声を上げる。


「だからなんだって言うんだ？」


　セリアは、気の毒なものを見る目でヴィンセントを見た。





「──魔の狩人は、もう片方の猟師が外した〈魔弾〉に射い貫ぬかれ、命を落とすのです」





　ヴィンセントが顔を引きつらせたときには、セリアは身を伏ふせていた。最大射程まで撃ち出した硬貨は、同じ距離を加速して戻ってきていた。


　加速度×距離──その単純シンプルな計算式から算出された速度は、音速を遥はるかに圧あつ倒とうした。空気摩ま擦さつで銀の硬貨が発熱し、矢のように赤い尾おを引く。


　車両と同化した〈鉄人〉に、回かい避ひの術はなにもなかった。


　ゴガッ──金属片を撒まき散らし、〈鉄人〉の体が砕け散った。


「あ、がが、い、痛でええぇぇぇっぇぇぇぇぇぇぇぇええっ？」


　ヴィンセントは、まだ往生際も悪く車両にしがみついていた。〈魔弾〉の衝しよう撃げきに堪えられなかったのだろう。足は膝ひざの辺りから折れてなくなっており、右肺から腕にかけては完全に粉ふん砕さいされている。


　これでまだ生きているのだから、呆あきれた不死身ぶりである。しぶとさではジェノバ以上だろう。


　セリアが無言で歩み寄ると、ヴィンセントはこの世の終わりのような顔をした。


「ま、待ってくれ！　これ以上やられたらさすがに死んじまう。助けてくれ！　もうあんたの前には顔を見せねえ。金ならいくらでもやる！　死にたくねえ。死にたくねえんだ。頼たのむよ見み逃のがしてくれよお！」


　汚お物ぶつでも見るようにセリアは不快そうな顔をした。


　──私はこんなものに復ふく讐しゆうしようとしていたのですか……。


「殺す……価値もない」


　セリアは空くう虚きよな声音でそう呟つぶやくと、機関車両を目指した。もう街の中に入る。駅に到とう着ちやくするまで十分を切っているはずだ。セリアの能力で列車を止めるには、ぎりぎりの距離である。


　そうして炭水車に飛び移ろうとしたときだった。





「──え……？」





　ドス──大だい腿たいから、ナイフほどの大きさの鉄てつ杭くいが飛び出していた。


　声にならない悲鳴を上げ、セリアは倒れ込んだ。大腿に突つき刺ささった鉄杭がへし折れ、傷口が抉えぐられる。


　──抜かないと……！


　激痛に喘あえぎながらも、鉄杭を引き抜く。すぐさま立ち上がろうとするが、足に力が入らなかった。そして──


「いよう。よくもやってくれたな。痛くて堪たまらねえ──ぞっ！」


　そして──その足を鉄の塊かたまりが押おし潰つぶした。上半身は半分吹ふき飛とんだままだが、両足だけは再生されている。〈鉄人〉だった。


「──っ──っ！」


　それはもはや痛みなどと呼べるものではなかった。頭の中が焼かれるような感覚とともに、見る見る意識が刈かり取とられていく。


「はっはあ！　甘いな〈魔弾の射手〉。てめえ、本当に契約者か？　命いのち乞ごいされたくらいで本当に見逃すたあ、とても裏稼か業ぎようの人間には思えねえ。この車両はもう、俺の体そのものなんだよ！」


　確かに〈鉄人〉の足は車両と同化していた。そこから素材に使われている金属に干渉したらしい。


〈鉄人〉は傷口を抉るように鋼鉄の足を捻ひねる。瞬またたく間まに気が遠くなっていく。


　──反はん撃げき、しないと……。


　この距離ならば、ヴィンセントを列車から振り落とすこともできるはずだ。残った力を振り絞しぼって手を伸ばす──が、その手を無情に鉄てつ塊かいが踏みつぶす。


　いかに契約者とはいえ、セリアは生身の人間である。全身鋼鉄のヴィンセントに、腕力で敵かなう道理はない。能力で突き飛ばそうとするも、これだけ嬲なぶられていては発動自体ができなかった。


　狂くるったような笑い声を上げて、ヴィンセントはセリアの手を、足を踏ふみつぶす。ボキンとなにかが折れる音が何度も聞こえた。肺の中で焼けるような痛みが走ったと思ったときには、喉のどの奥で熱いものが弾はじける。自分が吐はき出した血を、現実味のない遠くの景色のように眺ながめた。


　たった一度の油断。以前のセリアならば、相手が義人だろうとゴミだろうと躊ちゆう躇ちよなく止めを刺していた。それが、屋や敷しきで暮らすうちに甘くなっていたらしい。油断だった。


　──こんな相手に……！


　自分は、こんなに弱かったのだろうか。ただの一度隙すきを突かれただけで、格下相手に手も足も出ない。


　セリアは果か敢かんに〈鉄人〉を睨にらみつける。


「誰だれか……」


　しかし、口から漏れたのはまったく違ちがう言葉だった。


　弱音のような言葉が口をついて出た。セリアはそれを否定するように声を上げるが、絞り出だされた声はもっと弱い言葉だった。


「助、けて……」


　自分にはもう、打つ手がない。それがどうしようもない事実。理性がそれを否定しても、契約者としての本能がそれを認めてしまっていた。


　初めての弱音。帰ろうと、思ったのだ。帰りたいと、思えたのだ。


　だというのに、こんなところで、独りで死ぬのは嫌いやだ。それもこんな男に殺されるなんて死んでも死にきれない。


　セリアの目から涙なみだがこぼれ落ちそうになったときだった。


「あああああああああああああああああっ！」


　雄お叫たけびとともに、黒い風が吹いた。そして〈鉄人〉の巨きよ体たいが、風船のように宙を舞まった。


　ゴシャ──そして、頭から炭水車に突っ込こむ。


　なにが起こったのだろう？　顔を上げると、見覚えのある……というか一度見れば忘れるのが難しい服装をした少女が佇たたずんでいた。


　少女が手にしているのは鋼鉄の棺ひつぎだった。大切にしていたもののはずなのに、〈鉄人〉を殴ったのだろう。大きな傷がついていた。


　ジェノバ＝ジェノワーズ──〈吸きゆう血けつ姫き〉の名で呼ばれる医師である。列車には乗り損ねたはずなのに、一体どうやってここまで来たのか。


「ジェノ、バ……──ゴフッ！」


　名前を呼ぼうとして、息ができなくなった。喉の奥から血の塊がこみ上げていた。


「しゃべるな」


　そう言うと、ジェノバは自分の手首に嚙かみついた。皮ひ膚ふを食い破ったのだろう。ボタボタと血が流れる。


　それからセリアの体を抱かかえると──なにを思ったのか唇くちびるを押しつけてきた。


　抵てい抗こうの暇ひまもなかった。いや、抵抗しようにも手足が動かない。身をよじるので精せい一いつ杯ぱいだった。喉の中を熱いものが流れていく。そして次第に痛みが和らいでいく。
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　やがて、口づけから解放されると、セリアはもう一度咳せき込んだ。そんなセリアにジェノバが残念そうな声を漏らす。


「カナメ嬢じように取っておいた唇なのだがな……。貴公は罪深い女さ。せめてもの償つぐないに我好みの黒を身に纏まとうが良い」


「げほげほ──げほ……ジェノバ、ちゃん……。手当は、ありがたいですが、前もって言ってからしてください」


　ジェノバの慌あわてようを考えると、セリアはよほど危険な状態だったのだろう。ジェノバは、自分の血を与あたえることで他者の怪け我がも治ち療りようすることができる。口うつしで呑のませなければ仕方がなかったとはいえ、心の準備をする時間くらいは欲しかった。


　セリアが呻うめいていると、炭水車で〈鉄人〉が立ち上がる。


「ひい。ひいい──痛え！　痛えぞ。なんなんだてめえは」


　泣きながら怒ど声せいを上げるヴィンセントに、ジェノバはゾッとするほど暗い瞳ひとみを向けた。


「それはこちらのセリフさ。セリア嬢は我の舌に見合う料理を作れる数少ない料理人だ。そのセリア嬢にこの仕打ち……万死に値するぞ」


　普ふ段だんの喧やかましいそれからは想像もつかない冷たい声。それでも無知なヴィンセントは嘲ちよう笑しようを上げる。


「万死に値する？　はっはあ！　やってみろよ。俺は不死身だ。誰にも殺せねえ」


「ほう……？」


　面白がるような声を上げると、ジェノバは棺から持ち手を引き出す。その持ち手を握にぎるとヴィンセントに向かって棺を突き出す。パカンと棺の背面が開いた。そして──


　ジャコン──物ぶつ騒そうな音を立て、物騒な金属が飛び出した。


　回転弾倉リボルバー式拳けん銃じゆうのシリンダーのように飛び出したのは、数本の筒つつを束ねた金属の塊だった。一本一本が指二本分ほども太さがある。





　それは──自動重火器ガトリングガンと呼ばれるものにとてもよく似ていた。





　ヴィンセントが、面白いほど顔を引きつらせた。


「面白い。どれほど不死身か、試してみるとしよう」


「───────────っっっっ！」


　その悲鳴は、聞き取ることができなかった。


　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド


　銃じゆう身しんが回転し、金色の薬やつ莢きようが雨のように排はい出しゆつされる。熱を持った真しん鍮ちゆうは、列車の屋根で踊おどりながら列車の風に流されていく。


　本来、地面に設置した上で両手で構え、二人がかりで運用すべき兵器を片手で扱あつかうジェノバ。彼女の腕わん力りよくは力比べの見せ物ではない。人では扱えない兵器を平然と行使することで真価を発揮する。


　足がひしゃげ、腕うでがもげる。盛り上がった前まえ髪がみが木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕され、〈鉄人〉が鉄塊へと変えられていく。


「もう、止め──」


　セリアがそう止めようとしたときだった。


　カスン──自動重火器ガトリングガンの咆吼が止んだ。


「む……？　弾たま切れ、か。おのれ、３００発では一分で限界か」


　どうやら、装塡する弾だん丸がんには限りがあったらしい。３００発が瞬く間に消化されるのだから当然だ。今まであれを使わなかったのも、コストがかかりすぎるからだろう。対人恐きよう怖ふ症しようのジェノバはまともな契けい約やくを受けることができず、万年金欠だったのだから。


「お……ぶ、あああああ貪むさぼれ──〈メー・ヴー〉！」


〈鉄人〉は、まだ生きていた。絶ぜつ叫きようしながら、手足が見る見る再生していく。列車の金属だけではないだろう。炭水車の中にあらかじめ補強用の金属を用意していたのだろう。


　やがて人の形を取り戻もどすと〈鉄人〉は狂きよう気きの笑みを浮うかべた。あちこちヒビだらけであり、再生したというよりも部品をつけ直しただけといった風情だが。


「殺してやる。殺してやるぞ！　てめえのそのバカでけえ棺かん桶おけも俺の部品にしてやる」


　ジェノバは髪かみの毛けを振ふり払はらい、侮ぶ蔑べつの目を向ける。


「あいにくこの棺は高価なものなのさ。貴様ごときにくれてやるには勿もつ体たいないな」


　貴公ではなく貴様。口調が変わるほどジェノバは怒いかり狂っている。


　そして、怒り狂っているのはヴィンセントの方も同じだった。３００発もの弾丸を撃うち込まれたのだから当然だろう。


「うおおおおおお百回殺してやるぁあああああっ！」


　人間のような手足をしていながらも、その手は無骨な金属片である。あれで殴なぐりつけられればジェノバとてただでは済まない。


　それでもジェノバは一歩も退かず、その手で一いち撃げきを受け止める。


　ズシン──と、車両が大きく凹へこんだ。ポタポタとジェノバの手から血が流れ落ちる。〈鉄人〉の爪つめはジェノバの手の平を突つき破やぶっていた。


　──私を、庇かばった……のですか？


　セリアはジェノバのすぐ後ろにいた。ジェノバの能力で手当されているとはいえ、まだ動けるほどではない。セリアが避よけられないから、ジェノバは〈鉄人〉の攻こう撃げきを受け止めなければならなかったのだ。彼女の痛覚は正常に働いているというのに……。


　ジェノバが不快そうに吐き捨すてる。


「貴様と同じなのは不ふ愉ゆ快かいだが、不死身なのは我も同じだ。我に死を与えるには、貴様は非力すぎる。……なにより、美学がない。それでは我の相手は務まらぬさ」


　そう言って、ジェノバは片手で器用に棺を旋せん回かいさせる。六本からなる銃身が収納され、上下部がパカリと開き、そこから巨きよ大だいな鉄てつ杭くいが突き出す。子供の背せ丈たけほどもあり、太さは民家の主柱ほどもある。


「杭打ち機パイルバンカーというものを知っているか？　岩がん盤ばんを打ち割るための道具なのだがな。なかなかの力だぞ」


　そして、ジェノバは棺の上じよう端たんを〈鉄人〉の腹部へ突きつけた。


「では、さよならさ」


「待────っ！」





　ドゴンッ──棺の先せん端たんから突き出していた鉄杭は、もう片方の先端から打ち出された。





　自動重火器ガトリングガンでヒビだらけになっていた巨体は儚はかなく砕くだけ散ちった。そのまま風船のように吹ふき飛とばされると、前方の線路へと突き刺ささる。


　そして上半身だけになった〈鉄人〉の上を、彼自身が暴走させたワイアット号が無情に駆かけ抜ぬけていく。ガタンと大きく車体が揺ゆれた。


　それを見送って、セリアはようやく身を起こした。ジェノバの能力で手当され、それでもまだ身を起こすので精一杯である。自分がどれだけの重傷だったのかを知って、セリアは背筋が冷たくなった。


　それから、背中を向けたままのジェノバの手をそっと握った。


「痛かったでしょう。何な故ぜ避けなかったのですか……？」


　手を握って、ジェノバが小さく震ふるえていることに気づいた。そして小さくしゃくり上げ始める。


「泣いているのですか？」


　そう訊きくと、ジェノバはグスリと洟はなを鳴らした。


「我は、貴公が死ぬかと思った」


　セリアは、自分の耳を疑った。カナメやアイシャとは違ちがい、ジェノバとはそう接点を持ったつもりはなかった。厨ちゆう房ぼうにこもりきりのセリアと庭師助手のジェノバでは、顔を合わせること自体が少ない。せいぜい食事時くらいだろう。


　ジェノバはセリアに振り返かえるとギュッと抱だきついてきた。彼女が同性愛者であることはセリアとて知っている。にわかに動どう揺ようしたが、ジェノバはセリアの胸に顔を埋うずめてすすり泣く。


「我とて、自分の味覚が狂くるっていることくらい、理解しているのだ」


　ジェノバの対価は〝食事〟だった。液体ならば辛かろうじて呑み込むことができるが、固体になると吐はき出してしまう。そんな彼女が食しよく欲よくを覚えるのが人間の血だった。〈吸血姫〉の通り名は、そうしてつけられた。


　エルミナと契約して、対価を返へん還かんされた現在、まともに食事は摂とれるようになったのだが、今度は味覚が狂ってしまっていた。セリアは早い時期からそれに気づいたので、ジェノバ用に料理は別に作っていた。……ときおり、それをマルクに出したりもしたが。


「ジェノバちゃん……」


「貴公は嫌な顔かお一ひとつ見せず、我の舌に見合った料理を作ってくれた。貴公がいなくなるのは、嫌いやだ」


　普段、自尊心が高いのか低いのかよく分からない言動を取るジェノバだが、今だけはただの少女以外の何者でもなかった。


　セリアがその背中を撫なでていると、ジェノバはなにか思い出したようにつけ足した。


「……女として愛しているのは、カナメ嬢ただ一人だがな」


「分かっていますよ」


　これだから、屋や敷しきの住人は面白い。


　セリアはようやくクスリと笑った。





　　　　[image: ]





「──なるほど。では列車を止めないとカナメ嬢も危ないのだな？」


　心配するならまず主であるエルミナの心配をするべきだが、ジェノバの頭にはカナメのことしかないらしかった。


　セリアは頷うなずくと客車を指さした。


「客車を切きり離はなせば、私とジェノバちゃんの能力で止められるはずです」


　セリアの〝斥せき力りよく〟とジェノバの〝腕力〟。動力から切り離してから二人がかりで制動力をかければなんとかなるはずだ。


「機関車はどうするつもりだ？」


「客車さえなければ、私の能力で破は壊かいできます」


〈魔ま弾だんの射手〉は狙ねらった的を外さない。線路という限定された進路しか取れない列車など、目を瞑つぶっていても当てられる。そしてセリアの能力ならば、列車から飛び降りることなど造作もない。


　ジェノバは少し悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、やがて頷いた。


「どの道、客車の安全から確保するしかないようだな。貴公の方は本当に問題ないのか？」


「ジェノバちゃんが手を貸してくれるなら、なんとかなります」


「……分かった。信じる」


　セリアはまだ動き回れない。ジェノバは炭水車と客車の間に下りると、連結器の留め具を外した。走行中なのだ。相当な圧力がかかっていたはずだが、ジェノバの腕力の前にはなんの意味も持たなかった。


　連結を解除しても、列車ほどの質量を持った物体は、慣性の法則が停止を許さない。


「押し返せ──〈ルー・グー〉」


　セリアは客車に〝斥力〟をかける。機関車と客車の間に隙すき間まが生まれる。その隙間にジェノバが入り込む。いくらジェノバでも、この速度で走る列車から地面に足をつければ足がなくなる。客車にも制動機ブレーキがあるかもしれないが、そちらの知識がないセリアたちには見つけられなかった。もっと遅おそくしなければならない。


　渾こん身しんの力を込めて能力を解き放つ。客車と炭水車の隙間が徐じよ々じよに大きくなっていく。その隙間に、ようやくジェノバが足を下ろす。靴くつ底ぞこは即そく席せきではあるが〈鉄人〉の破片で補強してある。


　ガリガリガリ──線路から火花が散る。


　契約者二人がかりの能力で、客車の速度が見る見る落ちていく。ほどなくして、客車は豆まめ粒つぶのように小さくなって見えなくなった。


　それを見送り、セリアも立ち上がった。手にはひときわ大きな金属塊かい。〈鉄人〉の腕だったものは、〈魔弾〉に最適な弾丸だった。


　客車という重荷が消失し、機関車の速度がさらに上がる。狙そ撃げき手としてのカンから体感速度を割り出す。すでに設計上の最高速度を遥はるかに超こえ、１５５オーシクという速度に達している。狙撃の相対速度を修正しておく。


　弾丸を抱かかえて、列車から飛び降りようとしたときだった。





　ガシッ──なにかが、セリアの足を摑つかんだ。





「うぼおああああああああああああ！　て、てめえ、だけは、許さねえ！」


　足下の床ゆかから、野太い男の腕うでが這はい出していた。


　──まだ、生きていた……！


　セリアは足を摑む腕を蹴けり、なんとか引きはがそうと奮ふん闘とうするが、〈鉄人〉の腕わん力りよくは尋じん常じようではなかった。


「ぐおおおぉぉおぉっ！　てめえ、客車を切り離しやがったなあ。どうしてくれるんだ。これじゃあ〈東方不敗〉も殺せねえ上に〈精杯グレイル〉だって手に入らねえぞ！」


　呆あきれたようなため息を漏もらすと、セリアは仕方なさそうに微笑した。


「ジェノバちゃんに、噓うそをついてしまいました」


　セリアの能力では、機関車は止められない。〈ルー・グー〉の力は言ってみれば針のようなものなのだ。力は強いが、対象が大きければ力が分散し、速度も威い力りよくも落ちる。能力で止めるには、車両という個体は大きすぎるのだ。破壊するしかない。


　それから、何故か苦笑してしまった。


　──私は、こんなところでなにをやっているのでしょうね……。


　まったく、何故自分はこんなことに命を懸かけてしまっているのだろう。主と仲間の安全はすでに確保されており、この街になにか縁えんがあるわけでもない。契けい約やく者としてここで命を懸ける理由は見当たらなかった。


「でも、悪い気はしません」


　いつの間にか、自分も屋敷の影えい響きようを受けていたらしい、セリアらしくもない、非合理的な考えだった。


　無意識に上着のポケットに手を入れるが、そこにはなにか足りなかった。


　──ああ、アルバ君の幸運のお守り、使ってしまいましたね……。


　とたんに、寂さびしさがこみ上げてきた。


　出かける直前、アルバと会って──お前が作ったミートパイ、美味かった──そう、言われたことを思い出した。


　また、作りに来いと言われたのだ。


　確かに、彼の言う通り復ふく讐しゆうはつまらないものだった。アルバはあれで止めてくれていたのだ。だがセリアはそれに耳を貸さなかった。


　心残りが、できてしまった。


　──あなたはそれで帰ってきてくれるのですか──


　帰って来いと言ってくれた少年がいた。


　──おんしが見み繕つくろってくれた服は、悪くなかった。また、頼たのみたいのじゃ──


　そう言ってくれた、自分とどこか似た少女がいた。


　──貴公がいなくなるのは、嫌だ──


　ほとんど口を利いたこともなかったのに、そう言ってくれた少女もいた。


　──代金は支し払はらった。また作りに来い──


　そして、そう言ってくれた男がいた。


「帰りたかった、ですね……」


　帰る理由はたくさんもらったのに、セリアは叶かなえることができなかった。


　申し訳なさとほんの少しの後こう悔かい。それでもこれは自分にしかできないという、ささやかな満足感。セリアが最後の〈魔弾〉を打ち上げようとしたときだった。


　手の中から──鉄塊の感かん触しよくがなくなった。





「──だったら、最後まで諦あきらめないでください。セリアさんらしくないです」





　自分以外、誰だれもいないはずのそこに、よく知った声が響ひびいた。


「リオ……？」


　顔を上げると、そこにはぼろぼろになったドレスに身を包んだ少女……いや少年が佇たたずんでいた。右みぎ腕うでと右足がすでになく、煙えん突とつに手をかけてようやく立っている状態である。


「遅くなりましたけど、約束を果たしに来ました──あなたが助けを必要としたとき、自分は必ず応えてみせます」


　それは、格好とは裏腹にどこまでも頼もしい言葉だった。見てみれば、足を摑んでいた腕もバラバラに切り刻まれていた。


　セリアは、不覚にも少年の中に英雄ヒーローというものを夢見てしまった。


「てめえ〈狭はざ間ま猫ねこ〉！　どういうつもりだ！　てめえは俺に借りがあるはずだろう！」


　リオは、淡あわく微笑んだ。


「──それは、記録にありません」


　そう言って、リオはセリアに耳を塞ふさぐよう、促うながす。あの瞬しゆん間かん移動のような能力を使うつもりらしい。セリアは迷わず両手で自分の耳を塞いだ。そして──


　ニアアァァァァ──猫の鳴き声とともに〈鉄人〉の動きが完全に停止した。


　リオは、片足で器用にセリアの側に着地した。それからセリアの背中に腕を回す。


「セリアさん、しがみついてください。片かた腕うでだけでは支えきれません」


　セリアはそんなリオを突つき放はなそうと、腕に力を入れる。


「不可。要機関車停止」


　つい、いつも通りにしゃべってしまい、リオが困こん惑わくした顔を見せる。


「ええっと……。列車を止めると言ってるんですか？」


　セリアが頷くと、リオは清々しく笑った。


「そっちは大だい丈じよう夫ぶです。自分がやるべきことは機関車を切り離すことだったのですが、そちらはセリアさんがやってくれました。あとは、セリアさんを助けるだけです」


「列車を止めないと大惨さん事じです」


　それでもリオは首を横に振ふる。


「大丈夫だって言いました。セリアさんは、自分の仲間をもう少し頼たよっていいんです」


　──あやつは、列車を止めると言ったのであろ──


　不意に、カナメが言った言葉を思い出した。


　──ああ、そうか。私の居場所は、初めからそこにあったのですね……。


　セリアは小こ振ぶりの石炭を手に取ると──指で弾はじいてリオの額にぶつけた。


「痛っ？」


「生意気」


　そう言って、セリアはリオの背中に腕を回した。いつの間にか、少年の背中はたくましいものになっていた。


「行ってください」


　その言葉を合図に、リオは列車から身を放った。


「羽ばたけ──〈ルー・グー〉！」


　隻せき腕わん隻せつ脚きやくのリオに、人間を抱えての着地は不可能である。〝斥せき力りよく〟で地面を弾きながら、セリアとリオは地面を転がる。


　回転が収まるのを待ってから顔を上げると、線路の向こうには燕えん尾び服ふくに身を包んだ少年の姿があった。


「こ……〈黒衣〉いいいいいぃぃぃいああああっっ！」


　ヴィンセントの、絶ぜつ叫きようが聞こえた。


　絶叫を上げる機関車に、少年は微笑を浮うかべて丸メガネの位置を修正する。


「待たせましたね。仕事の時間です──打うち砕くだけ〈クフ・リーン〉！」
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　少年は、自分めがけて突とつ進しんする機関車へ、一本の銀ナイフを放った。


　炭水車も含ふくめれば、総重量２０００００オーカンに及およぶ機関車と銀食器のナイフ。１５５オーシクという速度で押し寄せる雪崩なだれに、小石を投じるようなささやかな反はん抗こう。しかしその反抗は──


　バキンッ──雪崩を、造作もなく打ち砕いた。


　セリアが命を懸けて砕こうとした鉄の塊かたまりは、ガラスのごとく儚はかなく砕け散ちった。





　この瞬間ヴィンセント＝ドラッケンはジェノバのそれを上回る対人恐きよう怖ふ症しように陥おちいった。


　粉ふん砕さいされた機関車と同化したまま、人型に戻もどることすらできなくなる。人間から廃はい棄き処分されることを恐おそれた彼は機関車を復元。結果的により多くの人間から注目されてしまう。恐怖のあまり考えることを放ほう棄きした彼は、人間だったころの本能で壊こわれた機械を修復してしまうようになり、カーネギー市の観光名所ミステリースポツトとなっていく。





　そんな未来を予感する余よ裕ゆうもなく、ヴィンセント特急は無数の破片となって地面を転がった。


　それを見て、セリアは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せた。


　これですら、まだあの少年は全力を出してはいない。〈鉄人〉が列車と同化しているから〝死なない程度〟に砕いたのだ。


　だからセリアはマルクが気に入らないのだ。相手を殺すつもりで能力を振るえば、もっと楽に勝てたはずだ。だというのにいつでも相手を御ぎよせるギリギリの力しか見せない。相手を殺してでも勝つという気き迫はくも持たないくせに、勝利を収めてしまう。


　そして、それこそが彼が四強の一角に数えられる所以ゆえんなのだろう。止めを刺ささなかったことで足下を掬すくわれたセリアとは違ちがう。


　──忌いま々いましいですね……。


　リオといい、マルクといい、どうして普ふ段だんあれだけ頼りないくせにこういうときだけは強くなれるのだろう。


　……ただ、砕け散った車両の破片は、無情にもその正面に佇んでいたマルクの上に注ぎ込んでいた。必死でそれを避よける少年を見て、セリアは少し胸が空すく気分だった。




[image: ]


「自分は、セリアさんに噓うそをつきました」


　列車から飛び降りたセリアとリオは、地面を転がりながらもお互たがい無事でいた。


　お互い、怪け我がを確かめるために背中合わせに座り込んだのだが、リオがとうとつにそう切り出した。


「噓？」


「〈牧神〉に会ったというのは、噓なんです。ただ、遠目に見てそれが〈牧神〉さんだと聞かされただけなのです。だから、あの人が〈精せい霊れいの器〉を追っているという話も、でまかせだったのです」


　リオは片方だけになった膝ひざを抱かかえ込む。


「自分は、セリアさんのように強くなりたかったのです。だから、セリアさんといっしょにいる理由が欲しかった。そのせいで、セリアさんに一年も無む駄だな時間を過ごさせました」


　セリアは、地面から小石を拾い上げると、ポイッと頭上に放り投げた。


「痛っ？」


　リオの頭に命中した。


　痛がるリオに笑みを溢こぼしながら、セリアはそっと体重を預けた。


「知っていました」


「え？」


「気づかないと思っていたのですか？　父は元ハンターです。その父が標的に対してあのような杜ず撰さんな追つい跡せきを行うことはありません。それでも私たちと父がすれ違うほど近くにいたのは、父が私を捜さがしていたからです」


　絶句するリオに、セリアは優しく続けた。


「父を捜すことは、途と中ちゆうからどうでも良くなっていたのです」


「じゃあ、なんで……」


　セリアはやはりクスリと笑みを溢した。


「私もただ、あなたといっしょにいる理由が欲しかったのだと思います。ひたむきに〈精霊の器〉を追いかけるあなたは、私にはとても眩まぶしかった」


〈器〉を手に入れてなにをしたいのか、リオはそれを語らなかったが、夢中になって〈器〉の情報を追うリオは、とても輝かがやいて見えた。父を追うという、親おや離ばなれできない子供のような理由で旅をしていたセリアには、とても真っ直ぐに見えたのだ。


　自分の夢というものに突進していくリオに、セリアは恋こいをしたのだ。


　その一年が無駄な時間だったなど誰にも言わせない。


「父を見つけ、あなたを失った私は、なにを追いかければ良いのか分からなくなりました」


　だからセリアは〈精霊の器〉を追い始めた。あるいはリオが実は生きていて、ひょっこりと姿を見せてくれるのではないか。そんな虚きよ構こうの希望に縋すがって何年も街から街へと彷徨さまよった。そうするうちに、精霊に魅み入いられ契けい約やく者になった。


「私は、強くなどありませんでした」


　だから、同じ弱さを持った〝彼〟に惹ひかれた。


　セリアは、切なく吐と息いきを漏もらした。


「リオ。私はあなたが好きでした。あなたに、恋をしていました」


　後ろに右手をにじり寄らせると、その手にリオの左手が重なった。


「自分もです。自分は強くて弱いセリアさんに恋をしました。この先こんなに女ひとを愛しいと想うことはないと思います。それくらい、好きでした」


　ずっと側にいた。ずっとお互いの気持ちに気づいていた。だというのに、口にする勇気がなかった。そんな二人の胸の内が吐はき出された瞬間だった。


「ありがとう」


　セリアの口から溢あふれたのはそんな言葉だった。


　それに、リオも同じ言葉を重ねた。


「ありがとう、セリアさん。セリアさんが好きになってくれたから、自分は誇ほこりを持もつことができました」


　セリアは上体をずらして振り返かえった。同じように振り返ったリオの顔がすぐ目の前にあった。


　そして、お互いの唇くちびるがそっと触ふれ合った。


　離はなれることを惜おしむように、唇を重ね合う。離れていた四年間の空白を埋うめるように、いつまでも。


　やがて唇が離れると、リオが物悲しく微笑した。


「さよなら、なんですね」


「さようなら、ですね」


　それが、別れの言葉だった。


　離れていた間に流れた四年という歳月。それはお互いを変えてしまった。リオは向き合うべき過去を抱え、それを乗のり越こえていく。セリアも、自分の居場所というものを持ち、そこに帰る。愛しいと想う人間と出会ってしまったから。


　だから、もう昔には戻れない。


「リオ。夢は叶かないましたか？」


　少し意地悪な質問。リオは、そこで泣き出すこともなく、自信のある声で答えた。


「それを夢と呼ぶのかは分かりませんが、生しよう涯がいをかけて貫つらぬくものは見つけました」


　そして、からかうような声を返してくる。


「そういえば、セリアさんの夢って聞いたことがないです」


　それが分からないから、セリアはここまで来た。


　セリアは、クリスが見たら悶もん絶ぜつするような満足そうな笑みを浮かべた。
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「私の料理を食べた人に──美お味いしい──そう、言わせることです」


　なにを作っても美味しいと言って食べるアイシャ。味に不満はつけないくせに、ときおり魚が食べたいとねだってくるカナメ。味覚異常ゆえ、明らかに人用の味付けではない料理を幸せそうに頰ほお張ばるジェノバ。その料理を出されても健気に全部食べるマルク。小食のわりに出された料理は残さないエルミナ。いつでもゆるみきった笑顔で美味しいというドミニク。一度もマズイと言ったことのないアーロン。そして──


　──お前の作ったミートパイ、美味かった。また作りに来い──そう言ったアルバ。


　平和すぎるあの食しよく卓たくに馴な染じめない。そう、思っていた。それは間ま違ちがっていた。あの食卓は居い心ごこ地ちが好かった。美味しいと言われる度に、確かに嬉うれしかったのだ。


　ただ、それを認めるのが怖こわかったのだ。また壊れてしまうような気がして。リオのことを忘れてしまうような気がして。


　だからセリアはあの場所に帰りたい。もっとたくさんの人に美味しいと言わせてみたい。


　セリアは投石器を宙に放った。リオを思い出すから辛つらくて使えなくなった武器。だけど思い出が多すぎて捨てられなかった宝物。





「私は、料理人です」
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「まったく、何な故ぜ、あなたはこういうときに限って手を抜ぬくのです」


〈魔ま槍そう〉──能力を乗せた銀ナイフを撃うち込み、機関車を破は壊かいしたところまでは良かった。


　しかし砕くだけた列車の破片は、容よう赦しやなくマルクに向かって飛んで来た。線路の上に立っていたのだから当然なのだが、それは〈クフ・リーン〉の能力で止められるはずだった。


　だというのに、この反はん抗こう的な契けい約やく精せい霊れいは、自分の仕事は完かん遂すいしたと言わんばかりに能力を解いた。おかげでマルクは、高速で飛来する破片を必死で避けなければならなかった。


「なんです？　壊こわす必要はなかったですって？　そ、それはその場の勢いといいましょうか……いえ、あなただってやる気満々だったではありませんか。なにを私のせいにしているのです」


　足下の影かげに向かって苦情を投げつけながらも、マルクは破壊した列車の陰かげに身を隠かくしていた。


　列車から飛び降りたセリアとリオの安否を確かめようとしたのだが、彼らはただならぬ雰ふん囲い気きで話し込んでおり、とてもではないが側に寄れる様子ではなかったのだ。


「何故でしょうね。今日はこんなことばかりやっているような気がします。……なんですって？　他人の迷めい惑わくにならないよう自重するのは良いことだ、ですって？　それを言うならばあなたの方でしょう。たまには文句を言わずに言うことを聞きなさい」


　反抗的な契約精霊は、今まで姿を見せられなかったお返しだというように、揶や揄ゆを投げ続ける。


　それから、マルクはふと問いたいことを思い出した。


「そういえば〈クフ・リーン〉。あなたは、私以外の誰だれかと会話をすることができるのですか？」


　夢かもしれないが、列車から転落したとき、〈クフ・リーン〉と誰かが会話をしていたように思えた。宿主であるマルク以外と会話をすることなどできるのだろうか？


　訝いぶかっていると、足下の影は何故かマルクから距きよ離りを置こうと伸のびていく。


「なんです？　束そく縛ばく願望は自重した方が良い？　契約精霊相手に束縛もなにもないでしょう！」


　そう言うと、足下の影がざわざわと囁ささやいてきた。


「はい？　何事にも規格外イレギユラーが存在する？　どういう意味です」


　訊きき返すが、反抗的な契約精霊は黙だんまりを決め込んでいた。


「やれやれ……」


　マルクが疲つかれたようにため息を漏らしていると、セリアたちの会話も一段落ついたようだった。


「まあ、良いでしょう。今はそれよりも、セリアさんやエルミナたちの状じよう況きようを確認しなければなりません」


　マルクはセリアたちの側に歩み寄った。二人はお互い背中を預ける形で座り込んでいた。


　マルクに気づくと、リオが片手を上げた。セリアの方は一いち瞥べつを向けるだけで言葉はなかった。そのボロボロの姿から、彼女も相当な深ふか傷でを負わされたらしいと分かった。


「怪け我がの具合は、どうですか？」


「問題無し。医師。処置済」


　どうやら、ジェノバは間に合ったらしい。少し時間がかかっているようだが、じきに動けるようになるだろう。セリアはなんでもなさそうに手を振ふった。


　リオの方も、走行中の列車から飛び降りたわりには大した怪我もしていないようだ。立てないのは義ぎ肢しを失ったせいだろう。


　マルクはリオに目を向けた。


「これから、どうなさるおつもりですか？」


「ひとまず自分が関わった事件を全て調べてみるつもりです。それから、自分になにができるのかを考えます」


　セリアに視線を向けると、肩かたを竦すくめるだけだった。止めるつもりはないらしい。


　どうしたものか迷ったが、マルクはそれを切り出してみた。


「あなたの対価は記き憶おく力です。その対価、ある程度治すことができます。私たちといっしょに来るつもりはありませんか？」


　リオは驚おどろいたように顔を上げたが、それを冗じよう談だんだと思ったのか首を横に振った。


「自分には自分の道があります」


「そうですか……。残念ですが、仕方がありませんね」


　この少年は自分の過去と向き合う決心をしたのだ。マルクにそれを止める権利はない。


「にしても、その手足をなんとかしねえとなにもできねえだろう？」


　そう言ったのは、いつの間にか隣となりに現れていたリチャードだった。マルクを列車の先まで送ると同時に姿を消したのだが、戻もどってきたらしい。


　壊れた義肢を眺ながめるリチャードを見て、マルクは先ほど彼が口走っていた言葉を思い出した。


「そういえば、あなたは義肢に詳くわしそうでしたね」


「あー……、まあ、そういうもんに詳しそうな奴やつなら知ってるな。いや、知り合いの知り合い、ってところか？」


「ですが、ご存じなのでしょう？　紹しよう介かいしていただくわけにはいきませんか」


「まあ、かまわないが、それ相応に情報料はいただくぜ」


　思わずマルクが言葉を詰つまらせると、リチャードはなんでもなさそうに続けた。


「まあ、俺より詳しい奴がいるから、そっちに訊くことを勧すすめておくぜ」


「はあ、どなたでしょうか？」


「どなたもなにも、お前さんもよく知ってる奴さ」


「というと？」


「〈東方不敗〉……さ。そいつは、〈東方不敗〉の頼たのみなら絶対に断らねえ」


「カナメが？」


「ああ。シュウって名でな。〈東方不敗〉とはちょいとした仲だったわけだ」


　シュウ──キョクトの名のようだが、男だろうか。


　──なんでしょうか、この気持ちは……。


　カナメとて十七年間生きてきて、それだけの出会いと別れがあったのだろう。マルクが知っているのはほんの一部分である。それくらいは、理解しているつもりだったが、やはり自分の知らないカナメの過去を聞くと、奇き妙みような苛いら立だちを覚える。


〝ちょいとした仲〟というのは一体どういう仲なのだ？


「つ、つまり、友人なのですね？」


「友人っつうか、ありゃあ一心同体って感じだったな」


　──一心同体……？


　マルクの顔が面白いほど引きつった。そんなマルクにさして関心を示した様子もなく、リチャードは面めん倒どう臭くさそうに続けた。


「まあ、そういうわけだ。ひとまず、これ以上人が集まる前に移動したいところだな」


　周囲に目を向けると……なるほど、凄すごい人だかりができていた。暴走列車が突つっ込こんできた上に、それが粉ふん砕さいされたのだ。気づかない人間がいたなら異常である。


　マルクはリオに肩を貸し、セリアはなんとか自力で立ち上がる。


　野次馬の関心はもっぱら砕かれた機関車に向いており、立ち去ろうとするマルクたちを引き留めるものはいなかった。あの様子ならば、すぐに鉄道会社も動くだろう。後始末は彼らに任せておけばいい。


　線路に沿って足を進めていると、やがて切きり離はなされた客車が見えてきた。


「おや……？」


　そこで、マルクは怪け訝げんそうな声を漏もらした。


　列車の周りには、ずいぶんな数の人間が出ていた。機関車から突とつ然ぜん切きり離されたのだ。彼らが動どう揺ようするのも無理はないが、その様子は暴走から解放されたというよりも、なにか恐おそろしいものから逃にげているかのように──つまり、恐きよう怖ふがまだ終わっていないかのように見えた。


　訝っていると、セリアが耳元に囁いてきた。


「車両内異常。カナメ対応中」


「なにか、事件があったのですか？」


「詳しよう細さい不明。唯ただ、〈アルス・マグナ〉暴走」


「なんですって？」


　セリアも詳しくは分からないらしい。マルクはリオをセリアに預け、客車へと急いだ。


　こちらにはカナメだけでなくジェノバも乗り込んでいる。並なみの契けい約やく者を相手に後れを取るようなことはないはずだが、〈アルス・マグナ〉の暴走となると話は別である。超ちよう越えつ者相手に契約者では勝負にならない。


　やがて先頭車にたどり着くと、その扉とびらは開いたままだった。マルクは息を整える間もなく中に飛び込む。


「……な、んです。これは？」





　扉の向こうに広がっていたのは〝在るはずのない〟世界だった。






　あとがき







　お久しぶりでございます。初めましてのお客様も、この機会にどうぞよろしくお願いします。手て島しま史ふみ詞のりでございます。





　本作は影かげ執しつ事じマルクの手違いシリーズ第八巻『影執事マルクの道みち行ゆき』でございます。


　今回のお題は〝お嬢様の家出〟！　優柔不断のマルクに愛あい想そを尽つかし……もとい、また厄やつ介かいな悩みを抱えたエルミナ。そして主あるじに挑戦状を叩たたきつけるカナメ。そんな二人を追いかけるマルク。そんな中、自分の闇と決着をつけんと屋敷を飛び出したみんなの（マルクを除く）お姉さんセリアは、実は少女時代はやんちゃが過ぎる女の子だったと発覚し！


　それはともかく最近、毎回どこかでキスシーンを書いているような気がするのですが気のせいでしょうか？　精杯グレイル編第二巻！





　さて、今回でマルクも八巻目ということでして、あとがきもなんと八ページあったりします。ふふふ、語ご呂ろ合わせですね。私は数字の中では八が一番好きだったりします。


　まずは今回、小説、コミックス、ドラマＣＤの三作品同時発売でございます。私が言うのもなんですが、関係者はみんな最高の仕事をやり遂げてくれたと思っております。ご興味のある方はどうぞ手にとってくださいまし。





　というわけで、お次はコミックスについて。


　以前からちょこちょこ触ふれてましたが、やはり見所はエルミナだと思います。これがまた表情豊かなので可か愛わいいのです。え？　本編は無表情ですって？　コミックスも無表情ですよ。ただ、マルクには表情豊かに見えているだけです（担当Ｔ氏談）。


　マルク本人も「誰？」と訊ききたくなるくらい格かつ好こう良いです。内容も本編で破は綻たんしていたり説得力が欠けていたりした部分も修正されているので、見み応ごたえはばっちりです！


　あ、あと巻末にショートショートなど書かせてもらいましたので、こちらもよろしければお楽しみください。





　それからドラマＣＤ！


　こちら、私も収録には同席させてもらいました。プロの声優さん方とお会いするということもあり、のっけからガチガチに緊張してきました。ＣＯＭＴＡさんは自然に話してましたけど。


　収録時間は五時間ほどだったのですが、やはりその間にもいろんなことがありました。


　例えばマルク役の神かみ谷や浩ひろ史しさん。格好いい声から悲鳴まで器用にこなしてくださったのですが、執事の読み（セリフとナレーションで読みが違った）がこんがらがり──


　神谷さん「お嬢様のバトラーとして──あ、間違えた。もう一度──お嬢様のバトラーとして──あ、また……」


　──あってます。あってますから！


　スタジオは声優さん方と収録側は別々の部屋になっているもので、誰も指摘することができず、苦労をかけてしまったり。


　アイシャ役の豊とよ崎さき愛あ生きさんも、アイシャがナレーションをするシーンで……。


　豊崎さん「～なんだ。えっへん！」


　また可愛らしい声で感かん無む量りよう────


　豊崎さん「えっへん!!　えっへん[image: ]」


　──三回言った──っ！


　そしてエルミナ役の高たか垣がき彩あや陽ひさん。私のブログも見てくださったそうで──どうしてもっとまともなことを書いていなかったのか──一人赤面したり。ＣＯＭＴＡさんから「イナズマの塔子役ですよ？」と教えてもらったのですが……。


　高垣さん「君は、使用人の登用で来たのではないのかね（おしとやかで静かな声です）」


　──無理です。「ザ・タワー！」と叫んでる姿が想像できません……。


　とか、皆さん、いろいろ楽しませてくださいました。


　あとは、皆さんご存じの通り、私は作中に歌を使うのが好きです。それで今回なんとＢＧＭ関係で少しだけ関わらせてもらいました。


　もう一つ。ドラマＣＤでも、オウマの存在感は完かん璧ぺきに表現されています。お楽しみに。





　お次は近況など。今年の春、うちもとうとう乗用車という乗り物を購こう入にゆういたしました。


　実は私、車の免許を持っていません。奥さんが去年の秋頃から頑張って、ようやく取得したので購入に踏み切ったのです。


　奥さん、免許取りたてです。運転、かなり怖いです。でも、乗るとなんだか奥さんが嬉うれしそうな顔をします。そういう顔をされると……なにも言えなくなってしまいますよね。


　のろけですね？　すみません。





　話は変わりまして、子供たちも大きくなってきたこともあり、休日などは家の中で執筆するのも結構大変になってきました。そんなとき、他の作家さんのブログで、喫茶店にこもって執筆すると捗はかどるという噂うわさを聞きました。さっそく試してみますと……


　……噂は、本当でした。


　私の原稿書式は四十字×四十行です。それを下書きにして、今度はファンタジア文庫のフォーマット──四十字×十六行に変換し、修正を重ねて行きます。


　平日、朝早起きしてやってもこの書式で二、三枚しか進みません。それが喫茶店にこもると同じ時間で十枚くらい進んだり……！


　というわけで、月に何回か喫茶店にこもりに行くのですが、そういったとき奥さんが車で送ってくれます。子供たちも当然いっしょに来るので、そのままご飯屋さんに入ったりお店で買い物をしたり。出費は嵩かさむのですが、困ったことにちょっと遊んでから執筆に集中すると、進みが良いのです。依存症になりそうです。





　お次。私は髪の毛が硬いです。どれくらい硬いかというと、ティッシュペーパー程度ならば容易く貫けます。散髪直後ならば、皮膚を破って指に突き刺さることもままあります。


　そんな髪質ですから、朝などは普通に髪の毛が逆立ちます。


　奥さん曰いわく「漫画みたい」


　実はこれ、水をつけて櫛くしで梳とかせば簡単になおります。水でダバダバ濡ぬらして犬のようにプルプルと飛沫しぶきを飛ばし、あとは櫛でさっさっさ。急げば一分で事足りる工程です。ですけど、私は直しません。何故か？


　朝、寝癖を放置しておくと娘がパタパタとやってきます。





　娘「お父さん、髪の毛立ってる！」





　こう、ね？　一生懸命髪の毛押さえて寝癖を直そうとするのです。でも水をつけないと形状記憶合金のごとくピンピン撥はねます。娘、健けな気げに頑張ります。


　……そんな娘が見たくて寝癖を直さない私は、駄だ目めなお父さんだと思います。





　あとは息子の話でも。


　息子は昔から何故か和風好きです。なにか強要したわけでもないのに、魚や豆とう腐ふを好んだり、テーマパークへ行くよりも大阪城を見に行った方がときめいていたり。


　そんな息子ですから、おもちゃも和風にこだわります。兜かぶとだって、厚紙で作っては嬉しそうにかぶってます。そして壊れるとまた新しいのを作ります。


　きっとこうやって手先が器用になっていくんだろうなあとか思いました。


　そして当然のこと、食の好みも和風です。朝ご飯もふりかけをかけるくらいならおにぎりが良いとか言います。そんな息子に奥さんは「おにぎりなら自分で作ってみたらどう？」と言いました。


　以来、息子は朝は自分でおにぎりを作っては幸せそうな顔で食べてます（追記・翌日、娘も自分でおにぎりを作ってました）。


　それが、今朝方こんなことがありました。息子はいつも通りおにぎりを作っていたのですが、食卓につくとその形がいつもと少し違います。


　俵型のおにぎりなのですが、よく見ると真ん中だけのりが剝はがしてあり、剝がしたのりはくるりと巻いてなにかを結んだような形になっています。





　息子「お侍さんおにぎり！」





　確かに、お侍さんの髷まげでした。のりで髷を表現するとは、私にはない発想です。





　さて、そろそろページも良い頃のようですし、今回もお世話になりました各方面へ御礼。


　今回連動キャンペーンということであちこち駆け回ってくださいました担当Ｔ様。重力崩壊起こしそうな過密スケジュールを見事やり遂とげてくださいましたＣＯＭＴＡ様（少女セリアとリオの耳が堪たまりません！）。漫画担当Ｍ様。カバーデザインアフターグロウ様。校正に携わってくださいました皆様。ランティスとスタジオの皆様。声優陣の皆様。車購入のときあれこれ助けてくれた職場の同僚Ｙ君とＹさん。いつも美味しいお弁当作ってくれる奥さんと子供たち。


　そして本書を手にとってくださいましたあなた様。ありがとうございました！





　次回予告


　道行きの半なかばで眠りに落ちたエルミナ。再び目覚めたエミリオ。主と、そしてマルクとの約束ゆえ、孤独な戦いに身を投じるカナメ。そして最近チラチラ顔を見せているあの男は一体誰を笑わせたいのか！


　精杯編第三巻『影執事マルクの彷ほう徨こう』。『道行き』編の裏側で起こった怪事件。マルクたちの平穏（？）だったひと月の思い出を交えつつ、大騒ぎしたいと思います。




２０１０年６月　雨の降らない梅雨に　手島　史詞




アトリエ月の窓　http://teshima.at.webry.info/
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影かげ執しつ事じマルクの道みち行ゆき
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